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政
治
や
経
済
に
疎
い
私
で
も
、

一
般
社
会
で
は
円
安
や
新
党
の
誕

生
な
ど
の
政
治
絡
み
の
情
報
が
渦

巻
い
て
い
て
、
否
が
応
で
も
日
本

と
い
う
国
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
、
今
日
、
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
海
外
に
出
張
し
た
時
に
、
欧
米

で
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
に
換
金
し
た
時
、

円
安
に
よ
る
換
金
率
の
悪
さ
や
そ

れ
に
伴
う
驚
き
や
さ
み
し
さ
を
味

わ
う
一
方
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の
出
張
の

場
合
は
、
換
金
率
の
良
さ
の
恩
恵

を
強
く
感
じ
て
き
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
れ
が
、
現
在
で
は
過
去
の
こ
と

と
な
り
、
国
際
社
会
の
広
が
り
の

中
で
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
力
が
高

ま
り
、
頻
繁
に
円
安
の
脅
威
を
感

じ
て
し
ま
う
日
常
生
活
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
に
つ
い
て
、

専
門
家
た
ち
の
中
に
は
今
後
の
日

本
が
世
界
の
中
で
生
き
残
り
が
で

き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
立
っ
て

い
る
と
い
い
、
現
在
の
国
力
を
危

機
感
を
も
っ
て
解
説
す
る
方
も
い

る
。
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
は
先
の
読

め
な
い
不
安
定
な
世
界
の
経
済
状

況
下
に
い
る
よ
う
な
の
だ
。

　
こ
う
し
た
不
安
な
状
況
を
変
え

る
の
は
政
治
家
た
ち
の
役
割
で
も

あ
る
が
、
そ
の
政
治
家
た
ち
を
選

ぶ
の
は
わ
れ
わ
れ
一
般
市
民
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
わ
れ
わ
れ
、
個
々

人
が
こ
の
国
を
ど
う
す
る
か
を
き

ち
ん
と
見
極
め
、
そ
の
思
い
を
託

せ
る
政
治
家
を
真
摯
に
選
ぶ
こ
と

が
、
よ
り
一
層
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
突
然
の
新
党
の
出

現
は
、
想
像
を
超
え
る
出
来
事
で

あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
名
の
「
中

道
（
中
道
改
革
連
盟
）」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
思
い
出
し
た
の
が
、

本
学
の
建
学
の
精
神
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
中
正
堅
実
」
と
い
う
理
念

で
あ
る
。
創
立
者
米
田
吉
盛
の
提

示
し
た
こ
の
理
念
は
、
京
都
学
派

哲
学
を
代
表
す
る
学
者
の
一
人
で

あ
る
高
山
岩
男
に
よ
れ
ば
、「
極

右
で
も
極
左
で
も
な
い
中
正
堅
実

な
青
年
を
育
成
す
る
事
」
を
意
味

し
て
い
る
と
い
う
。
批
判
的
に
読

め
ば
、
右
に
も
左
に
も
決
定
で
き

な
い
曖
昧
な
軟
弱
な
教
え
と
も
い

え
る
が
、
私
は
米
田
が
激
動
の
時

代
の
中
で
思
惟
し
た
こ
の
理
念
は
、

〝
自
分
自
身
の
力
そ
の
も
の
を
信
じ

た
判
断
力
と
実
践
力
〟
と
解
釈
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
、

宮
陵
会
の
会
員
は
、
こ
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
中
正
堅
実
」
と
い

う
学
び
を
発
揮
し
、
こ
の
混
沌
と

し
た
社
会
を
良
識
あ
る
市
民
と
し

て
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
、
密
か
に
感

じ
て
い
る
。
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自治会費・学友会費の代理
徴収の中止などを

学生に通告した文書
（1980年12月）

～
過
去
か
ら
未
来
へ
～１

９
７
９（
昭
和
54)

年

１
月

９
月

11
月

12
月

１
９
８
０（
昭
和
55
）年

３
月

７
月

９
月

12
月

１
９
８
１（
昭
和
56)

年

３
月

国
公
立
大
学
入
試
の
共
通

一
次
学
力
試
験
、初
め
て

実
施

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
民
家
に

墜
落（
緑
区
）

『
神
奈
川
大
学
創
立
五
〇

周
年
記
念
論
文
集
』刊
行

ソ
連
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

侵
攻

法
学
研
究
所『
研
究
年
報
』

創
刊

モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
幕（
日
本
・
米
国
な
ど
不

参
加
）

イ
ラ
ン・
イ
ラ
ク
戦
争

学
生
自
治
会
費・学
友
会
費

の
代
理
徴
収
廃
止
を
決
定

50
周
年
記
念
映
画

「
わ
が
宮
面
ヶ
丘
よ
」完
成

ｋ
ｙ
ｕｰ

ｒ
ｙ
ｏ
、No. 

73
・
No. 

74
で
は
、横
浜
学
院
の
創
設
か
ら
神
奈
川
大
学
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
時
期
ま
で
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
事
業
が
完
成
す
る
２
０
０
０
年
こ
ろ
ま
で
の
出
来
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
１
回
目
、第
２
回
目
の
記
事
を
改
め
て
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
回
目　

https://w
w

w
.kanagaw

a-u.ac.jp/kyuryokai/m
agazine/detail/pdf/kaishi73.pdf

第
２
回
目　

https://w
w

w
.kanagaw

a-u.ac.jp/kyuryokai/m
agazine/detail/pdf/kaishi74.pdf

プ
レ
「
２
０
2
８
年
神
奈
川
大
学
創
立
１
０
０
周
年　
　

２
０
２
７
年
宮
陵
会
設
立
90
年
」
記
念
特
集

　

１
９
６
０
年
代
か
ら

１
９
７
０
年
代
は
、全
国
の

大
学
に
大
学
紛
争
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
、神
奈
川
大
学
も

大
き
く
変
化
す
る
時
代
で

し
た
。
創
立
者
の
米
田
吉
盛

が
学
長
、理
事
長
の
要
職
か

ら
身
を
引
い
た
後
、学
長
や

理
事
長
が
次
々
と
交
代
し
、

非
常
に
不
安
定
な
時
期
が

続
き
ま
し
た
が
、１
９
７
５

年
９
月
に
工
学
部
の
永
井
宏

先
生
が
理
事
長
に
就
任
、翌

年
４
月
、新
た
に
制
定
さ
れ

た
学
長
選
考
規
程
に
よ
り

選
出
さ
れ
た
外
国
語
学
部

の
飯
田
耕
作
先
生
が
学
長
に

就
任
し
て
か
ら
、大
学
は
少

し
ず
つ
平
穏
な
状
況
を
取
り

戻
し
始
め
ま
し
た
。

創立50周年記念映画は、1981年3月に完成した

新たに制定された学長選考規程により
初めて選出された飯田耕作学長

1979年11月に刊行された、
「創立50周年記念論文集」

主
な
で
き
ご
と
＊
印
は
宮
陵
会
関
係

※
太
字
は
学
外

vol.3
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５
月

７
月

10
月

11
月

１
９
８
２（
昭
和
57)

年

２
月

４
月

５
月

６
月

６
月

７
月

11
月

１
９
８
３（
昭
和
58)

年

２
月

３
月

８
月

９
月

10
月

１
９
８
４（
昭
和
59)

年

３
月

４
月

11
月

12
月

１
９
８
５（
昭
和
60)

年

１
月

経
済
貿
易
研
究
叢
書
第
１

号『
現
代
日
本
の
財
政
金

融
』刊
行

「
神
奈
川
大
学
日
本
常
民

文
化
研
究
所
」設
置

福
井
謙
一
、ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞

男
子
学
生
寮（
宮
面
寮
）・

女
子
学
生
寮（
思
苑
寮
）、

廃
寮

日
航
機
羽
田
沖
へ
の
墜
落

事
故

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
起

こ
る

『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小

史
』刊
行

「
み
な
と
み
ら
い
21
」計
画

発
表

東
北
新
幹
線
開
業

「
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
」開
設

上
越
新
幹
線
開
業

日
本
初
の
実
用
通
信
衛
星

を
打
上
げ
る

人
文
学
研
究
所『
人
文
学

研
究
叢
書（
一
）』刊
行

神
奈
川
大
学
附
属
学
校
事

務
室
の
設
置

ソ
連
空
軍
機
の
大
韓
航
空

機
撃
墜
事
件

三
宅
島
大
噴
火

グ
リ
コ・森
永
事
件

＊
神
奈
川
大
学
同
窓
会
を

神
奈
川
大
学
校
友
会
に

名
称
変
更

神
奈
川
大
学
発
祥
の
地
記

念
像
建
立（
西
区
境
之
谷

公
園
）

「
海
外
交
流
事
務
室
」設
置

法
学
研
究
所『
法
学
研
究

　

創
立
50
周
年
の
翌
年
に

は
数
年
ぶ
り
に
学
費
改
定

を
行
い
、少
し
ず
つ
財
政
状

態
が
好
転
す
る
と
、停
滞

し
て
い
た
教
育
・
研
究
環
境

の
整
備
が
再
開
さ
れ
、前
号

で
お
伝
え
し
た
新
図
書
館

の
建
設
を
は
じ
め
と
し
て
、

１
９
８
０
年
２
月
に
短
期
大

学
部
教
員
の
個
人
研
究
室
、

タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
実
習

室
、会
議
室
な
ど
が
配
置
さ

れ
た
短
期
大
学
部
研
究
棟

（
14
号
館
）が
竣
工
、同
年
９

月
、富
士
見
高
原
研
修
所
が

八
ヶ
岳
山
麓
の
長
野
県
諏
訪

郡
富
士
見
町
に
竣
工
し
ま
し

た
。こ
の
時
期
に
短
期
大
学

部
は
、経
済
学
部
な
ど
の
教

員
に
よ
っ
て
教
育
課
程
が
編

成
さ
れ
る
従
来
の
体
制
か
ら
、

短
期
大
学
部
専
任
教
員
を

中
心
と
す
る
専
任
教
員
制

と
な
り
、１
９
７
９
年
４
月
、

短
期
大
学
部
専
任
教
員
の

佐
伯
冨
士
男
教
授
が
短
期

大
学
部
責
任
者
と
し
て
主

事
に
就
任
、第
１
回
短
期
大

学
部
教
授
会
が
開
催
さ
れ
、

短
期
大
学
部
は
独
自
性
を

も
っ
て
教
育
・
研
究
に
邁
進

す
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
に
は
、大

学
紛
争
の
収
束
化
が
進
み
、

そ
れ
と
と
も
に
国
際
交
流

が
少
し
ず
つ
活
発
に
な
り
ま

し
た
。神
奈
川
大
学
に
お
け

る
海
外
大
学
と
の
交
流
は
、

14号館（短期大学部研究棟）

八ヶ岳山麓に開設した富士見高原研修所

～過去から未来へ～ vol.3

アストン大学（イギリス） サラマンカ大学（スペイン） 神奈川大学で受入れたアストン大学研修生（1980年代）



KYU-RYO　04

17号館の建設が始まったころのキャンパス（1981年）

叢
書（
一
）』刊
行

科
学
万
博
開
催

神
奈
川
大
学
附
属
中
学

校
・
高
等
学
校
開
校（
中
山

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
）

学
芸
員
課
程
設
置

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
公
布

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

関
越
自
動
車
道
全
線
開
通

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
号
打
ち
上
げ
失
敗

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力

発
電
所
事
故

「
知
識
情
報
研
究
所
」設
置

「
国
際
経
営
研
究
所
」設
置

伊
豆
大
島
大
噴
火

『
学
問
へ
の
誘
い
』刊
行

全
国
地
区
対
抗
ラ
グ
ビ
ー

大
会
で
、ラ
グ
ビ
ー
部
が

初
出
場
初
優
勝

『
神
奈
川
大
学
評
論
』創
刊

日
本
語
養
成
課
程
設
置

Ｊ
Ｒ
発
足

米
田
吉
盛
逝
去

＊
校
友
会
設
立
50
周
年

記
念
式
典
開
催

利
根
川
進
、ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
受
賞

大
韓
航
空
機
ビ
ル
マ
上
空

で
行
方
不
明

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業

外
国
語
学
部
に
中
国
語
学

科
増
設

潜
水
艦「
な
だ
し
お
」と
第

一
富
士
丸
の
衝
突
事
故

「
平
成
」と
改
元

横
浜
博
覧
会
開
幕

経
営
学
部・理
学
部
開
設

３
月

４
月

６
月

８
月

10
月

１
９
８
６（
昭
和
61)

年

１
月

４
月

５
月

10
月

11
月

12
月

１
９
８
７（
昭
和
62
）年

１
月

２
月

４
月

５
月

10
月

11
月

１
９
８
８（
昭
和
63
）年

３
月

４
月

７
月

１
９
８
９

（
昭
和
64・平
成
元
）年

１
月

３
月

４
月

１
９
８
０
年
11
月
の
英
国
ア

ス
ト
ン
大
学
と
の
交
流
協
定

締
結
後
、１
９
８
３
年
か
ら

派
遣
語
学
研
修
、１
９
８
６

年
か
ら
は
派
遣
交
換
留
学

が
始
ま
り
、学
生
を
対
象
と

し
た
海
外
留
学
、語
学
研
修

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、中
国
、タ
イ
、ス
ペ

イ
ン
、ア
メ
リ
カ
の
大
学
と

の
協
定
の
締
結
が
進
み
、学

生
交
流
や
研
究
交
流
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
12
月
、学
生

自
治
会
費
・
第
二
部
学
友
会

費
の
代
理
徴
収
中
止
を
決

定
し
、１
９
８
１
年
11
月
に
、

男
子
学
生
寮（
宮
面
寮
）、女

子
学
生
寮（
思
苑
寮
）を
廃

寮
と
し
、大
学
紛
争
は
終

息
へ
と
向
か
う
と
と
も
に

学
内
施
設
の
整
備
も
進
み
、

１
９
８
２
年
８
月
に
教
員
研

究
室
、研
究
所
、室
内
プ
ー

ル
な
ど
を
備
え
た
17
号
館
が

竣
工
、１
９
８
４
年
３
月
に

就
職
部
と
工
学
部
演
習
室
な

ど
が
入
る
18
号
館
が
竣
工
、

１
９
８
７
年
４
月
に
19
号
館

が
竣
工
し
、プ
レ
ハ
ブ
小
屋

で
営
業
を
続
け
て
い
た
生
協

が
移
転
し
た
ほ
か
、学
生
部

室
、体
育
強
化
合
宿
所
、道

場
な
ど
が
配
置
さ
れ
、教
育・

研
究
環
境
と
合
わ
せ
、学
生

の
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
も

進
み
ま
し
た
。
ま
た
、神
奈

川
大
学
発
祥
の
地
に
記
念
碑

就職部、工学研究所などが配置された18号館

日本常民文化研究所招致委員会第1回議事録（1980年12月）

「神奈川大学発祥の地」の記念碑除幕式であいさつする
創立者米田吉盛(1984年11月)

神奈川大学生活協同組合、強化合宿所、
道場などが入る19号館

ソーラーシステムを導入し、
室内プールを備えた17号館研究棟

神奈川大学附属中・高等学校開校式であいさつする
永井宏理事長（1985年4月）
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６
月

９
月

10
月

12
月

１
９
９
０（
平
成
２
）年

１
月

４
月

10
月

１
９
９
１（
平
成
３
）年

１
月

４
月

５
月

８
月

12
月

１
９
９
２（
平
成
４
）年

４
月

７
月

９
月

（
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
）

「
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
」

設
置

＊
神
奈
川
大
学
校
友
会
を
社

団
法
人
宮
陵
会
に
統
合

消
費
税
ス
タ
ー
ト
、税
率

３
％

天
安
門
事
件

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
通

『
神
奈
川
大
学
創
立
六
十

周
年
記
念
論
文
集
』刊
行

米
ソ
両
首
脳
、東
西
冷
戦
の

終
結
と「
新
時
代
の
到
来
」

を
確
認（
マ
ル
タ
会
談
）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

始
ま
る

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

課
程
設
置

花
の
万
博
開
催

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

東
西
ド
イ
ツ
統
一

湾
岸
戦
争
勃
発

大
学
院
工
学
研
究
科（
経

営
工
学
専
攻
）修
士
課
程

設
置

自
衛
隊
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
の

掃
海
艇
派
遣（
初
の
自
衛
隊

海
外
派
遣
）

長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
で

大
火
砕
流
発
生

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ・ソ
連
共
産

党
書
記
長
辞
任

ソ
連
共
産
党
解
散

ソ
連
最
高
会
議
、ソ
連
邦

消
滅
を
宣
言

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科

修
士
課
程
設
置

山
形
新
幹
線
開
業

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士

毛
利
衛
、米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル「
エ
ン
デ
バ
ー
」に
搭
乗

を
残
す
べ
き
と
の
同
窓
生
ら

の
声
を
受
け
、１
９
８
４
年

11
月
、神
奈
川
大
学
の
前
身

と
な
る
横
浜
専
門
学
校
が

設
置
さ
れ
た
地（
横
浜
市
西

区
境
之
谷
公
園
）に
、米
田

吉
盛
に
よ
る
題
字
が
台
座
に

刻
ま
れ
た
神
奈
川
大
学
発

祥
の
地
の
記
念
像
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
内
の
諸
設
備
の
充

実
が
進
む
中
、１
９
２
１
年

に
渋
沢
敬
三
が
創
設
し
た

ア
チ
ッ
ク・ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
ソ

サ
エ
テ
ィ
を
起
源
と
す
る

日
本
常
民
文
化
研
究
所
が

神
奈
川
大
学
に
誘
致
さ
れ
、

１
９
８
１
年
７
月
、神
奈
川

大
学
日
本
常
民
文
化
研
究

所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、神
奈
川
大
学
創
立

50
周
年
記
念
事
業
の
一
環

で
、附
属
学
校
設
置
の
検
討

が
進
め
ら
れ
、創
立
者
の
米

田
吉
盛
が
理
想
と
す
る
寮

制
度
の
実
現
を
目
指
し
て
取

得
し
て
い
た
中
山
校
地
に
、

１
９
８
５
年
４
月
、神
奈
川

大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
。中
山
校
地

は
、附
属
中
・
高
等
学
校
の

施
設
が
整
備
さ
れ
る
と
共

に
、大
学
が
使
用
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

附
属
中
・
高
等
学
校
は
、中
・

高
一
貫
の
男
子
校（
そ
の
後
、

男
女
共
学
に
移
行
）と
し
て

開
校
し
、大
学
の
建
学
の
精

～過去から未来へ～ vol.3

創立者米田吉盛の大学葬（1987年5月）

開設当時の附属中・高等学校1号館

附属学校開設当時の中山キャンパスとその周辺 附属学校のシンボルツリー（くすの木）

平塚に新設された経営学部、
理学部の学部案内
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明
仁
天
皇・美
智
子
皇
后
、

中
国
初
訪
問

『
神
奈
川
大
学
評
論
叢
書
』

創
刊

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
実
施

（
一
般
教
育
科
目
を
再
編
）

大
学
院
経
営
学
研
究
科
、理

学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学

研
究
科
修
士
課
程
設
置

大
学
院
工
学
研
究
科（
経

営
工
学
専
攻
）博
士
後
期

課
程
増
設

「
知
識
情
報
研
究
所
」を「
総

合
理
学
研
究
所
」に
改
組

天
皇・皇
后
、歴
代
天
皇
と

し
て
初
め
て
沖
縄
を
訪
問

横
浜・八
景
島

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
プ
ン

細
川
護
熙
・
非
自
民
８
党

派
連
立
内
閣
成
立

松
本
サ
リ
ン
事
件

自
民
・
社
会
・
さ
き
が
け
連

立
内
閣
成
立

関
西
国
際
空
港
開
港

第
１
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
開
催

大
江
健
三
郎
、ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
受
賞

阪
神・淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

法
学
部
に
自
治
行
政
学
科

増
設

短
期
大
学
部
専
攻
科
設
置

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
、

歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
、

理
学
研
究
科
に
博
士
後
期

課
程
増
設

陸
上
競
技
部
、第
28
回
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
初
優
勝

陸
上
競
技
部
、第
73
回
東

10
月

11
月

１
９
９
３（
平
成
５
）年

４
月

５
月

８
月

１
９
９
４（
平
成
６
）年

６
月

９
月

10
月

１
９
９
５（
平
成
７
）年

１
月

３
月

４
月

１
９
９
６（
平
成
８
）年

11
月

１
９
９
７（
平
成
９
）年

１
月

神
を
引
き
継
い
だ
先
進
的
な

教
育
に
取
り
組
む
進
学
校

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
８
年
に
神
奈
川

大
学
は
創
立
60
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

１
９
８
７
年
５
月
に
創
立
者

の
米
田
吉
盛
が
逝
去
し
、し

め
や
か
に
大
学
葬
が
行
わ

れ
ま
し
た
。１
９
８
８
年
に

は
、外
国
語
学
部
に
中
国
語

学
科
が
増
設
さ
れ
、同
年
に
、

か
つ
て
男
子
寮
の
あ
っ
た
場

所
に
、Ｌ
．Ｌ
．教
室
や
視
聴

覚
室
、教
員
研
究
室
な
ど
を

配
し
た
20
号
館（
語
学
研
究

棟
）が
竣
工
し
ま
し
た
。
ま

た
、附
属
学
校
で
は
男
女
共

学
化
に
伴
う
施
設
整
備
の
一

環
で
３
号
館
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
８
５
年
、創
立

60
周
年
記
念
事
業
の
大
き
な

柱
と
な
る
新
た
な
キ
ャ
ン
パ

ス
の
設
置
計
画
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
新
た
な
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、急
速
な
国
際
化
と
技

術
革
新
の
進
展
の
中
で
、社

会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

経
営
学
部
と
理
学
部
の
設

置
が
柱
と
な
り
、１
９
８
９

年
、自
然
豊
か
な
平
塚
市
の

北
西
部
に
、経
営
学
部
国
際

経
営
学
科
、理
学
部
情
報
科

学
科
・
化
学
科
・
応
用
生
物

科
学
科
の
２
学
部
４
学
科

を
擁
す
る
平
塚
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。開

設
当
初
の
施
設
は
、２
棟
の

宮面寮跡地に建設された20号館

中国語学科設置祝賀会、設立当時の専任教員（1988年4月）

校友会設立50周年記念祝賀会
（1987年5月）

平塚キャンパス開設当時のキャンパスとその周辺（1989年） ハイテク・リサーチ・センタープロジェクトで建設された研究棟



07　KYU-RYO

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

競
走
初
優
勝（
総
合
優
勝
）

消
費
税
３
％
か
ら
５
％
に

引
き
上
げ

＊
校
友
会
設
立
60
周
年
記

念
大
会
開
催

香
港
、英
国
か
ら
中
国
に

返
還

陸
上
競
技
部
、第
29
回
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
連
続
優
勝

陸
上
競
技
部
、第
74
回
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

競
走
連
続
優
勝（
完
全
優

勝
）

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野

大
会
開
幕

「
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

計
画
」発
表

創
立
者
米
田
吉
盛
生
誕
百

年
記
念「
墓
前
祭
」・「
偲
ぶ

会
」開
催

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
、38
年

振
り
に
日
本
一

神
奈
川
大
学
創
立
70
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

『
神
奈
川
大
学
創
立
七
十

周
年
記
念
論
文
集
』刊
行

『
神
奈
川
大
学
70
年
の
あ
ゆ

み
』刊
行

『
17
音
の
青
春
』（
第
１
回

神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生

俳
句
大
賞
優
秀
作
品
集
）

刊
行

短
期
大
学
部
学
生
募
集
停

止
並
び
に
廃
止
に
係
わ
る

学
則
変
更
を
決
定

情
報
公
開
法
公
布

国
旗
・
国
歌
法
公
布

『
神
奈
川
大
学
評
論
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
』創
刊

短
期
大
学
部
学
生
募
集
停
止

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

校
舎
と
体
育
館
、食
堂
や
購

買
の
入
る
厚
生
棟
、学
生
部

室
棟
、３
つ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、50
ｍ

プ
ー
ル
で
、学
生
数
の
増
加

に
合
わ
せ
て
、１
９
９
１
年

５
月
、実
験
室
と
教
室
か
ら

な
る
67
号
館
が
竣
工
し
ま
し

た
。開
設
当
初
の
学
生
数
は

約
４
０
０
名
で
し
た
が
、開

設
20
周
年
と
な
る
２
０
０
９

年
に
は
、約
３
９
０
０
名
の

学
生
が
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。そ
れ
ま

で
の
間
、「
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
」

か
ら「
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ

ン
パ
ス
」へ
の
名
称
変
更
、大

学
院
の
設
置
、ハ
イ
テ
ク・リ

サ
ー
チ・セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
採
択
や
、経
営
学

部
独
自
の
国
際
教
育
が
行

わ
れ
る
な
ど
、充
実
し
た
教

育・研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
大
学
全
体
に
目
を

向
け
る
と
、１
９
９
１
年
の

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
を

う
け
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改

正
が
検
討
さ
れ
、１
９
９
３

年
、一
般
教
育
科
目
を
中
心

と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

改
正
が
全
学
部
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、同

年
に
は
、母
体
と
な
る
学
部

を
持
た
な
い
大
学
院
歴
史
民

俗
資
料
学
研
究
科
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。１
９
９
０
年

代
に
は
大
学
院
の
整
備
拡
充

が
続
き
、７
研
究
科
14
専
攻

～過去から未来へ～ vol.3

４
月

５
月

７
月

11
月

１
９
９
８（
平
成
10
）年

１
月

２
月

４
月

５
月

10
月

11
月

１
９
９
９（
平
成
11
）年

１
月

３
月

５
月

８
月

９
月

２
０
０
０（
平
成
12
）年

３
月

４
月

経営・理学部の年次進行で建築された67号館（1991年5月竣工）

創立70周年、米田吉盛生誕100年を記念して開催された偲ぶ会
（1998年5月17日）

平塚キャンパスに建設されたクラブ棟（1995年7月竣工）

大学設置基準の大綱化への対応に関する学長文書
（学園ニュースかながわ1991年10月）

1995年に新設された
法学部自治行政学科案内

入試センター、国際交流センター、宮陵会事務局、
セレストホールが入る16号館（1996年9月竣工）
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を
擁
す
る
ま
で
発
展
し
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
に
は
、法

学
部
に
自
治
行
政
学
科
が
、

短
期
大
学
部
に
専
攻
科
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
年
、宮
陵
会
、

入
試
セ
ン
タ
ー
、国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
、セ
レ
ス
ト
ホ
ー

ル
が
入
る
16
号
館
が
竣
工

し
、大
学
紛
争
に
よ
る
入
試

業
務
妨
害
を
避
け
て
、学
外

で
行
わ
れ
て
い
た
入
試
業
務

が
学
内
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。同
年
11
月
に

は
、全
日
本
大
学
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
で
初
優
勝
し
、

翌
年
の
箱
根
駅
伝
も
初
優

勝
、そ
れ
ぞ
れ
２
年
連
続
優

勝
の
快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
大
学
創
立
70
周

年
と
な
る
１
９
９
８
年
は
、

創
立
者
米
田
吉
盛
の
生
誕

１
０
０
年
に
あ
た
り
、墓
前

祭
と
偲
ぶ
会
が
行
わ
れ
、こ

れ
を
機
に
、毎
年
５
月
17
日

の
命
日
に
、創
立
者
を
偲
ぶ

「
吉
盛
忌
」を
執
り
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

創
立
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、「
安
全
で
快
適
な
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
の
整
備
」を
目

指
し
た
再
開
発
が
行
わ
れ
、

ま
ず
、耐
震
診
断
を
も
と
に
、

建
物
の
補
強
、改
修
、老
朽

化
し
た
建
物
の
解
体
な
ど

が
行
わ
れ
、２
０
０
０
年
に

22
号
館（
人
間
科
学
棟
）、免

10
月

２
０
０
１（
平
成
13
）年

１
月

３
月

４
月

９
月

10
月

２
０
０
２（
平
成
14
）年

３
月

４
月

５
月

８
月

９
月

10
月

12
月

白
川
英
樹
、ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞

中
央
省
庁
再
編
成

『
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部

の
50
年
』刊
行

横
浜
市
内
各
大
学
と
の
単

位
互
換
制
度
始
ま
る

米
同
時
多
発
テ
ロ

野
衣
良
治
、ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞

「
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

計
画
」完
成
記
念
式
典
開

催『神
奈
川
大
学
入
門
テ
キ
ス

ト
シ
リ
ー
ズ
』刊
行

（
平
）ハ
イ
テ
ク・リ
サ
ー
チ・

セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
高
度
機
能
を
持
つ
分
子
・

生
物
ホ
ト
ニ
ク
ス
の
基
盤

技
術
開
発
」が
採
択

横
浜
港
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

オ
ー
プ
ン

横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト

小
泉
純
一
郎
首
相
、初
の
訪

朝小
柴
昌
俊
・
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
、田
中
耕
一・
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
受
賞

短
期
大
学
部
お
よ
び
短
期

大
学
部
専
攻
科
廃
止

宮陵会設立60周年記念大会（1997年）

創立70周年記念事業完成記念モニュメント

16号館が建設されるまで、学生運動による混乱を避けるために、
東神奈川駅前の入試センターで入試業務を行っていた

学生部室、トレーニングセンターが設置された
22号館（人間科学棟）

横浜キャンパス再開発計画で
建替えられた1号館



09　KYU-RYO

震
構
造
を
持
つ
23
号
館（
工

学
部
棟
）が
相
次
い
で
竣
工

し
、翌
２
０
０
１
年
に
は
新

１
号
館（
本
館
）が
竣
工
し
、

２
０
０
２
年
３
月
に
神
奈
川

大
学
創
立
70
周
年
記
念
事

業
が
完
了
し
ま
し
た
。横
浜
、

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス

の
整
備
が
続
く
中
、短
期
大

学
部
の
志
願
者
が
減
少
し
続

け
、２
０
０
０
年
３
月
に
募

集
停
止
、２
０
０
２
年
12
月

に
短
期
大
学
部
、短
期
大
学

部
専
攻
科
が
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
１
９
５
０
年
、時

代
の
要
請
に
よ
り
短
期
大
学

部
が
設
置
さ
れ
独
自
の
教
育

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、50

年
に
わ
た
る
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
周
年
に
向
け
て
大

き
く
変
化
し
続
け
る
神
奈

川
大
学
に
つ
い
て
は
、次
回

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
、み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

大
学
史
に
関
す
る
展
示
が

常
設
さ
れ
て
い
ま
す
。大
学

へ
お
越
し
に
な
ら
れ
た
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
広
報
委
員
会
委
員
／
木
内
好
信

◎
協
力
・
写
真
提
供

／
神
奈
川
大
学
大
学
資
料
編
纂
室

～過去から未来へ～ vol.3

横浜キャンパス再開発事業完成直前の様子

みなとみらいキャンパス１階　米田吉盛記念ホール前の大学史展示コーナー 横浜キャンパス３号館１階　大学史展示室

免震構造の23号館（工学部棟）

23号館地下に設置された免振装置

短期大学部廃止に際して刊行された
「神奈川大学短期大学部の50年」（2001年3月刊行）



KYU-RYO　10

２
０
２
６
年
度

　
事
業
計
画
・
予
算
書

Ⅰ
．
会
員
相
互
の
連
携
強
化
、
そ
の

他
本
会
の
目
的
達
成
に
付
随
す

る
事
業

１
．
会
員
相
互
の
情
報
共
有
の
た
め

の
事
業

（1）
会
誌「
宮
陵
」第
75
号
の
発
刊
、

「
宮
陵
会
報
」
第
１
２
２
号

（
夏
）・
第
１
２
３
号
（
冬
）

の
発
行
、
他
広
報
事
業
。

会
誌
及
び
会
報
１
２
３
号

（
冬
）
は
正
会
員
の
み
、
会

報
１
２
２
号
（
夏
）
は
住
所

判
明
者
へ
送
付
予
定
。

２
．
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
る
た

め
の
事
業

（1）
地
域
組
織
の
活
動
に
対
す
る

支
援
、
助
成

①
イ
．地
域
組
織
総
会
出
席

時
祝
金

ロ
．
出
張
者
交
通
費

ハ
．
資
料
発
送
等
通
信
費

②
イ
．地
域
組
織
総
会
通
信

費
助
成
（
職
域
、
同

期
・
同
好
を
除
く
）

ロ
．
地
域
組
織
設
立
周
年

行
事
経
費
の
助
成

ハ
．
女
性
会
員
地
域
組
織

総
会
参
加
費
助
成

（
職
域
、
同
期
・
同

好
を
除
く
）

ニ
．
準
会
員
地
域
組
織
総

会
参
加
費
助
成(

職

域
を
除
く)

③
地
域
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
新
設
及
び
運
営
の
支
援

（2）
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
支
援

① 

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
時
の

案
内
発
送
等
の
支
援

② 

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
地
域

組
織
の
経
費
助
成

③ 

ブ
ロ
ッ
ク
内
参
加
地
域

組
織
の
旅
費
交
通
費
の

助
成

３
．「
特
別
予
算
制
度
」
の
試
行
的

導
入

（1）
地
域
組
織
活
性
化
の
た
め

の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
に

対
し
て
助
成
す
る
事
業
。
①

「
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
実

績
が
あ
り
、
か
つ
、
２
０
２
６

年
度
以
降
も
継
続
の
見
込
み

が
あ
る
も
の
」、②
「
２
０
２
６

年
度
に
予
定
し
て
い
る
新
た

な
事
業
」
を
対
象
に
、
地
域

組
織
（
職
域
、
同
期
・
同
好

含
む
）
か
ら
の
申
請
を
受
け

付
け
、
申
請
さ
れ
た
事
案
を

精
査
し
た
う
え
で
、「
採
択
の

可
否
」
及
び
「
助
成
額
」
を

決
定
す
る
。２
０
２
６
年
度
は

試
行
的
導
入
と
し
て
位
置
付

け
、
２
０
２
７
年
度
以
降
の

運
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。

４
．
組
織
基
盤
確
立
の
た
め
の
地
域

組
織
の
設
立
・
再
建
等
の
支
援

（1）
新
た
な
地
域
組
織
の
設
立
や

休
眠
状
態
に
あ
る
組
織
の
再

建
支
援
。

（2）
基
準
に
準
拠
し
た
設
置
承
認

の
取
消
し
等
。

（3）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
立
上

げ
。（
構
成
地
域
組
織
６
組

織　
千
葉
県
、
茨
城
県
、
栃

木
県
、
群
馬
、
群
馬
東
毛
、

埼
玉
県
）

５
．
宮
陵
会
事
業
活
動
の
普
及
の
た

め
の
交
流
企
画

（1）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
や
神

大
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る
、
宮

陵
会
館
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
運
営
。
神
奈
川

大
学
専
門
職
宮
陵
会
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
当
日
に
「
何

で
も
無
料
相
談
会
」
を
開
催

す
る
。
ま
た
、「
お
休
み
処
」

と
し
て
宮
陵
会
館
を
開
放

し
、
地
域
組
織
の
活
動
紹
介

や
卒
業
生
に
縁
の
あ
る
茶
菓

等
を
提
供
す
る
交
流
の
場
と

す
る
。

６
．地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
準
会
員

の
派
遣
事
業

（1）
地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催

時
、
そ
の
地
方
出
身
の
準
会

員
を
対
象
に
参
加
希
望
者
を

募
集
し
、
交
通
費
及
び
宿
泊

費
は
宮
陵
会
負
担
で
準
会
員

を
派
遣
す
る
。
準
会
員
へ
の

宮
陵
会
の
知
名
度
を
上
げ
る

と
と
も
に
、
卒
業
後
の
宮
陵

会
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
地

域
組
織
の
活
性
化
に
繋
げ

る
。
ま
た
、
準
会
員
の
進
路

選
択
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
時
の

情
報
収
集
の
場
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
。

７
．
準
会
員（
在
学
生
）
に
対
す
る

「
宮
陵
会
」
広
報
活
動
の
強
化

（1）
神
奈
川
大
学
の
共
通
教
養
科

目
の
授
業
に
お
け
る
本
会
の

歴
史
等
に
つ
い
て
の
講
義
。

（2）
卒
業
年
次
生
（
４
年
次
）
へ

の
「
会
誌
」
郵
送
。

８
．
新
入
生（
準
会
員
）
へ
の
記
念

品
贈
呈

Ⅱ
．
神
奈
川
大
学
の
進
展
と
維
持
に

宮陵会だより
2026 年度事業計画

2026 年度正味財産増減予算書
2026 年度収支予算書

2025 年度理事会開催状況
定時総会
監査

各種委員会開催状況
地域組織総会等開催状況

新規設立地域組織
解散地域組織

名称変更地域組織
地域組織新代表者紹介

表彰者
訃報

2026 年度本部理事会開催予定
2026 年度ブロック会開催予定
教育研究奨励助成金採用者

給付奨学生採用者

正味財産増減予算書
2026年4月1日から2027年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2026 年度予算 2025 年度予算 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1．経常増減の部
（1）経常収益

① 財産運用益 206,000 11,000 195,000
基本財産受取利息 (6,000) (1,000) (5,000)
特定資産受取利息 (200,000) (10,000) (190,000)

② 受取会費 120,140,000 118,640,000 1,500,000
正会員会費 (5,890,000) (5,890,000) (0)
準会員会費 (114,250,000) (112,750,000) (1,500,000)

③ 雑収益 700,000 330,000 370,000
受取利息 (400,000) (30,000) (370,000)
雑収益 (300,000) (300,000) (0)

経常収益計 121,046,000 118,981,000 2,065,000
（2）経常費用

① 事業費
給料手当 8,815,000 10,100,000 △ 1,285,000
退職給付引当金繰入額 79,000 185,000 △ 106,000
福利厚生費 1,110,000 1,250,000 △ 140,000
会議費 273,000 880,000 △ 607,000
旅費交通費 4,440,000 6,420,000 △ 1,980,000
通信運搬費 43,146,000 32,827,000 10,319,000
消耗品費 1,905,000 1,559,000 346,000
印刷製本費 12,370,000 8,740,000 3,630,000
慶弔交際費 2,200,000 2,200,000 0
賃借料 480,000 410,000 70,000
保険料 45,000 0 45,000
諸謝金 440,000 620,000 △ 180,000
渉外費 10,000 0 10,000
支払負担金 3,300,000 3,300,000 0
支払助成金 15,550,000 14,400,000 1,150,000
支払寄付金 5,250,000 5,250,000 0
給付奨学金 4,000,000 4,000,000 0
委託費 2,450,000 1,030,000 1,420,000
支払手数料 250,000 0 250,000
雑費 10,000 100,000 △ 90,000

事業費計 106,123,000 93,271,000 12,852,000
② 管理費

給料手当 8,815,000 10,100,000 △ 1,285,000
派遣事務費 3,600,000 3,000,000 600,000
臨時雇用賃金 290,000 410,000 △ 120,000
退職給付引当金繰入額 79,000 185,000 △ 106,000
福利厚生費 1,110,000 1,250,000 △ 140,000
会議費 1,420,000 1,720,000 △ 300,000
旅費交通費 5,090,000 4,860,000 230,000
通信運搬費 1,033,000 1,000,000 33,000
減価償却費 550,000 880,000 △ 330,000
消耗什器備品費 200,000 200,000 0
消耗品費 640,000 1,152,000 △ 512,000
印刷製本費 580,000 650,000 △ 70,000
慶弔交際費 1,100,000 1,400,000 △ 300,000
賃借料 410,000 410,000 0
保険料 440,000 440,000 0
委託費 4,395,000 2,775,000 1,620,000
支払手数料 240,000 340,000 △ 100,000
雑費 240,000 250,000 △ 10,000

管理費計 30,232,000 31,022,000 △ 790,000
経常費用計 136,355,000 124,293,000 12,062,000
当期経常増減額 △ 15,309,000 △ 5,312,000 △ 9,997,000

2．経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計
（2）経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 15,309,000 △ 5,312,000 △ 9,997,000
一般正味財産期首残高 363,094,676 368,406,676 △ 5,312,000
一般正味財産期末残高 347,785,676 363,094,676 △ 15,309,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受取寄付金

受取寄付金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 347,785,676 363,094,676 △ 15,309,000
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必
要
な
事
業

１
．
神
奈
川
大
学
教
育
振
興
事
業

（1）
神
奈
川
大
学
事
業
協
賛
寄
付

等① 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

へ
の
協
賛

② 

卒
業
祝
賀
行
事
の
共
催

③ 

陸
上
競
技
部
駅
伝
報
告

会
協
賛

④ 

卒
業
式
記
念
写
真
撮
影

ス
テ
ー
ジ
の
装
花

（2）
神
奈
川
大
学
在
学
生
課
外
活

動
等
支
援
事
業

① 

学
生
課
外
活
動
助
成
金

イ
．
学
生
課
外
活
動
助
成

競
技
大
会
参
加
費
、

卒
業
生
指
導
者
交

通
費
等
の
助
成

ロ
．
在
学
生
特
別
事
業

在
学
生
が
開
催
す

る
講
演
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

助
成

（3）
神
奈
川
大
学
「
教
育
振
興
基

金
」
へ
の
指
定
寄
付

① 

特
定
給
付
奨
学
金

  

課
外
活
動
奨
学
金

(4）
神
奈
川
大
学「
特
定
寄
付
金
」

へ
の
指
定
寄
付

① 

課
外
活
動
援
助
金

（5）
神
奈
川
大
学
教
育
研
究
奨
励

助
成
事
業

神
奈
川
大
学
の
学
術
研
究
の

進
展
を
目
的
に
、
専
任
教
員

（
含
む
、
特
任
教
員
、
特
別

助
手
、
特
別
助
教
）
の
う
ち

神
奈
川
大
学
の
学
部
卒
業
者

及
び
大
学
院
修
了
者
を
対
象

と
し
た
教
育
研
究
奨
励
助
成

金
。

（6）
神
奈
川
大
学
「
神
大
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」

案
内
へ
の
協
力

（7）
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携

２
．
本
会
奨
学
金
の
給
付
事
業

（1）
給
付
奨
学
金

学
部
生経

済
的
困
窮
者
対
象

大
学
院
生

学
業
成
績
優
秀
者
対
象

Ⅲ
．
本
会
本
部
関
係

１
．
本
部
関
係
会
議

（1）
２
０
２
６
年
度
定
時
総
会
の

開
催

２
０
２
６
年
６
月
13
日
（
土
）

（2）
理
事
会
の
開
催

年
６
回 （
５・７・10・12・１・

３
月
を
予
定
）

（3）
各
種
委
員
会
の
開
催

総
務
財
政
、
組
織
、
広
報
、

事
業
、
交
流
企
画

（４）
そ
の
他
委
員
会
の
開
催

代
議
員
・
役
員
選
挙
管
理
委

員
会
、
代
議
員
候
補
者
推
薦

委
員
会

２
．
代
議
員
選
挙
の
実
施

（1）
２
０
２
７・２
０
２
８
年
度
の

収支予算書
2026年4月1日から2027年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2026 年度予算 2025 年度予算 増減

Ⅰ　事業活動収支の部

1 事業活動収入

① 財産運用収入 206,000 11,000 195,000

② 会費収入 120,140,000 118,640,000 1,500,000

正会員会費収入 (5,890,000) (5,890,000) (0)

準会員会費収入 (114,250,000) (112,750,000) (1,500,000)

③ 雑収入 700,000 330,000 370,000

事業活動収入計 121,046,000 118,981,000 2,065,000

2 事業活動支出

① 事業費支出 106,044,000 93,086,000 12,958,000

給料手当支出 8,815,000 10,100,000 △ 1,285,000

福利厚生費支出 1,110,000 1,250,000 △ 140,000

会議費支出 273,000 880,000 △ 607,000

旅費交通費支出 4,440,000 6,420,000 △ 1,980,000

通信運搬費支出 43,146,000 32,827,000 10,319,000

消耗品費支出 1,905,000 1,559,000 346,000

印刷製本費支出 12,370,000 8,740,000 3,630,000

慶弔交際費支出 2,200,000 2,200,000 0

賃借料支出 480,000 410,000 70,000

保険料支出 45,000 0 45,000

諸謝金支出 440,000 620,000 △ 180,000

渉外費支出 10,000 0 10,000

支払負担金支出 3,300,000 3,300,000 0

支払助成金支出 15,550,000 14,400,000 1,150,000

支払寄付金支出 5,250,000 5,250,000 0

給付奨学金支出 4,000,000 4,000,000 0

委託費支出 2,450,000 1,030,000 1,420,000

支払手数料支出 250,000 0 250,000

雑支出 10,000 100,000 △ 90,000

② 管理費支出 29,603,000 29,957,000 △ 354,000

給料手当支出 8,815,000 10,100,000 △ 1,285,000

派遣事務費支出 3,600,000 3,000,000 600,000

臨時雇用賃金支出 290,000 410,000 △ 120,000

福利厚生費支出 1,110,000 1,250,000 △ 140,000

会議費支出 1,420,000 1,720,000 △ 300,000

旅費交通費支出 5,090,000 4,860,000 230,000

通信運搬費支出 1,033,000 1,000,000 33,000

消耗什器備品費支出 200,000 200,000 0

消耗品費支出 640,000 1,152,000 △ 512,000

印刷製本費支出 580,000 650,000 △ 70,000

慶弔交際費支出 1,100,000 1,400,000 △ 300,000

賃借料支出 410,000 410,000 0

保険料支出 440,000 440,000 0

委託費支出 4,395,000 2,775,000 1,620,000

支払手数料支出 240,000 340,000 △ 100,000

雑支出 240,000 250,000 △ 10,000

事業活動支出計 135,647,000 123,043,000 12,604,000

事業活動収支差額 △ 14,601,000 △ 4,062,000 △ 10,539,000

Ⅱ　投資活動収支の部

1 投資活動収入

投資活動収入計

2 投資活動支出

①神奈川大学 100 周年積立金 0 9,000,000 △ 9,000,000

②宮陵会 90 周年積立金 2,000,000 2,000,000 0

③特定資産取得支出 158,000 370,000 △ 212,000

投資活動支出計 2,158,000 11,370,000 △ 9,212,000

投資活動収支差額 △ 2,158,000 △ 11,370,000 9,212,000

Ⅲ　予備費支出

予備費支出 236,028,676 252,787,676 △ 16,759,000

0

当期収支差額 △ 252,787,676 △ 268,219,676 15,432,000

前期繰越収支差額 252,787,676 268,219,676 △ 15,432,000

次期繰越収支差額 0 0 0

代
議
員
を
選
出
す
る
選
挙
の

実
施
。

３
．「
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
設
立
90

周
年
事
業
」へ
の
積
み
立
て

（1）
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
設
立
90

周
年
（
２
０
２
７
年
）
事
業

へ
の
積
み
立
て
。

４
．神
奈
川
大
学
宮
陵
会
設
立
90
周

年
事
業
の
準
備

（1）
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
設
立
90

周
年
（
２
０
２
７
年
）
事
業

に
向
け
た
準
備
。

５
．新
卒
業
生
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修

（1）
２
０
２
５
年
度
に
運
用
を
開

始
し
た
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

修
正
、
機
能
の
改
善
等
。

６
．財
政
基
盤
の
確
立

（1）
会
費
の
納
入
促
進
と
会
費
制

度
の
見
直
し
。

（2）
既
存
事
業
の
抜
本
的
な
見
直

し
と
中
期
事
業
計
画
の
検

討
。

（3）
健
全
に
事
業
を
運
営
す
る
た

め
の
事
業
・
経
費
の
合
理
化

策
の
検
討
。

７
．本
会
事
務
局
体
制
の
強
化

（1）
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携
・
協
力
。

理
事
会
開
催
状
況

●
２
０
２
５
年
５
月
９
日
（
金
）

議　
案

１
．２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
に
関
す
る
件

２
．２
０
２
５
年
度
補
正
予
算
に
関

す
る
件

３
．
表
彰
規
程
に
基
づ
く
被
表
彰
者

の
決
定
に
関
す
る
件

４
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
職
員
の
賞
与
及
び
退
職

金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
一

部
改
正
に
関
す
る
件

５
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
職
員
任
用
規
程
」
の
一

部
改
正
に
関
す
る
件

職
務
執
行
状
況
報
告

●
2
0
2
5
年
6
月
14
日
（
土
）

議　
案

１
．会
長
、
副
会
長
及
び
専
務
理
事

の
選
定
に
関
す
る
件

●
2
0
2
5
年
7
月
4
日
（
金
）

議　
案

１
．「
会
計
処
理
規
則
」
の
一
部
改

正
に
関
す
る
件

２
．名
誉
役
員
の
委
嘱
に
関
す
る
件

３
．理
事
の
職
務
分
担
に
関
す
る
件

４
．「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
i
n
横
浜
」
の
主
催
及
び

予
算
措
置
に
関
す
る
件

●
2
0
2
5
年
8
月
1
日
（
金
）

議　
案

１
．理
事
の
職
務
分
担
に
関
す
る
件

２
．委
員
会
規
則
に
基
づ
く
各
委
員

会
委
員
の
選
任
に
関
す
る
件

３
．表
彰
委
員
会
委
員
の
選
任
に
関

す
る
件

４
．一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
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陵
会
情
報
管
理
委
員
会
委
員
に

関
す
る
件

５
．一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
個
人
情
報
管
理
責
任
者
に

関
す
る
件

●
2
0
2
5
年
10
月
3
日
（
金
）

議　
案

１
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
地
域
組
織
の
設
置
等
に

関
す
る
取
扱
規
程
」
の
一
部
改

正
に
関
す
る
件

２
．地
域
組
織
名
称
変
更
の
承
認
に

関
す
る
件

３
．委
員
会
規
則
に
基
づ
く
各
委
員

会
委
員
の
選
任
に
関
す
る
件

●
2
0
2
5
年
12
月
5
日
（
金
）

議　
案

１
．地
域
組
織
解
散
の
承
認
に
関
す

る
件

２
．地
域
組
織
設
置
の
承
認
に
関
す

る
件

３
．
2
0
2
6
年
度
か
ら
の「
特
別

予
算
制
度
」の
導
入
に
関
す
る
件

職
務
執
行
状
況
報
告

●
2
0
2
6
年
2
月
7
日
（
土
）

議　
案

１
．2
0
2
6
年
度
定
時
総
会
の
開

催
に
関
す
る
件

２
．地
域
組
織
名
称
変
更
の
承
認
に

関
す
る
件

３
．地
域
組
織
設
置
の
承
認
に
関
す

る
件

●
2
0
2
6
年
3
月
7
日
（
土
）	

議　
案

１
．「
2
0
2
6
（
令
和
８
）
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
に
関
す
る
件

２
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
要
領
」
の

一
部
改
正
に
関
す
る
件

３
．「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
課
外
活
動
団
体
指
導
者
へ

の
助
成
金
取
扱
要
領
」
に
基
づ

く
指
導
者
へ
の
助
成
金
に
関
す

る
件

定
時
総
会

●
2
0
2
5
年
6
月
14
日
（
土
）

　
報
告
事
項

１
．
2
0
2
4
年
度
（
2
0
2
4
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
5
年

3
月
31
日
ま
で
）
事
業
報
告

２
．
2
0
2
5
年
度（
2
0
2
5
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
6
年

3
月
31
日
ま
で
）
事
業
計
画
及

び
予
算

　
決
議
事
項

１
．
2
0
2
4
年
度（
2
0
2
4
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
5
年
3

月
31
日
ま
で
）
決
算
承
認
の
件

２
．役
員（
理
事
20
名
、
監
事
3
名
）

選
任
の
件

監
査

●
２
０
２
５
年
4
月
23
日
（
水
）

２
０
２
４
年
度
監
査

各
種
委
員
会
開
催
状
況

2
0
2
５
（
令
和
７
）年

4
月
7
日	

広
報
委
員
会

4
月
10
日
‒
16
日

	

表
彰
委
員
会

4
月
16
日	

総
務
財
政
委
員
会

4
月
18
日	

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

5
月
9
日	

財
政
改
革
実
施
特
別

委
員
会

5
月
13
日	

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

5
月
28
日	

事
業
委
員
会
「
春
の
講

演
会
」

7
月
31
日
‒
8
月
5
日

組
織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

9
月
8
日
‒
16
日事

業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

10
月
15
日
‒
11
月
11
日		

組
織
委
員
会
（
メ
ー
ル
）

10
月
16
日	

交
流
企
画
委
員
会

11
月
2
日	

事
業
委
員
会
・
交
流
企

画
委
員
会
「
何
で
も
無

料
相
談
会
」「
お
休
み
処
」

11
月
25
日	

広
報
委
員
会

12
月
8
日
‒
2
0
2
6
年
1
月
11
日

交
流
企
画
委
員（
メ
ー
ル
）

12
月
9
日
‒
17
日事

業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

12
月
10
日
‒
26
日組

織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

2
0
2
６
（
令
和
８
）年

2
月
9
日	

総
務
財
政
委
員
会

2
月
6
日
‒
12
日

事
業
委
員
会

3
月
17
日	

広
報
委
員
会

地
域
組
織
総
会
等
開
催
状
況

2
0
2
5
（
令
和
7
）
年

4
月
12
日	

瀬
谷
・
泉
区
総
会

4
月
12
日	

港
南
区
総
会

4
月
27
日	

ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会

総
会

5
月
18
日	

秦
野
市
総
会

5
月
18
日	

小
池
ゼ
ミ
六
池
会
総
会

5
月
24
日	

札
幌
総
会

5
月
24
日	

川
崎
市
総
会

6
月
7
日	
京
滋
総
会

6
月
7
日	
横
浜
北
総
会

6
月
7
日	

藤
沢
総
会

6
月
14
日	

空
手
部
O
B
会
総
会

6
月
14
日	

ア
メ
リ
カ
ン
フッ
ト
ボ
ー

ル
部
O
B
会
総
会

6
月
14
日	

学
士
山
岳
会
総
会

6
月
15
日	

茅
ケ
崎
・
寒
川
総
会

6
月
18
日	

箱
根
町
総
会

6
月
21
日	

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
和
歌
山
県
）

6
月
21
日	

苫
小
牧
総
会

6
月
28
日	

北
見
総
会

6
月
28
日	

熊
本
県
総
会

6
月
28
日	

町
田
総
会

6
月
28
日	

陸
上
競
技
部
O
B
会

総
会

6
月
29
日	

フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・

レ
ジ
ェ
ン
ド
総
会

7
月
5
日	

群
馬
総
会

7
月
5
日	

大
坂
奈
良
総
会

7
月
5
日	

鳥
取
伯
耆
総
会

7
月
5
日	

保
土
ヶ
谷
・
旭
区
総
会

7
月
5
日	

南
足
柄
総
会

7
月
5
日	

弓
道
部
O
B
・
O
G
会

総
会

7
月
6
日	

三
浦
半
島
総
会

7
月
12
日	

栃
木
県
総
会

7
月
12
日	

群
馬
東
毛
総
会

7
月
12
日	

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

O
B
会
総
会

7
月
18
日	

神
奈
川
大
学
学
内
総
会

7
月
19
日	

三
重
県
総
会

7
月
19
日	

福
岡
総
会

7
月
26
日	

旭
川
総
会

7
月
26
日	

山
形
県
総
会

7
月
26
日	

兵
庫
県
総
会

7
月
26
日	

神
奈
川
・
鶴
見
区
総
会

7
月
27
日	

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
O
B

会
総
会

8
月
30
日	

石
川
県
総
会

8
月
30
日	

ヨッ
ト
部
O
B
会
総
会

9
月
6
日	

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
帯
広
）

9
月
6
日	

佐
賀
県
総
会

9
月
27
日	

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
富
山
県
）

9
月
27
日	

静
岡
西
部
総
会

10
月
4
日	

信
州
総
会

10
月
4
日	

岐
阜
県
総
会

10
月
4
日	

岡
山
県
総
会

10
月
11
日	

九
州・沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
佐
世
保
）

10
月
18
日	

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
徳
島
県
）

10
月
18
日	
鳥
取
因
幡
総
会

10
月
18
日	

大
分
県
総
会

10
月
18
日	

西
多
摩
総
会

10
月
19
日	

愛
知
み
や
も
会
総
会

10
月
25
日	

神
奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
会

10
月
25
日	

福
島
県
総
会

11
月
1
日	

レ
ス
リ
ン
グ
部
O
B
・

O
G
会
総
会

11
月
7
日	

函
館
総
会

11
月
8
日	

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
秋
田
県
）

11
月
8
日	

室
蘭
総
会

11
月
8
日	

相
模
原
総
会

11
月
8
日	

ク
リ
エ
ー
ト
メ
デ
ィッ
ク

総
会

11
月
8
日	

社
労
士
総
会

11
月
8
日	

卓
球
部
O
B
会
総
会

11
月
8
日	

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

O
B
会
総
会

11
月
15
日	

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
鳥
取
伯
耆
）

11
月
15
日	

新
潟
県
総
会

11
月
15
日	

千
葉
県
総
会

11
月
15
日	

広
島
県
総
会

11
月
15
日	

沖
縄
県
総
会

11
月
16
日	

青
森
県
総
会

11
月
22
日	

埼
玉
県
総
会

11
月
29
日	

北
九
州
総
会

11
月
29
日	

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語

劇研
究
会
O
B
会
総
会

12
月
6
日	

山
口
県
総
会

12
月6
日	

柔
道
部
O
B
・
O
G
会

総
会

12
月
8
日	

会
計
人
総
会

12
月
13
日	

観
光
総
会

12
月
13
日	

ボ
ク
シ
ン
グ
部
O
B
会

総
会

12
月
20
日	

宮
城
県
総
会

２
０
２
６
（
令
和
８
）年

1
月
3
日	

香
川
県
総
会

1
月
4
日	

吹
奏
楽
部
O
B
会
総

会

1
月
24
日	

釧
路
総
会

1
月
24
日	

硬
式
野
球
部
O
B
会

総
会

1
月
31
日	

磯
子
・
金
沢
区
総
会

2
月
1
日	

サ
ン
パ
ウ
ロ
新
年
の

集
い

2
月
14
日	

鹿
児
島
県
総
会

2
月
21
日	

岩
手
県
総
会

3
月
7
日	

宮
崎
県
総
会

3
月
14
日	

島
根
県
総
会

新
規
設
立
地
域
組
織 

行
政
書
士
宮
陵
会

管
弦
楽
団
A
l
u
m
n
i

解
散
地
域
組
織 

清
輝
会
支
部

名
称
変
更
地
域
組
織

山
口
県
宮
陵
会

変
更
前
名
称

山
口
県
（
防
長
）
宮
陵
会

弓
道
部
O
B
・
O
G
会
宮
陵
会

変
更
前
名
称　
弓
心
会
支
部

地
域
組
織
新
代
表
者
紹
介

青
森
県
宮
陵
会

　
　
　
金
濵　
宏
悦
様（
53
工
経
）

福
井
県
宮
陵
会

　
　
　
櫻
井　
雅
康
様（
53
経
）

富
山
県
宮
陵
会

　
　
　
佐
地　
　
剛
様（
45
経
）

千
葉
県
宮
陵
会

　
　
　
万
谷　
　
哲
様（
60
電
）

群
馬
東
毛
宮
陵
会	

　
　
　
武
井　
智
明
様（
57
建
）

埼
玉
県
宮
陵
会

　
　
　
佐
瀬
比
幸
子
様（
52
英
）

兵
庫
県
宮
陵
会

　
　
　
杉
村　
隆
士
様（
50
法
）

鳥
取
因
幡
宮
陵
会

　
　
　
谷
口　
昭
二
様（
56
貿
）

保
土
ヶ
谷
・
旭
区
宮
陵
会

　
　
　
河
野　
　
寛
様（
56
経
）

港
南
区
宮
陵
会

　
　
　
和
知　
親
裕
様
（
63 

貿
）

会
計
人
宮
陵
会

　
　
　
今
田　
正
紀
様

（
45 

経
・
平
16
経
博
前
）

柔
道
部
O
B
・
O
G
会
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林　
　
保
充
様（
平
11
自
治
）

弓
道
部
O
B
・
O
G
会
宮
陵
会

　
　
　
松
坂　
宏
昭
様（
59
貿
）

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
会

　
　
　
青
木　
信
之
様（
57
法
）

卓
球
部
O
B
会

　
　
　
照
井　
寿
雄
様
（
57
経
）

ヨ
ッ
ト
部
O
B
会

　
　
　
清
田　
　
亨
様（
57
法
）

学
士
山
岳
会

　
　
　
五
井　
和
彦
様（
53
法
）

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
O
B
会

　
　
　
古
川　
正
知
様（
平
７
経
）

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
研
究
会

O
B
会

　
　
　
橋
爪　
　
巌
様（
42
貿
）

表
彰
者

●
功
労
表
彰

（
表
彰
規
程
第
２
条
第
２
号
該
当
）

地
域
組
織
関
係

坪
内　
邦
至
様
（
40
経
）

（
元
島
根
県
宮
陵
会
会
長
）

夏
秋　
博
隆
様
（
48
法
）

（
元
佐
賀
県
宮
陵
会
会
長
）

●
感
謝
表
彰

（
表
彰
規
程
第
２
条
第
３
号
該
当
）

地
域
組
織
関
係

阿
佐
慶
正
秀
様
（
52
建
）

（
元
沖
縄
県
宮
陵
会
会
長
）

熊
谷　
貞
彦
様
（
40
経
）

（
元
硬
式
野
球
部
O
B
会
会
長
）

●
特
別
表
彰

（
表
彰
規
程
第
２
条
第
４
号
該
当
）

水
泳
部

第
1
0
0
回 

日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会

　
女
子
総
合
優
勝

小
畠
優
々
美
様

人
間
科
学
部
人
間
科
学
科 

2
年

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25ｍ
）

水
泳
競
技
会

　
女
子
50
m
平
泳
ぎ　
優
勝

所　属 職　種 氏　名 卒年・学科 修了年・研究科専攻 研究課題
工学部
電気電子情報工学科 特別助教 渡邉　騎通 2002 電気工学科 2004 工博前

2007 工博後
強磁性線・強磁性積層薄膜における大
バルクハウゼンジャンプに関する研究

化学生命学部
応用化学科 特別助教 橋本　征奈 2013 物質生命化学科 2015 工博前

2018 工博後 光機能化合物の反応機構解析

工学部
機械工学科 助教 鈴木　健児 1993 機械工学科 1995 工博前

カム機構を用いた低脈動型ラジアル
ピストン水圧モータの回転円板型分
配弁の開発

化学生命学部
生命機能学科 特別助教 伊部　公太 2013 物質生命化学科 2015 工博前

2020 工博後
活性型ビタミン D3 の作用分離を実
現する新規誘導体開発

工学部
機械工学科 特別助教 脇谷　趣聞 2019 機械工学科 2015 工博前

2020 工博後
環境に配慮した工具冷却システムの
開発

■ 第２期
学部 学科 学年 氏名

外国語学部 英語英文学科 3 安達　友俐

■ 第１期
学部 学科 学年 氏名

経済学部 経済学科 4 鈴木　一平

2025（令和７）年度　一般社団法人 神奈川大学宮陵会給付奨学生

大学院給付奨学生

給付奨学生

研究科 課程 専攻 学年 氏名
人間科学 博士前期 人間科学 1 臼井　礼人
工学 博士前期 工学 1 尾崎　佑樹
工学 博士前期 工学 1 瀧口　真由
工学 博士前期 工学 2 岡部　開翔

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25ｍ
）

水
泳
競
技
会

　
女
子
1
0
0
m
平
泳
ぎ
準
優
勝

長
岡　
愛
海
様

経
済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

2
年

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25ｍ
）

水
泳
競
技
会

　
女
子
1
0
0
m
背
泳
ぎ　
優
勝

第
66
回
日
本
選
手
権
（
25ｍ
）

水
泳
競
技
会

　
女
子
2
0
0
m
背
泳
ぎ　
優
勝

第
17
回
世
界
短
水
路
選
手
権（
25
m
）

　
女
子
2
0
0
m
背
泳
ぎ　
11
位

内
藤　
未
唯
様
（
令
７
人
科
）

2
0
2
4
日
本
学
生
陸
上
競
技

個
人
選
手
権
大
会

　
女
子
1
0
0
0
0
m　
優
勝

新
倉
す
み
れ
様
（
令
７
人
科
）

文
部
科
学
大
臣
杯
令
和
6
年
度

全
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
女
子
72
㎏
級　
優
勝

令
和
6
年
度
天
皇
杯

全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
女
子
72
㎏
級　
準
優
勝

2
0
2
4 

S
e
n
i
o
r
s 

A
s
i
a 

C
h
a
m
p
i
o
n
s
h
i
p
s

　
72
㎏
級　
7
位

星
野　
レ
イ
様

　
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科 

2
年

2
0
2
4
年
度
J
O
C
ジ
ュニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
ジ
ュニ
ア

ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

　
U
─
20
の
部 

68
㎏
級　
優
勝

令
和
6
年
度
明
治
杯
全
日
本
選
抜

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
女
子
68
㎏
級　
優
勝

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

宮
坂　
恒
一
様
（
39
電
）

前
長
野
東
北
信
宮
陵
会
会
長

2
0
2
5
年
2
月
17
日
ご
逝
去

平
能　
孝
一
様
（
48
貿
）

宮
陵
会
参
与

前
神
奈
川
大
学
港
南
区
宮
陵
会
会
長

2
0
2
5
年
4
月
22
日
ご
逝
去

池
田　
靖
宏
様
（
39
工
経
）

京
滋
宮
陵
会
顧
問
・
前
会
長

2
0
2
5
年
6
月
1
日
ご
逝
去

宇
久
田
進
治
様（

43
貿
・
平
22
経
博
前
）

宮
陵
会
相
談
役

2
0
2
５
年
6
月
9
日
ご
逝
去

大
澤　
武
法
様
（
35
経
）

宮
陵
会
相
談
役

2
0
2
5
年
11
月
13
日
ご
逝
去

本
部
理
事
会
開
催
予
定

●
2
0
2
6
年

５
月
8
日
（
金
）

7
月
31
日
（
金
）

10
月
2
日
（
金
）

12
月
4
日
（
金
）

●
２
０
２
７
年

１
月
30
日
（
土
）

3
月
6
日
（
土
）

3
月
27
日
（
土
） 予
備
日

２
０
２
６
年
度

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
予
定

7
月
4
日
（
土
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
兵
庫
県
）

９
月
12
日
（
土
）

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
旭
川
）

９
月
26
日
（
土
）

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
福
井
県
）

10
月
24
日
（
土
）

九
州・沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
会（
大
分
県
）

10
月
24
日
（
土
）

神
奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
会

2025（令和７）年度　教育研究奨励助成金

研究科 課程 専攻 学年 氏名
工学 博士前期 工学 2 生越　莉乃
工学 博士前期 工学 ２ 白井　大翔
歴史民俗資料学 博士前期 歴史民俗資料学 1 松下　颯汰
工学 博士後期 工学 1 川口　舞子
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③
広
報
戦
略
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化

　
本
学
の
「
建
学
の
精
神
」
に
基

づ
く
教
育
や
研
究
の
特
色
、
そ
し

て
社
会
に
お
け
る
存
在
意
義
を

よ
り
効
果
的
発
信
し
、
競
争
力
強

化
に
直
結
し
た
広
報
戦
略
お
よ

び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み

を
確
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

④
社
会
連
携
事
業
の
推
進

　
横
浜
の
ま
ち
と
と
も
に
歩
む

大
学
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た

高
等
教
育
機
関
の
使
命
を
果
た

す
べ
く
、
自
治
体
や
企
業
、
地
域

団
体
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
社
会
に
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
の
存
在
価
値
を
高

め
、
地
域
課
題
の
解
決
に
も
積
極

的
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

⑤
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

　
教
育
・
研
究
・
事
務
の
あ
ら
ゆ

る
領
域
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
進
め
、
大
学
機
能
の
高
度
化
と

業
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
Ｄ
Ｘ

を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
急
速
に
進
展
す
る
情
報
技
術

と
社
会
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

よ
り
質
の
高
い
教
育
・
研
究
環
境

の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
寄
付
金
の
拡
充

　
学
生
納
付
金
に
依
存
し
た
財

政
構
造
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
募

金
事
業
の
強
化
や
事
業
会
社
の

活
用
な
ど
多
様
な
収
入
源
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
特

に
、
寄
付
金
の
拡
充
に
注
力
し
、

他
大
学
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
収
益
構
造
の
構
築
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
上
記
諸
施
策
を
実
現
す
る
に

あ
た
り
、本
年
は「
見
直
し
・
点
検
・

評
価
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
そ

れ
ら
を
丁
寧
か
つ
確
実
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
短
期
的
に
も
中

長
期
的
に
も
成
果
を
明
確
か
つ
可

視
化
し
な
が
ら
、
目
標
に
向
か
っ

て
歩
み
を
進
め
る
中
で
、
こ
れ
ま

で
諦
め
て
い
た
こ
と
や
先
送
り
し

て
き
た
課
題
に
も
、
改
め
て
挑
戦

す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
創
立
１
０
０
周
年
を
単
な
る

通
過
点
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
次

の
１
０
０
年
を
力
強
く
切
り
拓
く

た
め
の
礎
」
と
位
置
づ
け
、
未
来

を
見
据
え
た
歩
み
を
着
実
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

本
学
が
誇
り
に
思
え
る
母
校
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
永
続
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
強

固
な
も
の
と
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮陵会の皆さまへのご挨拶

学校法人神奈川大学 理事長

石
いし

　渡
わた

　　　卓
　たかし

1976（昭和51）年経済学部貿易学科卒業

　
本
学
園
は
２
年
後
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
少
子

高
齢
化
の
加
速
に
伴
い
、
い
わ
ゆ

る
「
２
０
４
０
年
問
題
」
が
急
速

に
現
実
味
を
帯
び
る
中
で
、
本
学

園
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
今
こ
そ
将
来
を
見
据
え

た
戦
略
的
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
１
０
０
周
年
さ
ら
に
そ
の
先
の

学
園
を
見
据
え
、
次
の
６
つ
の
重

点
課
題
を
掲
げ
、
諸
施
策
の
実
現

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。

①
創
立
１
０
０
周
年
の

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　
本
学
の
将
来
構
想
は
創
立

１
０
０
周
年
を
目
指
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の

目
標
を
定
め
、
本
学
園
の
次
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

②
周
年
記
念
事
業
の
実
施

　
記
念
式
典
や
記
念
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
神
奈
川

大
学
の
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返

り
、
本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願

う
場
と
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

記
念
行
事
を
通
じ
て
、
本
学
の
理

念
や
社
会
的
役
割
を
再
確
認
し
、

未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
広
く
社
会

と
共
有
す
る
機
会
と
し
て
参
り

ま
す
。
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改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
総
志
願
者
数
は
30
年

ぶ
り
に
４
万
人
を
超
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
多
様
な
背
景
や
可

能
性
を
も
つ
学
生
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
で
、
本
学
の
学
び
を
よ
り
一

層
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
中
身
で
あ
る
教
育
の
改

革
と
し
て
、
学
生
の
主
体
的
な
学

び
を
重
視
し
、
変
化
の
激
し
い
時

代
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
４
月
に
は
、
経
済

学
部
に
経
済
デ
ー
タ
分
析
学
科

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
人
間
科

学
部
で
は
探
究
型
の
学
び
を
中
心

と
し
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
共

通
教
養
科
目
と
し
て
「
共
通
教

養
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
設
け
、
学
部
を
問
わ
ず
、

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
社
会
課
題
に

向
き
合
う
力
を
育
成
す
る
教
育

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
出
口
で
あ
る
就
職
お

よ
び
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
重
点
を

置
き
、
資
格
取
得
支
援
や
教
員
を

目
指
す
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
な
ど
を

通
じ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
将
来

を
力
強
く
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
１
０
０
周
年
、
そ
し
て
そ
の
先

金
事
業
の
強
化
や
事
業
会
社
の

活
用
な
ど
多
様
な
収
入
源
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
特

に
、
寄
付
金
の
拡
充
に
注
力
し
、

他
大
学
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
収
益
構
造
の
構
築
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
上
記
諸
施
策
を
実
現
す
る
に

あ
た
り
、本
年
は「
見
直
し
・
点
検
・

評
価
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
そ

れ
ら
を
丁
寧
か
つ
確
実
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
短
期
的
に
も
中

長
期
的
に
も
成
果
を
明
確
か
つ
可

視
化
し
な
が
ら
、
目
標
に
向
か
っ

て
歩
み
を
進
め
る
中
で
、
こ
れ
ま

で
諦
め
て
い
た
こ
と
や
先
送
り
し

て
き
た
課
題
に
も
、
改
め
て
挑
戦

す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
創
立
１
０
０
周
年
を
単
な
る

通
過
点
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
次

の
１
０
０
年
を
力
強
く
切
り
拓
く

た
め
の
礎
」
と
位
置
づ
け
、
未
来

を
見
据
え
た
歩
み
を
着
実
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

本
学
が
誇
り
に
思
え
る
母
校
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
永
続
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
強

固
な
も
の
と
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
未
来
に
向
け
て
、
三
位
一
体
構

想
と
新
た
な
研
究
推
進
体
制
の

確
立
を
二
本
柱
と
す
る
大
き
な

ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
横
浜
）
を
舞
台
に
、

学
生
を
最
も
成
長
さ
せ
る
大
学
」

と
し
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
神

奈
川
大
学
の
改
革
を
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
宮
陵
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

参
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、今
後
と
も
、

本
学
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

学長ご挨拶

神奈川大学 学長

戸
と

　田
だ

　龍
りゅう

　介
すけ

　
宮
陵
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
奨
学
金
を
は
じ
め
本
学
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
、
神
奈
川
大
学
の
教
職
員

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
は
、
２
年
後
の

２
０
２
８
年
に
創
立
１
０
０
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
の
節
目
に
向
け
、「
学
生
を

最
も
成
長
さ
せ
る
大
学
」
を
目
標

に
掲
げ
、
入
試
・
教
育
・
キ
ャ
リ

ア
支
援
を
一
体
的
に
進
め
る
「
三

位
一
体
改
革
」
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
、
入
口
で
あ
る
入
試
に
お

い
て
は
、
受
験
生
の
目
線
に
立
っ

た
制
度
改
革
を
行
い
、
高
校
生

か
ら
「
選
ば
れ
る
大
学
」
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
入
試

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。具
体
的
に
は
、高
校
生
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
本
学
の
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
合
っ
た
受
験

生
を
選
抜
す
る
た
め
の
総
合
型
選

抜
の
導
入
や
、
英
語
外
部
試
験
結

果
の
活
用
な
ど
、
新
た
な
入
試
制

度
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
入
試
で
は
、
入
学
検
定

料
の
併
願
割
引
や
、
複
数
学
科
を

受
験
で
き
る
「
全
学
統
一
型
」
な

ど
、
受
験
生
に
寄
り
添
っ
た
入
試
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「
神
大
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」 寄
付
者
ご
芳
名（
敬
称
略
）

令
和
七
年
一
月
一
日
～
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

・
課
外
活
動
団
体
毎
に
、
ご
芳
名
を
五
十
音
順
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
ご
芳
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
期
間
内
に
お
申
し
込
み
、
ご
入
金
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
皆
さ
ま
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
の
処
理
事
情
等
に
よ
り
確
認
が
遅
れ
た
場
合
は
、
本
誌
次
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

課
外
活
動
団
体
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
寄
付
金
は
、ご
指
定
の
課
外
活
動
団
体
に
回
付
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

合
気
道
部

合
計
五
件

一
万
九
千
円

小
口　
雅
彦
平
成
６
応
化

鈴
木　
正
憲
昭
和
46
経

森
倉　
清
一
昭
和
45
法

匿
名�

二
件

● 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
五
件

二
百
十
九
万
七
千
百
五
十
四
円

神
奈
川
大
学
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

青
木　
信
之
昭
和
57
法

木
村　
力
也
令
和
７
日
文

清
水　
　
玄
昭
和
59
法

戸
田　
浩
信
平
成
４
機

● 

空
手
道
部

合
計
四
件

三
万
三
千
円

大
河
内
博
夫
昭
和
57
法

平
野　
莞
爾
昭
和
38
電

水
谷　
　
智
昭
和
58
貿

山
品　
　
武
昭
和
31
電

● 

弓
道
部

合
計
十
七
件  

十
九
万
五
千
円

今
枝　
健
治
昭
和
56
経

岡
田　
　
孝
昭
和
44
経

小
原　
　
淳
平
成
10
法

川
畑　
敏
之
昭
和
59
経

後
藤　
宣
晴
昭
和
54
経

木
幡　
　
卓
昭
和
57
経

小
林　
章
司
昭
和
57
経

辻　
　
　
享
昭
和
58
経

中
村　
真
人
昭
和
46
工
経

深
澤　
孝
夫
昭
和
63
法

藤
本　
佳
子
昭
和
63
法

松
坂　
宏
昭
昭
和
59
貿

村
山　
義
信
昭
和
43
貿

渡
邊　
　
淳
昭
和
59
経

渡
邊　
直
子
昭
和
57
短
商

匿
名�

二
件

● 

剣
道
部

合
計
四
件

一
万
九
千
円

青
木
ま
ゆ
み
平
成
10
法

齋
藤　
　
学
平
成
23
国
営

宮
川　
善
行
昭
和
49
貿

吉
田　
満
広
昭
和
44
貿

● 
硬
式
庭
球
部

合
計
四
件

一
万
六
千
円

久
米　
信
行
昭
和
49
経

高
田　
和
明
昭
和
49
機

匿
名�

二
件

● 

硬
式
野
球
部

合
計
三
十
六
件百三

十
万
三
千
円

新
井　
好
幸
昭
和
31
経

石
原　
　
稔
昭
和
53
経

内
田　
　
聡
平
成
13
法

梅
田　
正
己
平
成
11
経

大
蔵　
　
博
昭
和
35
経

奥
山　
政
美
昭
和
62
応
化

片
瀬　
吉
彦
昭
和
55
工
経

木
村　
紀
一
昭
和
39
応
化

小
泉　
　
康
平
成
26
営
博
前

小
森　
啓
太
平
成
22
人
科

佐
久
間
克
己
昭
和
51
貿

佐
藤　
忠
義
昭
和
40
工
経

佐
藤　
敏
明
昭
和
56
応
化

佐
藤　
昌
幸
昭
和
44
法

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

庄
子　
雄
大
令
和
７
人
科

曽
根　
貴
之
昭
和
60
経

髙
橋　
一
行
昭
和
37
経

田
中　
　
忍
昭
和
50
法

德
竹　
雄
太
平
成
28
自
治

楢
原　
正
行
昭
和
61
経

南
保　
　
裕
昭
和
51
法

西
原　
寿
久
昭
和
37
経

細
谷　
喜
義
平
成
元
電

本
多　
正
博
昭
和
52
法

松
下
賢
一
郎
昭
和
59
経

丸
山　
潤
治
昭
和
48
経

宮
川　
善
行
昭
和
49
貿

宮
下　
嘉
克
昭
和
63
経

安
井　
照
明
昭
和
58
貿

吉
田　
秀
昭
昭
和
55
経

匿
名�

五
件

● 

ゴ
ル
フ
部

合
計
十
件

三
十
一
万
一
千
円

石
渡　
　
卓
昭
和
51
貿

今
田　
駿
作
平
成
24
国
営

佐
藤　
晴
幸
昭
和
50
経

信
田　
良
浩
昭
和
58
貿

髙
木　
敬
司
平
成
11
経

德
竹　
雄
太
平
成
28
自
治

内
藤　
裕
太
平
成
21
国
営

西
山　
美
一
昭
和
56
経

増
田　
耕
治
昭
和
62
経

匿
名�

一
件

● 

サ
ッ
カ
ー
部

合
計
十
六
件　
十
万
九
千
円

五
百
川
尚
彦
平
成
６
法

五
十
嵐　
惇
昭
和
33
電

石
渡　
　
卓
昭
和
51
貿

大
石　
光
利
昭
和
48
法

岡
本　
英
訓
平
成
19
法

川
合　
健
太
平
成
23
情
シ

木
明　
　
旭
昭
和
53
経

栗
山　
邦
彦
昭
和
51
法

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

德
竹　
雄
太
平
成
28
自
治

西
脇　
幸
二
昭
和
53
貿

平
井　
延
佳
平
成
7
応
生

森　
　
陽
介
平
成
11
英

匿
名　
三
件

● 

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

合
計
十
七
件二

十
六
万
七
千
円

五
百
川
尚
彦
平
成
６
法

五
十
嵐　
惇
昭
和
33
電

大
石　
光
利
昭
和
48
法

岡　
　
一
雄
昭
和
39
貿

片
岡　
祐
二
昭
和
57
貿

亀
山　
修
一
昭
和
50
英

小
林　
和
正
昭
和
37
機

柴
田　
一
喜
昭
和
50
法

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

長
谷　
好
美
平
成
28
国
営

中
野　
正
一
昭
和
45
経

橋
本　
裕
之
昭
和
56
経

畑
山　
正
親
昭
和
36
法

平
井　
延
佳
平
成
７
応
生

宮
永
潤
士
郎
昭
和
49
電

森　
　
正
実
平
成
元
法

安
田　
　
彰
昭
和
63
工
経

● 

山
岳
部

合
計
四
件

六
万
七
千
円

西
條　
豊
明
昭
和
45
機

鈴
木　
忠
仁
平
成
９
国
営

田
中　
康
典
昭
和
50
経

中
野　
洋
一
昭
和
40
機

● 

柔
道
部

合
計
三
件

三
万
円

清
水　
貞
男
昭
和
48
工
経

星
山　
正
範
平
成
９
応
化

水
谷　
　
智
昭
和
58
貿

● 

準
硬
式
野
球
部

合
計
五
件

三
万
一
千
円

飯
尾　
松
男
昭
和
45
経

奥
山　
政
美
昭
和
62
応
化

堤　
　
清
次
昭
和
58
経

匿
名　
二
件

● 

水
泳
部

合
計
二
十
五
件三

十
万
四
千
円

神
奈
川
大
学
山
口
県
宮
陵
会
有
志
一
同

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

伊
藤　
忠
男
昭
和
35
貿

内
山　
曜
子
昭
和
53
経

陰
山　
義
晴
昭
和
38
貿

川
畑　
克
弘
昭
和
58
法

小
泉　
　
康
平
成
26
営
博
前

立
神　
邦
晴
昭
和
43
応
化

玉
田　
健
一
昭
和
50
貿

綱
川　
佳
邦
平
成
７
電

中
野　
正
一
昭
和
45
経

永
和
田
隆
一
昭
和
57
経

夏
秋　
博
隆
昭
和
48
法

南
保　
　
裕
昭
和
51
法

西
脇　
幸
二
昭
和
53
貿

橋
本　
裕
之
昭
和
56
経

藤
津
加
奈
子
平
成
31
人
科

藤
原　
祐
輔
平
成
22
応
化
博

三
島　
千
明
昭
和
46
貿

森
下　
正
俊
昭
和
45
応
化

八
代　
隆
郎
平
成
10
応
化
博
前

彌
永　
雄
一
平
成
21
法

若
林　
　
保
昭
和
47
経

匿
名　
二
件

● 

ス
キ
ー
部

合
計
一
件

一
万
円

三
浦　
忠
善
昭
和
55
法

● 

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

合
計
六
件

四
万
円

菅
野　
賢
一
昭
和
43
経

鈴
木　
睦
夫
昭
和
44
機

高
橋　
賢
孝
昭
和
55
建

田
中　
保
和
平
成
８
応
化

村
上　
東
司
昭
和
40
機

依
田　
和
美
昭
和
51
応
化
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● 

ス
ケ
ー
ト
部

合
計
一
件

二
万
円

永
和
田
隆
一
昭
和
57
経

● 
体
操
部

合
計
一
件

二
万
円

田
中　
英
司
昭
和
49
英

● 

卓
球
部

合
計
七
件

四
万
九
千
円

一
戸　
英
輔
昭
和
36
貿

片
岩　
光
弘
昭
和
35
経

佐
々
木
秀
明
平
成
７
機
博
前

関
口　
　
昇
昭
和
58
経

玉
田　
健
一
昭
和
50
貿

照
井　
寿
雄
昭
和
57
経

早
野　
　
良
昭
和
52
法

● 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部

合
計
十
件

七
万
九
千
円

内
山　
曜
子

昭
和
53
経

河
田
圭
一
郎
平
成
４
経

合
田　
勇
三

平
成
元
経

早
乙
女　
瞭

平
成
25
人
科

佃　
　
健
誠
昭
和
51
応
化

綱
川　
佳
邦
平
成
７
電

中
村　
郁
夫
昭
和
50
貿

森　
　
由
彦
昭
和
53
貿

匿
名　
二
件

● 

軟
式
庭
球
部

合
計
三
件

三
万
円

安
達　
俊
昭
昭
和
35
法

陸
井　
隆
夫
昭
和
41
経

鈴
木　
雄
誠
昭
和
49
英

● 

軟
式
野
球
部

合
計
一
件

二
千
円

牧
山　
大
助
昭
和
51
法

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
十
五
件
十
四
万
円

神
奈
川
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

飯
澤　
莊
平
昭
和
51
法

今
寺　
六
蔵
昭
和
31
経

鴨
志
田
守
功
昭
和
38
機

塩
塚　
定
雄
昭
和
48
貿

篠
原　
孝
範
昭
和
46
電

高
田　
正
彦
昭
和
54
機

髙
橋
三
樹
夫
昭
和
55
法

道
佛　
守
正
昭
和
49
工
経

肥
田　
正
次
昭
和
40
機

平
出　
　
功
平
成
13
化
博
前

福
代　
周
平
平
成
29
国
営

間
中　
　
晟
昭
和
44
経

森　
　
由
彦
昭
和
53
貿

吉
田　
和
正
昭
和
51
電

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
十
件

八
万
五
千
円

神
奈
川
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

飯
澤　
莊
平
昭
和
51
法

鴨
志
田
守
功
昭
和
38
機

塩
塚　
定
雄
昭
和
48
貿

篠
原　
孝
範
昭
和
46
電

髙
橋
三
樹
夫
昭
和
55
法

長
澤　
良
成
昭
和
48
経

肥
田　
正
次
昭
和
40
機

間
中　
　
晟
昭
和
44
経

森　
　
由
彦
昭
和
53
貿

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

合
計
二
件

一
万
五
千
円

伊
藤　
　
淳
昭
和
51
工
経

匿
名　
一
件

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
一
件

五
千
円

山
田　
忠
幸
平
成
18
機

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
五
件

十
四
万
円

岡　
　
一
雄
昭
和
39
貿

佐
藤　
卓
也
平
成
６
法

佐
藤　
秀
樹
昭
和
46
経

田
中　
敏
夫
昭
和
42
経

浜
野
正
次
郎
昭
和
47
機

● 

ボ
ク
シ
ン
グ
部

合
計
七
件

十
六
万
円

石
原　
誠
二
昭
和
56
法

小
田　
吉
哉
昭
和
56
工
経

佐
藤　
忠
義
昭
和
40
工
経

竹
之
内
清一郎

昭
和
56
機

塚
原　
　
孝
昭
和
56
法

野
口　
泰
三
昭
和
57
貿

匿
名　
一
件

● 

ボ
デ
ィ
ビ
ル
部

合
計
二
件

二
万
五
千
円

稲
浦　
　
巖
昭
和
43
貿

木
谷　
健
一
昭
和
47
経

● 

ヨ
ッ
ト
部

合
計
二
件

四
万
円

古
川　
勝
彦
昭
和
40
経

匿
名　
一
件

● 

ラ
グ
ビ
ー
部

合
計
四
件

四
万
円

佐
藤　
公
平
平
成
28
経

更
谷　
欣
之
平
成
２
法

柴　
　
　
茂
昭
和
49
法

福
田　
勇
太
平
成
９
経

● 

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
三
件

一
万
五
千
円

折
居　
雅
也
平
成
28
経

佐
々
木
陽
平
平
成
29
法

平
出　
　
功
平
成
13
化
博
前

● 

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
二
件

八
千
円

平
出　
　
功
平
成
13
化
博
前

匿
名　
一
件

● 

陸
上
競
技
部

合
計
二
百
三
十
三
件

二
百
三
十
九
万
円

外
国
語
学
部
西
語
学
科
第
１
期
生
有
志

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
小
池
ゼ
ミ
六
池
会

神
奈
川
大
学
サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
信
州
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
会

青
江　
義
一
昭
和
54
経

青
木
ま
ゆ
み
平
成
10
法

麻
生　
大
地
平
成
11
経

天
野　
和
彦
昭
和
41
経

雨
宮　
　
健
昭
和
55
法

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

荒
井　
良
和
昭
和
30
経

新
井　
好
幸
昭
和
31
経

飯
田　
泰
弘
昭
和
52
建

五
百
川
尚
彦
平
成
６
法

五
十
嵐　
惇
昭
和
33
電

石
川　
裕
治
昭
和
42
電

石
原　
　
稔
昭
和
53
経

石
渡　
　
卓
昭
和
51
貿

井
口　
　
淳
昭
和
62
機

岩
井　
志
郎
昭
和
43
経

岩
城　
知
一
昭
和
57
法

植
村　
　
健
昭
和
44
貿

臼
井　
　
清
昭
和
38
機

内
田　
靖
夫
昭
和
54
法

江
坂　
美
香
昭
和
63
経

江
崎　
佶
明
昭
和
38
経

遠
藤　
和
徳
平
成
５
短
商

遠
藤　
　
徹
昭
和
36
法

遠
藤　
　
徹
昭
和
39
電

大
石　
光
利
昭
和
48
法

大
枝　
　
薫
昭
和
32
貿

大
竹　
鷹
夫
昭
和
41
法

岡
田　
謙
吾
平
成
９
国
営

岡
田　
光
一
昭
和
49
応
化

岡
田　
哲
雄
昭
和
48
経

岡
部　
勝
美
昭
和
43
経

岡
村　
舜
悟
平
成
28
電

荻
野　
　
聰
昭
和
43
法

奥
山　
政
美
昭
和
62
応
化

小
澤　
治
雄
昭
和
52
建

小
畑　
清
嗣
昭
和
34
経

尾
松　
英
夫
昭
和
48
法

河
西　
健
三
昭
和
42
経

片
瀬　
吉
彦
昭
和
55
工
経

勝
俣　
信
行
昭
和
55
経

川
合　
健
太
平
成
23
情
シ

川
合　
靖
予
昭
和
39
短
商

川
内　
文
夫
昭
和
42
経

川
嶌　
健
治
昭
和
49
機

河
村　
隆
之
平
成
5
経

川
本　
健
次
昭
和
61
応
化

菅
野　
賢
一
昭
和
43
経

菊
地　
政
勝
昭
和
36
貿

菊
池　
雄
吉
昭
和
50
経

北
側　
智
已
昭
和
55
機

木
下　
忠
友
昭
和
46
貿

木
原　
　
豊
昭
和
44
経

桐
生　
秀
昭
昭
和
49
法

久
我　
文
孝
昭
和
39
応
化

久
保
田
忠
昭
昭
和
43
貿

熊
谷　
政
人
平
成
23
自
治

栗
山　
邦
彦
昭
和
51
法

紅
林　
　
宏
昭
和
43
経

小
泉　
　
康
平
成
26
営
博
前

小
泉　
敏
男
昭
和
42
法

小
柴　
　
聡
昭
和
45
法

後
藤　
文
彦
昭
和
39
貿

小
俣　
圭
司
昭
和
36
法

五
味　
　
稔
昭
和
54
経

小
室　
正
弘
昭
和
58
法

近
藤　
真
伸
平
成
16
法

西
條　
豊
明
昭
和
45
機

齋
間　
邦
彦
昭
和
40
経

三
枝　
正
三
昭
和
45
法

坂
入　
知
行
昭
和
36
貿

坂
本
富
士
見
平
成
元
応
化

佐
久
間
克
己
昭
和
51
貿

佐
々
木
雅
司
昭
和
53
経

佐
地　
　
剛
昭
和
45
経

佐
藤　
敏
明
昭
和
56
応
化

實
方　
誠
一
昭
和
48
工
経

澤
田　
博
夫
昭
和
41
貿

柴　
　
　
茂
昭
和
49
法

柴
田　
　
修
昭
和
53
貿

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

柴
田　
正
信
昭
和
49
経

嶋　
　
道
雄
昭
和
53
電

清
水　
貞
男
昭
和
48
工
経

清
水　
　
崇
平
成
７
電
博
前

庄
司　
一
夫
昭
和
42
法

信
田　
良
浩
昭
和
58
貿

杉
崎　
和
紀
昭
和
46
経

杉
山　
公
一
平
成
12
法

椙
山　
育
功
平
成
11
経

菅　
　
光
史
昭
和
39
機

鈴
木　
幾
雄
昭
和
46
経

鈴
木　
忠
仁
平
成
９
国
営

鈴
木　
文
臣
昭
和
50
電

鈴
木　
　
稔
昭
和
44
経

須
藤　
和
男
昭
和
45
法

関
口　
　
昇
昭
和
58
経

高
木
征
四
郎
昭
和
36
経

髙
杉　
茂
一
昭
和
45
機

高
田　
博
文
昭
和
54
法

瀧
口　
敞
行
昭
和
38
貿

田
中　
　
忍
昭
和
50
法

田
中　
　
豊
平
成
２
経

谷　
　
知
代
昭
和
59
建

玉
田　
健
一
昭
和
50
貿

玉
山　
　
顕
昭
和
53
法

千
葉　
清
悦
昭
和
63
経

千
葉　
俊
雄
昭
和
41
工
経

茶
木　
　
勝
昭
和
48
経

綱
川　
佳
邦
平
成
７
電

土
居　
克
之
昭
和
54
経

外
之
内
信
浩
平
成
12
応
化

鳥
居　
　
武
昭
和
46
電

中
越　
辰
幸
昭
和
52
法

中
筋　
基
晴
平
成
元
電

中
囿　
　
貢
昭
和
32
法

中
野　
正
一
昭
和
45
経

中
野　
博
史
昭
和
54
機

中
村　
禎
男
昭
和
41
電

中
村　
孝
則
昭
和
53
経

中
村　
文
彦
昭
和
45
工
経

鍋
島　
一
博
昭
和
51
法

南
保　
　
裕
昭
和
51
法

西
川　
勝
基
平
成
23
法

西
原　
寿
久
昭
和
37
経

西
原　
　
巧
昭
和
52
経

西
森　
義
博
昭
和
44
英

西
山　
美
一
昭
和
56
経

野
口　
信
弘
昭
和
53
電

橋
本　
裕
之
昭
和
56
経

長
谷
川　
巖
昭
和
36
経

服
部　
照
雄
昭
和
46
経

林
原　
孝
和
昭
和
49
工
経

原
田　
一
英
昭
和
62
経

引
間　
誠
人
平
成
30
英

樋
田　
忠
義
昭
和
33
経

平
野　
莞
爾
昭
和
38
電

深
山　
嘉
伸
昭
和
41
応
化

福
代　
周
平
平
成
29
国
営

藤
田　
成
一
昭
和
47
経

藤
原　
茂
史
平
成
元
電

古
谷　
正
治
昭
和
54
法

保
坂
美
貴
子
昭
和
42
貿

細
谷　
喜
義
平
成
元
電

堀
内　
明
義
昭
和
58
法

本
田　
　
厚
平
成
16
経

本
多　
正
博
昭
和
52
法

本
間　
雅
彦
昭
和
57
法

前
田　
達
夫
昭
和
22
経

増
田　
耕
治
昭
和
62
経
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松
江　
泰
弘
昭
和
38
貿

松
下
賢
一
郎
昭
和
59
経

松
下　
祐
治
昭
和
44
貿

松
野　
功
行
昭
和
61
機

松
本　
　
勇
昭
和
40
貿

松
本　
邦
光
昭
和
53
機

松
山　
裕
和
昭
和
59
経

丸
山　
潤
治
昭
和
48
経

丸
山　
雄
二
昭
和
40
経

満
足　
篤
美
昭
和
40
経

三
浦　
純
孝
平
成
26
国
営

水
谷　
　
智
昭
和
58
貿

蓑
島　
慎
一
平
成
20
経
工
博
前

宮
川　
善
行
昭
和
49
貿

武
笠　
健
次
昭
和
41
法

目
黒　
英
昭
昭
和
37
経

百
瀬　
俊
彦
平
成
28
自
治

安
武　
修
身
昭
和
37
機

山
内　
修
二
昭
和
53
工
経

山
口　
浩
一
昭
和
42
経

山
崎　
宏
典
平
成
８
化

山
崎　
昌
治
昭
和
38
機

山
下　
景
次
昭
和
37
貿

山
品　
　
武
昭
和
31
電

山
田　
房
康
昭
和
48
貿

山
田　
　
賢
昭
和
41
経

山
田　
吉
修
昭
和
40
電

山
本　
倫
明
昭
和
56
貿

横
地　
勇
夫
昭
和
42
経

横
山
源
一
郎
平
成
10
経

吉
田　
敬
一
昭
和
59
工
経

吉
田　
満
広
昭
和
44
貿

吉
村　
一
男
昭
和
44
経

米
木　
　
稔
昭
和
45
法

若
林　
　
保
昭
和
47
経

若
林　
義
人
平
成
17
経
工

和
田　
英
光
昭
和
41
貿

渡
邉　
完
世
昭
和
45
経

匿
名　
四
十
件

● 

レ
ス
リ
ン
グ
部

合
計
九
件　
　
十
五
万
八
千
円

井
野　
　
裕
昭
和
46
電

北
野　
紘
一
昭
和
39
法

久
米　
信
行
昭
和
49
経

西
田
不
二
郎
昭
和
56
法

西
森　
義
博
昭
和
44
英

藤
田　
欽
也
昭
和
39
法

本
多　
正
博
昭
和
52
法

松
田　
孝
一
平
成
16
国
営

匿
名　
一
件

● 

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部

合
計
四
件　
　
十
三
万
一
千
円

新
井　
嘉
克
平
成
16
経

池
田　
清
晴

昭
和
58
英

長
谷
川
祐
也

平
成
14
経
工

匿
名　
一
件

● 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

合
計
十
三
件　
十
一
万
二
千
円

安
達　
勝
之
昭
和
59
機
修

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

川
畑　
克
弘
昭
和
58
法

木
明　
　
旭
昭
和
53
経

杉
山　
公
一
平
成
12
法

野
口　
信
弘
昭
和
53
電

三
浦　
純
孝
平
成
26
国
営

武
笠　
健
次
昭
和
41
法

若
林　
　
保
昭
和
47
経

匿
名　
四
件

● 

カ
レ
ッ
ヂ
・
サ
ウ
ン
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

合
計
五
件

三
万
三
千
円

橘
田　
尊
男

昭
和
46
貿

中
川　
伸
之
昭
和
51
経

西
原　
　
巧

昭
和
52
経

安
元　
武
史
昭
和
60
法

匿
名　
一
件

● 

管
弦
楽
団

合
計
八
件

四
万
六
千
円

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

内
山　
曜
子
昭
和
53
経

北
側　
智
已
昭
和
55
機

清
水　
武
次
昭
和
40
機

林
原　
孝
和
昭
和
49
工
経

武
笠　
健
次
昭
和
41
法

匿
名　
二
件

● 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

合
計
二
件

二
万
円

後
藤　
智
弘
平
成
13
経

服
部　
善
行
昭
和
53
応
化

● 

軽
音
楽
部

合
計
一
件

二
万
円

岡
田　
謙
吾
平
成
9
国
営

● 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会

合
計
二
件

一
万
七
千
円

金
澤　
優
太
平
成
25
法

高
田　
正
彦
昭
和
54
機

● 

茶
道
研
究
部

合
計
三
件

三
万
八
千
円

小
柳　
賢
亮
昭
和
38
機

橋
本　
桂
治
昭
和
36
工
経

匿
名　
一
件

● 

写
真
研
究
部

合
計
四
件

二
万
六
千
円

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

今
村　
雄
弥
昭
和
52
法

田
平　
浩
治

昭
和
61
経

服
部　
晃
典

昭
和
56
経

● 

ジ
ャ
ズ
研
究
所

合
計
一
件

五
千
円

女
池　
信
行
昭
和
56
西

● 

将
棋
部

合
計
二
件

一
万
三
千
円

佐
藤　
晴
幸

昭
和
50
経

谷
原
明
日
香

平
成
24
経

● 
書
道
部

合
計
四
件

二
万
二
千
円

荒
波　
　
剛
平
成
15
歴
民
博
前

松
平　
定
明

昭
和
53
経

匿
名　
二
件

● 

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

合
計
六
件

三
万
三
千
円

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

Ｏ
Ｂ
☆
Ｏ
Ｇ
会

尾
﨑　
誠
也

平
成
23
物
生

河
野　
宏
和
平
成
８
応
生

鈴
木　
健
史
昭
和
55
法

髙
嶺　
　
徹
平
成
19
自
治

匿
名　
一
件

● 

吹
奏
楽
部

合
計
十
八
件

十
九
万
八
千
円

實
方　
誠
一
昭
和
48
工
経

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

白
山　
英
之
昭
和
52
経

杉
崎　
和
紀
昭
和
46
経

杉
山　
公
一
平
成
12
法

関
口　
　
昇
昭
和
58
経

田
原　
清
彦

昭
和
49
貿

西
森　
義
博

昭
和
44
英

西
脇　
幸
二

昭
和
53
貿

早
川　
正
人
昭
和
53
応
化
修

藤
田　
勝
久
昭
和
49
応
化

和
知　
親
裕
昭
和
63
貿

匿
名　
六
件

● 

鉄
道
研
究
部

合
計
五
件

二
万
二
千
円

内
海　
昭
夫
昭
和
56
貿

柴
田　
謙
一

昭
和
39
機

福
永　
　
健
平
成
3
機

匿
名　
二
件

● 

美
術
研
究
部

合
計
三
件

二
万
円

柴　
　
　
茂
昭
和
49
法

清
水　
　
弘
昭
和
42
経

匿
名　
一
件

● 

文
藝
部

合
計
一
件

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

放
送
研
究
会
Ｋ
Ｂ
Ａ
Ｓ

合
計
二
件

一
万
五
千
円

石
井　
和
行

昭
和
39
法

匿
名　
一
件

● 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
部

合
計
三
件

一
万
六
千
円

岩
井　
志
郎
昭
和
43
経

北
側　
智
已

昭
和
55
機

山
下　
　
誠
昭
和
61
電

● 

漫
画
研
究
部

合
計
一
件

三
万
円

匿
名　
一
件

● 

マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

合
計
二
件

一
万
円

金
澤　
優
太
平
成
25
法

久
米　
信
行
昭
和
49
経

● 

ロ
ス
ガ
ト
ス

合
計
四
件

二
万
七
千
円

岡　
　
一
雄

昭
和
39
貿

久
米　
信
行
昭
和
49
経

田
中　
敏
夫

昭
和
42
経

匿
名　
一
件

● 

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

合
計
一
件

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

作
画
研
究
会

合
計
一
件

三
万
円

匿
名　
一
件

● 

手
話
サ
ー
ク
ル
３
０
３

合
計
一
件

一
万
五
千
円

宮
嶌　
光
紀
昭
和
40
貿

● 

フ
ォ
ー
ク
ス

合
計
一
件

二
千
百
円

匿
名　
一
件

● 

ポ
ケ
モ
ン
ら
ぼ

合
計
二
件

六
千
百
九
十
四
円

永
井　
陽
大
令
和
４
西

匿
名　
一
件

● 

お
笑
い
サ
ー
ク
ル
Ｋ
Ｙ
Ｓ

合
計
一
件

五
千
円

堀
内　
明
義
昭
和
58
法

● 

英
語
研
究
部（
Ｅ.

Ｓ.

Ｓ
）

合
計
十
件

五
万
五
千
円

伊
藤　
克
彦
昭
和
61
英

関
口　
　
昇
昭
和
58
経

野
崎
小
百
合
平
成
27
英

宮
崎　
洋
一
昭
和
61
貿

宮
嶌　
光
紀
昭
和
40
貿

宮
田　
起
男
昭
和
45
貿

横
地　
勇
夫
昭
和
42
経

匿
名　
三
件

● 

会
計
学
研
究
部

合
計
六
件

四
万
三
千
円

佐
藤　
晴
幸
昭
和
50
経

中
島　
祐
生
平
成
2
経

西
原　
寿
久
昭
和
37
経

益
子　
良
一
昭
和
47
法

匿
名　
二
件

● 

私
法
研
究
部

合
計
四
件

一
万
二
千
円

雨
宮
寿
美
代
昭
和
61
法

白
井　
重
耀
昭
和
38
法

益
子　
良
一
昭
和
47
法

匿
名　
一
件

● 

横
浜
蒼
碧
法
律
会

合
計
三
件

一
万
三
千
円

雨
宮
寿
美
代
昭
和
61
法

益
子　
良
一
昭
和
47
法

匿
名　
一
件

● 

自
動
車
工
学
研
究
部

合
計
二
件

一
万
円

浅
間
誉
志
夫
昭
和
53
応
化

匿
名　
一
件

● 

内
燃
機
関
研
究
部

合
計
四
件

二
万
三
千
円

坂
田　
郁
夫
昭
和
62
機

本
田　
　
進
昭
和
48
機

𠮷
川　
　
純
昭
和
56
機

匿
名　
一
件

● 

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部

合
計
十
二
件三百

十
七
万
七
千
円

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

斎
藤　
久
義
昭
和
54
貿

坂
本
富
士
見
平
成
元
応
化

嶋　
　
道
雄
昭
和
53
電

須
藤　
修
司
昭
和
39
機

中
原　
芳
郎
昭
和
48
機

平
田　
　
收
平
成
13
経

宮
永
潤
士
郎
昭
和
49
電

安
武　
修
身
昭
和
37
機

𠮷
川　
　
純
昭
和
56
機

匿
名　
二
件

● 

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

合
計
五
件

二
万
六
千
円

関
口　
　
昇
昭
和
58
経

原
田　
　
篤
昭
和
58
電

匿
名　
三
件

● 

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

合
計
二
件

一
万
円

浅
間
誉
志
夫
昭
和
53
応
化

柴　
　
　
茂
昭
和
49
法

◎
総
合
計

　
一
千
二
百
六
十
六
万

　
　
三
千
四
百
四
十
八
円

（
六
百
二
十
九
件
）
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■ 課外活動団体一覧表
番号 体育会 28 男子バスケットボール部 55 ギターアンサンブル部 91 作画研究会
2 合気道部 29 女子バスケットボール部 57 GLOBAL ☆ YEN☆ LEAP 93 手話サークル 303
3 アメリカンフットボール部 30 バドミントン部 59 軽音楽部 94 神大ルーデンス
5 空手道部 31 バレーボール部 61 サイクリング愛好会 95 フォークス
6 弓道部 32 女子バレーボール部 62 茶道研究部 111 アカペラサークル JACK
7 剣道部 33 ハンドボール部 63 写真研究部 120 ISCA
8 硬式庭球部 35 ボクシング部 65 ジャズ研究所 121 KADO-Japanese flower arrangement
9 硬式野球部 36 ボディビル部 66 将棋部 122 模型研究会
10 ゴルフ部 37 ヨット部 67 書道部 123 KU GOOD COFFEE CLUB
11 サッカー部 38 ラグビー部 68 神大フェスタ実行委員会 127 サブカルチャー研究会
12 女子サッカー部 39 男子ラクロス部 69 吹奏楽部 128 Game Creators Circle
13 山岳部 40 女子ラクロス部 70 鉄道研究部 129 ポケモンらぼ
14 柔道部 41 陸上競技部 71 美術研究部 130 お笑いサークル KYS
15 準硬式野球部 42 レスリング部 73 文藝部 番号 学術系
17 水泳部 109 ライフセービング部 74 放送研究会 KBAS 97 英語研究部 (E.S.S)
18 スキー部 112 ウインドサーフィン部 75 ポピュラー音楽部 98 会計学研究部
19 アイスホッケー部 114 チアリーディング部 77 漫画研究部 99 私法研究部
20 スケート部 番号 スポーツ系 78 マンドリン・アンサンブル 101 横浜蒼碧法律会
21 スノーボード部 118 アルティメット部 81 ロスガトス 番号 工学系
22 体操部 126 SLAP 83 ワンダーフォーゲル部 106 自動車工学研究部
23 卓球部 番号 文化系 84 IVUSA 107 内燃機関研究部
25 トライアスロン部 51 アドベンチャークラブ 87 N.M.K 117 宇宙ロケット部
26 軟式庭球部 53 カレッヂ・サウンズ・オーケストラ 89 劇団はこぶね 124 宇宙エレベータプロジェクト
27 軟式野球部 54 管弦楽団 90 現代視覚文化研究会DESIRE 125 ロボットプロジェクト

◆ お知らせ ◆
●文化系にお笑いサークル KYS（番号 130）が新設されました。
●アーチェリー部、混声合唱団クール・アンジェは現在休部中です。

大学公式ホームページに課外活動団体の紹介及び活動内容をご案内しています。
https://www.kanagawa-u.ac.jp
トップページ ≫ キャンパスライフ ≫ 課外活動

2026年（令和８年）４月現在

【お問い合わせ先】
学校法人神奈川大学 財務部財務課 募金担当
TEL.045 -481-5661　FAX.045 - 481-2731
E-mail bokin-jml@kanagawa-u.ac.jp

「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」募金要項
（１）募金対象者　　卒業生、教職員、在学生のご父母又は保証人、一般、企業・団体等
（２）募 金 額　　１口　1,000 円（１団体１口以上 1,000 円単位）

　※賛助する課外活動団体を必ず指定してください。
（３）申し込み方法　　以下の①②いずれかの方法でお申し込みください。

①インターネットからのお申し込み

クレジットカード、ペイジー（インターネットバンキング、ATM）、PayPayから選択できます。

②専用払込取扱票を利用
神奈川大学財務部財務課募金担当までご連絡ください。郵送させていただきます。

神奈川大学　募金

スマートフォン、
タブレット等から
読み取ってください。

下記はご利用可能な
クレジットカードです。

「神奈川大学公式ホームページ」トップページ右上の　　　を
クリックしていただき、寄付申込フォームへお進みください。

インターネットバンキング又は ATM で
お振り込みいただけます。
※ペイジーマークのついている金融機関
　でご利用いただけます。

申し込み内容確定後にログイン・お支払い
操作を行います。詳細は、PayPay株式会
社公式サイトをご参考にしてください。
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活躍する卒業生

　

渡
辺　

幸
雄

　

本
年
２
月
６
日
（
金
）、
神
奈
川
大
学

の
卒
業
生
で
コ
ロ
ナ
前
に
米
国
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
を
拠
点
に
活
躍
し
た
、M

asum
i 

Y
am

am
oto 

さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
コ

ン
サ
ー
ト
を
、「
プ
ロ
が
選
ぶ
日
本
の
ホ

テ
ル
・
旅
館
１
０
０
選
」
で
全
国
一
位
に

輝
い
た
月
岡
温
泉
「
白
玉
の
湯
ホ
テ
ル
泉

慶
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
が
勤
め
て
い
る
会
社
は
、
新
潟
市
内

に
本
社
を
お
く
株
式
会
社
渡
大
組
と
い
う

建
設
業
の
会
社
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
本

年
創
業
72
年
を
経
過
し
、
途
中
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
続
け
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

弊
社
は
祖
父
の
代
に
創
業
し
、
私
の
父

が
会
社
を
設
立
し
た
後
、
平
成
７
年
に
５

代
目
経
営
者
と
し
て
私
が
会
社
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
当
時
30
才
で
の
社
長
は
地
元

建
設
業
界
で
は
一
番
若
く
、
生
存
競
争
の

厳
し
い
環
境
下
で
社
員
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
必
死
に
営
業
し
て
き
ま
し
た
。「
一

度
お
付
き
合
い
し
た
お
客
さ
ま
と
の
ご
縁

を
大
切
に
」
と
い
う
信
念
で
、
お
客
さ
ま

を
少
し
ず
つ
増
や
し
仕
事
の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。そ
の
中
で
特
に
大
切
な
の
は
、

協
力
会
社
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
良
い
仕
事

を
す
れ
ば
、
次
も
お
客
さ
ま
か
ら
声
が
か

か
り
、
仕
事
の
出
来
が
悪
け
れ
ば
自
然
と

お
客
さ
ま
も
離
れ
て
い
き
ま
す
。

　

弊
社
で
は
協
力
会
社
と
の
絆
を
深
く
す

る
た
め
に
「
安
全
協
議
会
」
と
い
う
協
力

会
社
と
の
会
が
あ
り
、
安
全
研
修
と
親
睦

を
深
め
る
行
事
を
年
４
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
そ
の
行
事

の
一
つ
で
あ
る
新
年
会
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

M
asum

i Y
am

am
oto 

さ
ん
と
の
出

会
い
は
、
一
昨
年
の
第
39
回
新
潟
県
宮
陵

会
総
会
で
す
。

当
初
は
若
い

後
輩
が
参
加

し
て
く
れ
て

良
か
っ
た
と

思
う
程
度
で
、

名
刺
交
換
を

し
て
軽
く
お
話
し
し
た
程
度
で
し
た
。
そ

の
後
、
彼
女
の
経
歴
を
検
索
し
た
ら
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
が
米
ビ
ル
ボ
ー
ド
誌
の

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ/

Ｒ
＆
Ｂ
チ
ャ
ー
ト
で
４

位
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
非
常

に
興
味
を
引
き
ま
し
た
。
昨
年
の
第
40
回

新
潟
県
宮
陵
会
総
会
で
は
１
時
間
の
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で
ピ
ア
ノ
演
奏
を

披
露
し
て
頂
き
、
プ
ロ
の
生
演
奏
の
凄す
ご

さ

と
彼
女
の
ピ
ア
ノ
へ
の
情
熱
を
感
じ
、
一

気
に
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で

弊
社
の
新
年
会
で
の
演
奏
を
お
願
い
し
、

快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。
彼
女
は
、
出
身
地

で
あ
る
長
岡
市
の
小
中
学
校
を
訪
れ
、
校

「
一
期
一
会
」
～
出
会
い
を
大
切
に
～

わたなべ・ゆきお
1965（昭和40）年新潟県生まれ。
1989（平成元）年工学部応用化学
科卒業。同年株式会社植木組入社。
1994（平成６）年株式会社渡大組
入社、1995（平成 7）年同社代表取
締役社長に就任。白根青年会議所
理事長や白根ロータリークラブ会
長、建災防新潟県支部西蒲分会長
などを歴任。2024（令和６）年にし
かん倫理法人会会長。

歌
を
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
で
演
奏
し
た
り
、

自
身
の
経
験
を
伝
え
る
講
演
も
行
い
、
子

供
た
ち
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
か

ら
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
潟
県
宮
陵
会
に
参
加
さ
れ
る
若
い
Ｏ

Ｂ
の
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
残
念
に
思
い
ま
す
。
同
じ
大
学
出
身
と

い
う
だ
け
で
、
先
輩
や
後
輩
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
縁
を
頂
け
る
機
会
を
是
非
味
わ
っ

て
頂
き
た
い
。
私
も
還
暦
を
迎
え
、
残
り

の
人
生
を
ど
う
楽
し
む
か
考
え
る
年
代
と

な
り
ま
し
た
。
毎
日
が
新
鮮
な
一
日
で
あ

る
よ
う
、
一
期
一
会
の
人
生
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

泉慶の女将さんと

セブ島旅行

研修旅行（左から2人目が筆者）

演奏するMasumi Yamamotoさん＝新年会で
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一
般
社
団
法
人
に
む
の
森　

代
表
理
事　

横
山　

誠

　

私
は
１
９
７
１
年
に
神
奈
川
大
学
へ
入

学
し
ま
し
た
が
、
入
学
１
カ
月
後
に
ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
と
な
り
、
１
～
２
年
次
は
ア
ル

バ
イ
ト
漬
け
の
日
々
で
し
た
。
３
年
進
級

時
の
取
得
単
位
は
約
40
単
位
。
機
械
工
学

科
の
卒
業
要
件
１
４
０
単
位
を
前
に
人
生

最
大
の
勉
強
を
重
ね
、
奇
跡
的
に
４
年
で

卒
業
で
き
ま
し
た
。

　

１
９
７
５
年
、
父
の
木
材
会
社
に
入
社

し
、
札
幌
本
社
で
の
営
業
、
大
雪
山
で

の
造
材
・
造
林
、
上
川
町
の
製
材
工
場

勤
務
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
９
５
４
年
の
洞
爺
丸
台
風
を
よ
う
や
く

生
き
延
び
た
原
生
林
の
木
を
容
赦
な
く
伐

る
こ
と
に
強
い
違
和
感
を
覚
え
、
木
材

輸
入
自
由
化
に
よ
る
将
来
不
安
も
あ
り
、

１
９
９
０
年
に
会
社
を
売
却
し
ま
し
た
。

　

木
材
業
時

代
の
業
務
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
を
き
っ

か
け
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
習
得
し
、

家
業
を
や
め

る
頃
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
販
売
と
ソ
フ
ト
開
発
業
を
起

業
。
札
幌
市
財
務
局
や
水
道
局
を
は
じ
め

多
く
の
企
業
の
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け
ま
し
た

が
、
急
激
な
業
界
変
化
を
受
け
、
２
０
１
０

年
に
円
満
に
事
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
、
札
幌
市
内
に
あ
る
一
家

所
有
の
森
に
初
め
て
入
り
、
精
霊
が
住
む

別
世
界
の
よ
う
な
自
然
林
に
深
く
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
一
家
の

森
、
上
川
町
の
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
は
暗
く

荒
れ
放
題
で
、
入
る
の
も
躊
躇
し
ま
し

た
。
放
置
林
で
も
、
自
然
林
と
人
工
林
で

は
こ
う
も
違
う
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
札
幌
の
森
は
手
入
れ

を
最
小
限
に
し
て
長
い
年
月
を
か
け
て
原

生
林
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
都
会
の
人
で
も
入
れ
る

よ
う
に
林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
し
、
森

一
周
道
と
ト
イ
レ
、
熊
除
け
電
気
柵
を
整

備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
森
へ
の
負
荷
が
最

も
少
な
い
休
憩
施
設
と
し
て
樹
上
建
築
に

着
目
し
、
２
０
０
９
年
に
小
林
崇
氏
の
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
ビ
ル
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
で
基
礎

を
学
び
、
翌
年
か
ら
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
作

り
を
開
始
。
現
役
棟
梁
の
協
力
も
得
て

２
０
１
２
年
に
完
成
し
ま
し
た
、こ
の
時
、

こ
の
森
を
「
に
む
の
森
」（
ア
イ
ヌ
語
で

木
に
登
る
）
と
名
付
け
ま
し
た
。
以
後
、

自
然
を
敬
う
ア
イ
ヌ
文
化
の
担
い
手
「
ひ

ろ
こ
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
連
携
し
て
、
ア
イ

ヌ
の
祈
り
や
祭
り
、
結
婚
式
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
う
「
に
む
祭
り
」
を
毎
年
開

催
。
そ
の
他
多
様
な
活
動
が
自
然
発
生
的

に
広
が
り
、
２
０
１
８
年
に
は
多
く
の
仲

間
の
助
け
で
、
２
棟
目
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

も
完
成
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
世
界
に

も
目
を
向
け
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
コ

ス
タ
リ
カ
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
行
脚
を
初

め
、
多
く
の
国
の
森
を
見
て
き
ま
し
た
。

森
の
生
き
方
を
感
じ
よ
う

よこやま・まこと
1975（昭和50）年工学部機械工学
科卒業、横山木材工業㈱入社。90
年株式会社近藤情報システム設
立、2012年２年かけてツリーハウス
一号棟完成。会員制「にむ倶楽部」を
立上げる。18 年３年かけてツリー
ハウス２号棟完成。23年「一般社団
法人にむの森」設立、理事長となる。

　

20
年
以
上
森
と
向
き
合
う
中
で
、
自
然

は
人
が
支
配
す
る
も
の
で
は
な
く
、
助
け

合
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

人
だ
け
が
自
然
か
ら
離
れ
、
争
い
に
明
け

暮
れ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
神
奈

川
大
学
の
学
生
や
先
生
、
宮
陵
会
の
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
「
に
む
の
森
」
に
来
て
、
自
然

の
中
で
癒
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
生
き
方
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

にむの森にリーナアンナーブル ヨルダン大使
（女性）が来る、右端筆者

オレゴン州でツリーハウスボルトの考案者ガルニエに会う、左筆者

完成したツリーハウス一号棟前
で、右から２人目筆者

完成したツリーハウス
二号棟全容、左端筆者
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こ
の
言
葉
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
、
私

が
ま
だ
高
校
生
の
頃
だ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
当
時
は
随
分
難
し
い
言
葉
だ
な
と
い

う
印
象
で
、
何
か
特
別
な
感
情
を
抱
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
歳
月

を
経
て
54
歳
と
な
っ
た
今
、
気
が
つ
け
ば

こ
の
言
葉
が
私
の
座
右
の
銘
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

で
は
そ
の
間
、
何
が
あ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
実
は
36
歳
の
と
き
に
脊

髄
動
静
脈
奇
形
と
い
う
先
天
性
の
病
気
が

発
症
し
、
そ
の
後
手
術
な
ど
や
れ
る
こ
と

を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
完
全

に
歩
け
な
い
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
今
で
も

胸
が
つ
ま
る
よ
う
な
感
覚
が
蘇
っ
て
き
ま

す
。
さ
ら
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
大
学
卒
業
後
14

年
間
ず
っ
と
勤
め
て

い
た
会
社
も
辞
め
ざ

る
を
得
な
い
話
と
な

り
、
非
常
に
辛
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
下
半
身
麻
痺

に
よ
る
二
次
障
害
と

し
て
お
尻
の
褥
じ
ょ
く

瘡そ
う

が
悪
化
し
、
手
術
と
入

退
院
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幾
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
経
験
を
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
今
こ
う

し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
大
き
な
心
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
つ
ま
り
家
族
、
今
の
会
社
、
そ

し
て
大
学
時
代
の
恩
師
の
存
在
で
す
。

　

現
在
私
が
勤
め
て
い
る
株
式
会
社
白
石

設
計
＆
サ
ス
ケ
グ
ル
ー
プ
は
、
地
元
の
愛

媛
県
新
居
浜
市
に
本
社
が
あ
り
、
13
年

に
わ
た
っ
て
中
四
国
に
て
障
害
者
の
就
労

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
は
私
も

２
０
１
３
年
か
ら
利
用
者
と
し
て
８
年
半

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
度
重

な
る
褥
瘡
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
会
社

の
支
援
に
よ
っ
て
何
と
か
体
調
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
は
利
用
者
か
ら
社
員
に

転
身
し
、
今
で
は
在
宅
勤
務
の
ま
ま
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
い
う
要
職
に
も
就
か
せ
て
い
た

だ
き
、
会
社
や
社
長
へ
恩
返
し
を
す
る
つ

も
り
で
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
く
の
に
は
本
当
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
小
中
学

校
で
の
講
演
な
ど
で
自
分
が
経
験
し
た
こ

と
を
人
へ
伝
え
る
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
会
社
Ｈ
Ｐ
の
コ
ラ
ム
欄
に

も
、
世
の
中
の
障
害
で
困
っ
て
い
る
人
の

希
望
や
勇
気
に
繋
げ
る
た
め
に
、
障
害
に

な
っ
て
か
ら
の
半
生
を
連
載
形
式
で
綴
っ

て
い
ま
す
。（
昨
年
12
月
に
最
終
回
）

　

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
方
か
ら
「
励
み

に
な
っ
た
」「
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
と
の
お

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
実
は
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
て
い
る
の
は
私
な

の
だ
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　

む
し
ろ
障
害
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、
今
が
あ
る
の
だ

と
い
う
実
感
が
冒
頭
で
述
べ
た
座
右
の
銘

の
話
に
至
っ
た
理
由
で
す
。

株
式
会
社
白
石
設
計
＆
サ
ス
ケ
グ
ル
ー
プ
業
務
推
進
事
業
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

三
浦　

秀
章

「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」

みうら・ひであき
1994（平成６）年神奈川大学経営
学部卒業後、日本食研株式会社
に入 社。36 歳 の 時に脊 髄 の 病
気を発症し車椅子生活となり退
職。41 歳の時、障害者の就労支
援事業所サスケ工房の利用者とし
て約8年間従事。50歳で株式会社
白石設計＆サスケグループ社員
となる。 現職は業務推進事業部
マネジャー。

孫（現在1歳、当時3カ月）と。

「車いす社員みうらさん」ブログ＝勤務する株式会社白石設計＆サスケグループで。
HP連載コラムに筆者のブログを掲載。タイトル画像とQRコード。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
人
へ
伝
え
る
こ
と
」

の
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
の

が
、
大
学
時
代
（
経
営
学
部
国
際
経
営
学

科
松
岡
ゼ
ミ
２
期
生
）
の
恩
師
、
松
岡
紀

雄
先
生
な
の
で
す
。
も
し
よ
け
れ
ば
連
載

第
９
回
「
障
が
い
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味
」

の
回
を
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
こ
こ
で

の
松
岡
先
生

と
の
再
会
が

今
の
私
の
原

点
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

障害当事者として、昨年から小中学校で講演＝
新居浜西中学校で

松岡ゼミOB・OG会の１スナップ。松岡先生と奥さん、1、2期
生とその家族が中心＝２２．９．１７東京商工会議所

松岡ゼミOB・OG会の１スナップ。松岡先生と奥さん、松岡ゼミOB・OGとその家族
２２．９．１７東京商工会議所
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活躍する卒業生

　

広
島
県
に
は
神
奈
川
大
学
卒
業
生
が
多

く
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
広
島
県
宮
陵
会
の

総
会
や
懇
親
会
で
先
輩
方
と
交
流
で
き
る

こ
と
は
、
卒
業
し
て
四
半
世
紀
が
経
っ
た

今
も
、
母
校
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
大
切

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
経
営
学

部
国
際
経
済
学
科
に
在
籍
し
、
友
人
に
恵

ま
れ
た
学
生
生
活
は
本
当
に
充
実
し
た
も

の
で
し
た
。
２
年
生
の
春
休
み
に
は
大
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

メ
ル
ボ
ル
ン
に
１
か
月
以
上
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
学
科
の
仲
間
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
過
ご
し
た
時
間
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
貴
重
な
経
験
で
す
。

　

一
方
で
、
就
職
活
動
は
氷
河
期
の
真
っ

た
だ
中
で
、
特
に
強
み
の
な
か
っ
た
私
に
は

厳
し
い
も
の
で
し
た
。
書
類
選
考
す
ら
通

ら
な
い
状
況
が
続
き
、
卒
業
後
は
地
元
広

島
で
契
約
職
員
と
し
て
事
務
職
に
就
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、「
自
分
に
自
信
を
持
て
る

資
格
を
取
り
、
専
門
職
と
し
て
働
き
た
い
」

と
強
く
思
い
、

空
を
見
る
こ

と
が
好
き
だ
っ

た
私
は
気
象
予

報
士
を
目
指
し
ま
し
た
。
天
気
で
体
調
を

崩
し
や
す
か
っ
た
こ
と
も
勉
強
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
が
、
合
格
ま
で
の
道
の
り
は

長
く
、
何
度
も
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
４
年
か
け
て
資
格
を
取
得

し
、
気
象
会
社
で
気
象
原
稿
の
作
成
や
予

報
業
務
、
中
国
地
方
で
の
ラ
ジ
オ
解
説
な

ど
、
念
願
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

結
婚
・
出
産
を
機
に
現
場
を
離
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
自
治
体
主
催
の
防
災
士

養
成
講
座
の
講
師
や
防
災
講
演
会
に
呼
ん

で
い
た
だ
き
、
気
象
予
報
士
と
し
て
活
動

の
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
支
え
で
し

た
。
地
元
ラ
ジ
オ
局
で
は
「
天
気
と
防
災

の
コ
ー
ナ
ー
」
を
10
年
以
上

担
当
し
、
現
在
も
発
信
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
小
学
校
に
上
が

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
気
象
現
場

に
復
帰
し
、
現
在
は
気
象
会

社
に
所
属
し
な
が
ら
広
島
市

の
江
波
山
気
象
館
で
予
報
業

務
と
気
象
相
談
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
独
自
予
報
を
行
い
、

毎
日
12
時
と
17
時
に
天
気

気
象
予
報
士
、
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
熱
中
症
予
防
指
導
員　

吉
田　

英
美

「
氷
河
期
の
就
活
か
ら
気
象
予
報
士
へ

～
逆
境
を
力
に
変
え
た
、私
の
歩
み
～
」

よしだ・えみ
広 島 市 出 身。1999（平 成11）年に
経営学部国際経営学科卒業後、
気象予報士に。現在は予報業務や
地元ラジオで気象・防災を伝え、
防災講座の講師や熱中症予防指導
員インストラクターとして活動中。

広島市の空と雲ラジオで話しているところ

概
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
資
料
を
分
析
し
な
が
ら
天
気

や
気
温
を
慎
重
に
予
想
す
る
日
々
は
、
好

き
な
気
象
に
触
れ
続
け
ら
れ
る
幸
せ
な
時

間
で
す
。

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
気
象
や
防
災
に
関

わ
る
仕
事
が
で
き
て
い
る
の
は
、
あ
の
氷

河
期
の
逆
境
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
大
学
で
過
ご
し
た

時
間
を
誇
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健
闘
を
心

よ
り
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

職場で使う気象観測データ

広島市江波山気象館外観

大学時代のオーストラリア短期留学時



地域組織一覧

旭川

北海道ブロック

甲信越ブロック

北陸ブロック

近畿ブロック

中国ブロック

東北ブロック

東京ブロック

神奈川県ブロック
東海ブロック

九州・沖縄ブロック

関東ブロック

北見 釧路

帯広札幌

室蘭

青森県

秋田県 岩手県

山形県 宮城県

福島県新潟県

栃木県

千葉県東京都

神奈川県
横浜市

静岡県

山梨

信州

富山県

石川県

福井県

岐阜県

愛知
みやも会

京滋

奈良県

三重県
和歌山県

大阪府

兵庫県鳥取県島根県

岡山県広島県
山口県

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県長崎県

熊本県

鹿児島県

沖縄県
愛媛県 香川県

高知県 徳島県

埼玉県 茨城県

群馬県

苫小牧函館

・福岡
・北九州

・伯耆
・因幡

・長崎
・佐世保

・群馬
・群馬東毛

・磯子・金沢区
・神奈川・鶴見区
・横浜西・中
・南区
・保土ケ谷・旭区
・戸塚・栄区
・横浜北（都筑・緑・青葉・港北区）
・瀬谷・泉区
・港南区

・町田
・八王子
・西多摩

・藤沢
・相模原
・秦野市
・箱根町
・平塚市
・南足柄
・三浦半島
・津久井
・茅ヶ崎・寒川
・川崎市

・静岡中部
・静岡東部
・静岡西部

四国ブロック

・大阪奈良

職　域 同期・同好
神 奈 川 県 庁
大 田 区 役 所
山 武
三 井 物 産 ㈱
協 同 電 気
村 上 開 明 堂
J F E
日立オートモティブ厚木
神奈川大学学内
川 本 工 業
横 浜 銀 行

横 浜 信 用 金 庫
髙 島 屋
東 京 都 庁 会
クリエートメディック
大 和 製 罐
会 計 人
社 労 士
三 進
観 光
法 曹
行 政 書 士

珊 瑚 の 会
海 神 の 会
原 陵 会
森 睦 会
陵 法 会
小 池 ゼ ミ 六 池 会
衣笠・アサモアゼミナール神湘会
化学生命学部同窓会
ボクシング部OB会
陸 上 競 技 部 O B 会
バスケットボール部OB会
空 手 部 O B 会

柔道部O B・ O G会
弓道部O B・ O G会
アメリカンフットボール部OB会
ハンググライダー部OB会
レスリング部OB・OG会
ラ グ ビ ー 部 O B 会
卓 球 部 O B 会
ヨ ッ ト 部 O B 会
濱 菊 会
学 士 山 岳 会
硬 式 野 球 部 O B 会
写 真 研 究 部 O B 会

吹 奏 楽 部 O B 会
自動車工学研究部OB会
男子ラクロス部OB会
マンドリンアンサンブルOB会
フロイデコール・レジェンド
スケート部アイスホッケー部門OB・OG会
スケート部スピード部門OB・OG会
模型研究会OB・OG会
シェイクスピア英語劇研究会OB会
管 弦 楽 団 A l u m n i
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北
九
州
宮
陵
会
会
長
兼
事
務
局
長　

松
坂　

宏
昭

１
９
８
４(

昭
和
59)

年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

「
今
ま
で
に
と
ら
わ
れ
ず
何
で
も
や
れ
る
こ
と
は
や
ろ
う
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
昨
年
4
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
総
会
は
参
加
者
が
少
な
く
、
会
の
運
営
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
と
考
え
、
模
索
し
な
が
ら
宮
陵
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

北
九
州
宮
陵
会
の
様
子
を
、
松
坂
宏
昭
同
宮
陵
会
会
長
兼
事
務
局
長
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
編
集
部
）

　

北
九
州
宮
陵
会
総
会
は
毎
年
11
月
、
最

後
の
土
曜
日
午
後
４
時
30
分
か
ら
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
地
域
組

織
と
し
て
の
北
九
州
宮
陵
会
も
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
モ
ロ
に
受
け
、
開
催
を
自
粛
し
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
３
年
前
の
総
会
は

参
加
者
が
９
人
。
か
つ
て
総
会
参
加
者

は
40
人
前
後
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
の
に

「
ど
う
し
て
？
」
と
思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

本
当
に
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。
今
後

こ
の
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は

言
っ
て
も
、
何
も
し
な
い
と
も
っ
と
じ
り

貧
に
な
る
。
な

ら
ば
少
し
で
も

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
や
ろ
う
と

考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
九
州
・
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
の
各
地
域
組
織
の
宮
陵
会
に
で
き

る
だ
け
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
依

頼
。
他
地
域
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
勉
強

を
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
各
地
域
の
会
長
や

事
務
局
長
に
お
願
い
し
、
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
ど
こ
も
同
じ
悩
み
を

抱
え
、
今
後
の
運
営
を
不
安
視
す
る
こ

と
ば
か
り
。
し
か
も
地
方
か
ら
神
大
に

進
学
す
る
学
生
は
大
幅
減
。
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
希
望
者
は
さ
ら
に
少
な
い
。
こ
れ

ま
で
は
元
気
で
、
し
か
も
楽
し

み
に
参
加
さ
れ
た
方
も
高
齢

化
、
体
調
に
も
問
題
を
抱
え

る
人
が
増
え
、
参
加
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

残
念
な
情
報
が
多
く
入
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
驚
か
さ
れ
た
の
は

「
毎
年
同
じ
場
所
で
、
た
だ
集

ま
り
、
飲
ん
で
食
べ
る
だ
け
だ

か
ら
、
も
う
参
加
し
な
く
て
も

い
い
か
な
」「
マ
ン
ネ
リ
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
参
加
し
な
く
て

も
い
い
で
し
ょ
」
と
い
う
意
見

も
あ
る
よ
う
で
し
た
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、

落
ち
込
む
情
報
ば
か
り
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
情
報
に
接
し
「
参
加

者
を
も
っ
と
増
や
す
に
は
」「
地
域
組
織

を
盛
り
上
げ
る
に
は
」
と
、
こ
の
二
つ
だ

け
を
真
剣
に
考
え
、
開
き
直
り
、
今
ま
で

の
ル
ー
ル
や
縛
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
何
で

も
や
れ
る
こ
と
は
や
ろ
う
と
、
覚
悟
が
で

き
た
の
も
事
実
で
し
た
。

　

前
年
度
か
ら
は
、北
九
州
宮
陵
会
総
会・

懇
親
会
を
『
ち
ょ
っ
と
早
い
忘
年
会
（
し

か
も
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
パ
ー
テ
ィ
も
兼
ね
て
）』

と
銘
打
ち
、
懇
親
会
か
ら
は
ご
家
族
も
一

緒
に
参
加
し
て
下
さ
い
と
呼
掛
け
、
北
部

九
州
を
中
心
に
活
動
さ
れ
世
界
大
会
に
も

参
加
す
る
フ
ル
ー
ト
奏
者
を
お
呼
び
し
、

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
イ
メ
ー
ジ
の
演
奏
を
し
て
も
ら

い
、
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た

企
画
に
加
え
、

神
大
や
横
浜

と
い
う
街
に

興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た

い
、総
会
・
懇

懇親会で現役学生に横浜市風景・神大キャンパス
（横浜・みなとみらい）の施設や講義室のプレゼ
ンを行ってもらう。中学・高校に通う学生やその
保護者に神奈川大学をアピール（懇親会でイベン
ト演奏頂いた北九州市の高校生が大いに興味を示
してくれることにも）

戸畑祇園大山笠西流れの演奏（ユネスコ無形文化遺産）・・・昼の部を
演奏する中学生にも参加頂き、会場で生演奏（さらに祭りの様子を会場
内で放映）

親
会
に
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る

と
、
地
元
北
九
州
の
良
さ
も
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
と
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
楽
し
く

な
り
、
想
像
が
膨
ら
み
、
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
や
っ
て
し
ま
い
た
い
と
、
今
年
度

の
懇
親
会
は
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ

て
も
ら
っ
た
次
第
で
す
。

　

来
年
の
北
九
州
宮
陵
会
総
会
や
懇
親
会

も
既
に
い
ろ
い
ろ
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
企

画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
毎
年
11
月
最
後

の
土
曜
日
開
催
は
決
定
し
て
い
ま
す
。
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
神
大
に
関
わ
る
方
な
ら

参
加
で
き
ま
す
。
一
度
遊
び
に
来
る
感
覚

で
来
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
北
九
州
宮
陵
会
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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佐
賀
市
久
保
田
町
「
久
保
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」　

会
長　

夏
秋　

博
隆

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

外
出
支
援
車
を
運
行
し
て
８
年

佐
賀
県
宮
陵
会
の
前
会
長
・
夏
秋
博
隆
さ
ん
が
設
立
か
ら
現
在
の
運
営
ま
で
携
わ
る「
外
出
支
援
車
」は
全
国
的
に
も
た
い
へ
ん
珍
し
く
、関
心
を
寄
せ
る
自
治
体
な
ど
か
ら
見
学
者
が

ひ
っ
き
り
な
し
だ
そ
う
で
す
。そ
の
取
り
組
み
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

　
卒
業
時
か
ら
佐
賀
県
宮
陵
会
会
員
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
「
久
保
田
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
で
は
、
外
出
弱
者
を
支
援
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ　
取
り
組
み
の
概
要

　

外
出
弱
者
を
対
象
に
、
町
内
一
円
（
佐

賀
市
久
保
田
校
区
）を
一
回
一
律
50
円（
燃

料
代
と
し
て
）
で
、
希
望
場
所
か
ら
希
望

場
所
ま
で
（
ド
ア
ｔ
ｏ
ド
ア
）
軽
自
動
車

で
送
り
迎
え
を
し
、
支
援
す
る
も
の
で
す
。

１
．
実
施
者
　
久
保
田
ま
ち
づ
く
り
協
議

会

２
．
支
援
対
象
者　

久
保
田
町
民
で
高
齢

者
、
運
転
免
許
証
返
納
者
、
子
育
て

中
の
人
な
ど
、
外
出
が
困
難
又
は
支

障
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
可
。

（
要
、
事
前
登
録
）

３
．
運
行
形
態　

町
民
の
善
意
と
相
互
扶

助
の
精
神
で
、
運
行
の
全
て
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
実
施

４
．
運
行
範
囲　

町
内
一
円
で
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
可

５
．
運
行
日
及
び
運
行
時
間　

土
・
日
・

祝
日
、
お
盆
期
間
及
び
年
末
年
始
を

除
く
毎
日
、
９
時
～
12
時
、
13
時
～

16
時
に
運
行

６
．
外
出
目
的　

何
の
目
的
で
も
可

７
．
運
行
に
関
わ
る
経
費　

軽
自
動
車
１

台
の
リ
ー
ス
料
、
運
転
手
（
４
人
）

に
対
す
る
若
干
の
費
用
弁
償
、
実
績

報
告
書
（
町
内
全
戸
配
布
）、
通
信

費
な
ど
に
年
間
約
１
８
０
万
円
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は

（
１
）
町
内
全
世
帯
一
律
５
０
０
円
の

町
づ
く
り
協
議
会
へ
の
会
費

（
２
）
町
内
各
種
団
体
、企
業
、
事
業

所
及
び
篤
志
者
か
ら
の
各
種

寄
付
金

（
３
）
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
の
支

援
金
な
ど
に
よ
り
調
達
し
て

い
ま
す

８
．利
用
者　

71
人（
令
和
７
年
10
月
末
日
現
在
）

Ⅱ　

法
令
の
遵
守

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
佐
賀
陸
運
支
局

と
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
法
令
に

抵
触
し
な
い
範
囲
（
い
わ
ゆ
る
白
タ
ク
行

為
に
な
ら
な
い
範
囲
）
で
実
施
。
陸
運
支

局
と
の
協
議
は
、
約
１
年
半
を
要
し
ま
し

た
。
最
大
の
難
関
で
し
た
。

Ⅲ　

現
在
の
状
況

　

佐
賀
市
久
保
田
町
（
久
保
田
校
区
）
は
、

人
口
約
７
、２
０
０
人
で
東
西
約
３
㌔
、
南

北
約
７
㌔
で
す
。
町
内
に
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
医
院
、
歯
科
、
ス
ー
パ
ー
、
金

融
機
関
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町

内
の
運
行
で
十
分
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
平
成
30
年
２
月
～
３
月

の
試
行
期
間
を
経
て
、
同
年
４
月
か
ら
本

格
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
実
施
し
て
か
ら

８
年
が
経
過
し
安
定
運
営
で
す
の
で
、
利

用
者
と
そ
の
ご
家
族
は
も
と
よ
り
、
町
民

か
ら
も
安
心
感
が
あ
る
こ
と
で
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
か
ら
も
大
き

な
反
響
が
あ
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

多
く
の
視
察
が
あ
り
ま
す
。

　

各
方
面
か
ら
の
視
察
は
、
当
方
の
都
合

が
つ
く
限
り
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
当
協

議
会
は
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
佐

賀
の
観
光
を
兼
ね
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先電

話
０
９
５
２
（
６
８
）
３
１
３
０

久
保
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

夫婦でクリニックまで利用

趣味のサークル参加に利用

スーパーへ買い物に利用

宮陵会から功労賞を贈られた筆者（左）
＝25.9.6佐賀県宮陵会総会

topicstopics



『地域組織だより』
2025年度に開催された

各地域組織の総会について
報告いたします。

札 幌 宮 陵 会
ホテルノースシティ

2025

５/２4（土）

ラグビー部O B会
神奈川大学附属中山中高キャンパス

2025
4/27（日）

秦 野 市 宮 陵 会
グランドホテル神奈中秦野

2025

５/18（日）

宮陵会小池ゼミ六池会
かながわ労働プラザ　

2025

5/18（日）

京 滋 宮 陵 会
京都新阪急ホテル

2025

６/7（土）

川 崎 市 宮 陵 会
川崎市総合自治会館

2025

５/２4（土）

瀬谷・泉区宮陵会
ゆめおおおかオフィスタワー

2025

4/12（土）

港 南 区 宮 陵 会
ゆめおおおかオフィスタワー

2025

4/12（土）
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茅ヶ崎・寒川宮陵会
ラスカ茅ヶ崎　ラスカサロン

2025

６/15（日）

アメリカンフットボール部OB会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

６/14（土）

藤 沢 宮 陵 会
藤沢商工会館

2025

６/7（土）

箱 根 町 宮 陵 会
ホテル　おかだ

2024

６/18（水）

横 浜 北 宮 陵 会
横浜市開港記念会館

2025

６/7（土）

空 手 部 O B 会
神奈川大学　みなとみらいキャンパス

2025

６/14（土）

近畿ブロック会in和歌山県
ホテルグランヴィア和歌山

2025

６/２1（土）

学 士 山 岳 会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

６/14（土）
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フロイデコール・レジェンド宮陵会
トラットリアバジル桜木町

2025

６/２9（日）

大 阪 奈 良 宮 陵 会
大阪ガーデンパレス

2025

7/5（土）

熊 本 県 宮 陵 会
鶴屋百貨店

2025

６/２8（土）

北 見 宮 陵 会
ホテル黒部 

2025

６/２8（土）

陸上競技部O B会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

６/２8（土）
苫 小 牧 宮 陵 会
なか善

2025

６/21（土）

町 田 宮 陵 会
ぽっぽ町田

2025

６/28（土）

群 馬 宮 陵 会
エテルナ高崎

2025

７/5（土）
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鳥 取 伯 耆 宮 陵 会
米子ニューアーバンホテル

2025

７/5（土）
三 浦 半 島 宮 陵 会
横須賀市立勤労福祉会館

2025

７/6（日）

保土ヶ谷・旭区宮陵会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

７/5（土）

南 足 柄 宮 陵 会
南足柄市女性センター

2025

７/5（土）

栃 木 県 宮 陵 会
ホテルマイステイズ宇都宮

2025

７/12（土）

弓道部OB・OG会宮陵会
グレースバリ横浜関内店

2025

７/5（土）

群 馬 東 毛 宮 陵 会
ホテルモンテローザ太田

2025

７/12（土）

バスケットボール部OB会
神奈川大学　みなとみらいキャンパス

2025

７/12（土）
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旭 川 宮 陵 会
トーヨーホテル

2025

７/２6（土）
男子ラクロス部OB宮陵会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

７/２7（日）

神奈川大学学内宮陵会
神奈川大学　みなとみらいキャンパス

2025

７/18（金）

三 重 県 宮 陵 会
ホテルグリーンパーク津

2025

７/19（土）

◀ つづきは39 ページから

神奈川・鶴見区宮陵会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

７/２6（土）

神奈川・鶴見区宮陵会

福 岡 宮 陵 会
福新樓

2025

７/19（土）

兵 庫 県 宮 陵 会
湊川神社内 楠公会館

2025

７/２6（土）
KOBE

山 形 県 宮 陵 会
山形国際ホテル

2025

７/２6（土）
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大
学
3
年
生
の
と
き
、
私
は

南
米
を
放
浪
し
て
い
ま
し
た
。

旅
の
途
中
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高

原
で
初
め
て
ア
ル
パ
カ
と
出
会
い

ま
し
た
。
冷
た
い
風
の
中
、
長

い
首
を
伸
ば
し
遠
く
を
見
つ
め
る

姿
に
、
愛
ら
し
さ
と
は
裏
腹
の
、

過
酷
な
自
然
を
生
き
抜
く
気
高

さ
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

　
ア
ル
パ
カ
は
人
と
共
に
生
き
て

約
6
0
0
0
年
。
山
岳
民
族
と

暮
ら
す
そ
の
姿
は
、
家
畜
と
い

う
よ
り
家
族
の
よ
う
な
関
係
性

を
思
わ
せ
ま
す
。
そ
れ
は
人
が

か
つ
て
自
然
と
の
共
生
の
術
を
見

出
し
て
い
た
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
風
景
で
し
た
。

　
南
米
へ
の
旅
を
思
い
返
す
た

び
、
あ
の
ア
ン
デ
ス
の
光
景
が
心

に
浮
か
び
ま
す
。
大
学
で
学
ん

だ
ス
ペ
イ
ン
語
は
、
私
に
南
米
か

ら
世
界
を
眺
め
る
視
点
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

風
景
写
真
家　

松
井　

章 

（
49
歳
）

まつい・あきら
1977（昭和52）年東京生まれ。
2000 年外国学部スペイン
語学科卒業。学生時代から
南米専門の山岳旅行会社を
運営する傍ら、「南米大陸の
幻想風景」をテーマに風景
写真家として活動を続ける。
日本写真家協会会員。

Kyu-Ryo photo gallery

◀
標
高
４
３
０
０
㍍
の
ア
ン
デ
ス
高
原
で
出
会
っ
た
ア
ル
パ
カ

ア
ル
パ
カ
と
の
邂か

い

逅こ
う
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い
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、

何
で
も
で
き
る
！
」、
と
自
分
を
鼓
舞
し
、

再
び
信
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
２
４
年
は
神
大
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
昨
年
は
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
で
、

両
公
演
を
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
か
ら
主
催

い
た
だ
き
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
グ
ル
ー
プ

を
呼
び
、
皆
さ
ま
に
演
奏
を
お
聴
き
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
の
横
浜
公
演
を

含
む
全
国
７
都
市
ツ
ア
ー
で
は
、
各
地
で

神
奈
川
大
学
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
応
援
に

が
積
み
重
な
っ
て
今
日
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
「
自
分
を
諦
め
ず
に
信
じ
続
け
る
こ

と
」
で
周
り
の
人
の
気
持
ち
を
動
か
し
、

一
緒
に
夢
を
叶
え
、
そ
の
結
果
「
私
は
人

に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
感
じ
、
そ
の
感
謝

の
気
持
ち
に
恩
返
し
し
た
い
と
思
い
な
が

ら
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
の
「
私
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
」

は
、
私
に
と
っ
て
今
日
も
悔
い
な
く
精
一

杯
頑
張
っ
た
自
分
へ
の
賛
辞
の
言
葉
。
そ
し

て
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
愛
す
る
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
（
撮
影
：
市
川 

亮
）

　「
私
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
ア
メ
リ
カ
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る
こ

と
を
夢
見
て
神
奈
川
大
学
卒
業
後
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
へ
渡
り
、
夢
が
叶
い
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
２
０
２
０
年
に

帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
後
ろ
髪
を
引
か

れ
る
思
い
で
帰
国
し
ま
し
た
。

　
帰
国
直
後
は
私
だ
け
で
は
な
く
世
界
中

が
混
乱
し
て
い
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
「
静

か
に
息
を
す
る
こ
と
」
で
精
一
杯
の
よ
う

な
日
々
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
状
況
で
も
十
数
年
ぶ
り
に
家
族
と
一
緒

に
過
ご
せ
る
毎
日
は
、
と
て
も
幸
せ
で
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
離
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
一
人
に
な
り
、
日
本

で
音
楽
を
続
け
ら
れ
る
の
か
不
安
で
、
突

然
夜
中
に
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
る
時
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し「
前
進
あ
る
の
み
！
」

と
母
が
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

迷
っ
て
い
た
心
が
一
気
に
晴
れ
、
再
び
走

り
出
し
ま
し
た
。

　「
ア
メ
リ
カ
で
制
作
し
た
楽
曲
を
皆
さ

ん
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
！
そ
の
た
め
に

は
私
が
止
ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
初
め
て
お
会
い

す
る
の
に
「
家
族
と
再
会
」
の
よ
う
な
一

体
感
で
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。

　
大
学
を
卒
業
す
る
時
に
一
人
で
描
い
た

「
ア
メ
リ
カ
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
っ
て

音
楽
を
し
た
い
」
と
い
う
小
さ
な
夢
が
こ

ん
な
に
も
大
き
く
な
り
、
た
く
さ
ん
の
方

が
応
援
く
だ
さ
り
「
私
は
幸
せ
だ
な
ぁ
」

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　「
マ
ス
ミ
さ
ん
は
自
分
が
ラ
ッ
キ
ー
だ

な
ぁ
と
思
っ
て
生
き
て
い
る
で
し
ょ
う
？
」

と
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で

す
、
確
か
に
そ
う
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時

も
「
自
分
は
人
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
て
幸
せ
」
と
。

夢
は
１
人
で
は
叶
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
、

夢
や
目
標
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
実
感
し
ま

す
。
自
分
の
望
む
タ
イ
ミ
ン
グ
や
形
で
実

現
し
な
か
っ
た
り
す
る
と
「
失
敗
し
た
」

と
思
う
の
で
す
。
そ
ん
な
思
い
を
何
度
も

し
て
、
「
こ
こ
で
諦
め
よ
う
か
な
？
」
と

思
う
の
で
す
が
、
諦
め
る
こ
と
は
そ
こ
ま

で
頑
張
っ
て
き
た
自
分
を
否
定
し
て
い
る

気
が
し
て
、
「
も
う
１
日
だ
け
頑
張
っ
て

み
よ
う
」
と
思
い
、
そ
の
「
も
う
１
日
」

「
も
う

「
も
う
11
日
だ
け
頑
張
っ
て
み
よ
う
」

日
だ
け
頑
張
っ
て
み
よ
う
」

M
asum

i Yam
am

oto

　
（
山
本　

真
純
）

や
ま
も
と
・
ま
す
み

神
奈
川
大
学
外
国
学
部
英
語
英
文
学
科
卒
業
。
新
潟
県
長
岡

市
出
身
。M

asum
i Y

am
am

oto

名
義
で
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト・

作
曲
家
と
し
て
活
動
中
。
大
学
卒
業
後
渡
米
し
、
楽
曲
が

全
米
ビ
ル
ボ
ー
ド
チ
ャ
ー
ト
で
最
高
位
４
位
に
チ
ャ
ー
ト
イ
ン
。

２
０
２
０
年
の
帰
国
以
来
、
日
本
全
国
へ
活
動
の
幅
を
広
げ
る
。

vol.7

宮陵会主催のコンサート終了後、聴衆の大歓声を浴びて感無量の筆者
（＝2025年10月、横浜市開港記念会館）

舞台でサクソフォーンやベース、ドラム奏者と共演する筆者（同）
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２
０
２
５
年
11
月
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
学

生
食
堂
に
て
、
戸
田
龍
介
学
長
、
佐
藤
武

宮
陵
会
事
務
長
の
祝
辞
の
も
と
、
神
奈
川

大
学
管
弦
楽
団
創
設
50
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
発
足
会
を
総
勢

１
７
０
名
以
上
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

私
は
宮
陵
会
報
「K

yu-Ryo

」
を
毎
号

楽
し
み
に
し
て
い
る
読
者
で
し
た
。
各
ク
ラ

ブ
、
サ
ー
ク
ル
の
Ｏ
Ｂ
会
が
活
発
に
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
目
に
し
、
い
つ
か
当
管
弦

楽
団
も
こ
の
仲
間
入
り
が
出
来
れ
ば
と
思

い
な
が
ら
、
十
数
年
以
上
の
長
い
年
月
が

経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
き
っ
か
け
と
な
っ

た
出
来
事
は
、
昨
年
が
当

管
弦
楽
団
に
と
っ
て
創
設

50
周
年
で
あ
っ
た
こ
と
、
更

に
、
久
し
ぶ
り
に
現
役
生

の
定
期
演
奏
会
を
聴
き
に

行
き
感
銘
を
受
け
た
こ
と

か
ら
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
活
動
が
大

幅
に
制
約
さ
れ
団
員
数
も

減
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
は
私
が
所
属
し

て
い
た
頃
よ
り
も
は
る
か
に

大
所
帯
（
約
90
名
）、
演
奏
レ
ベ
ル
も
大
変

に
向
上
し
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
演
奏
に
、
自
分
が
学
生
時
代
に
演
奏
し

て
い
た
当
時
の
気
持
ち
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

　

還
暦
を
翌
年
に
控
え
て
い
た
私
に
と
っ

て
、
昔
在
籍
し
て
い
た
こ
の
管
弦
楽
団
に

対
し
て
今
出
来
る
こ
と
は
無
い
か
と
思
っ

た
時
、
長
年
抱
い
て
い
た
、
こ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
音
楽
を
受
け
継
い
で
き
た
仲
間
の

輪
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
作
ろ
う
、
更
に
卒
業
後

も
演
奏
を
楽
し
め
る
受
け
皿
と
な
る
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
作
ろ
う
と
決
心
し

ま
し
た
。

　

昨
春
か
ら
人
集
め
の
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
卒
団
名
簿
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

意
外
と
卒
業
し
て
か
ら
の
縦
横
の
繋
が
り

が
少
な
い
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の

中
、
同
期
、
先
輩
後
輩
、
神
大
職
員
と
な
っ

た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
ら
が
協
力
し
て
、
総
勢
８
０
０

名
近
く
い
る
管
弦
楽
団
卒
業
生
の
約
四
分

の
一
の
方
々
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
今
回
、
宮
陵
会
同
好
組
織

と
し
て
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
発
足
し
「
管
弦
楽

団
Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
ｉ
」
と
い
う
名
称
で
登
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

50
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
演
奏
会
し

か
活
動
の
場
が
無
か
っ
た
私
達
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
幅
広
い
現
役
生
の
活
動
（
箱

根
駅
伝
応
援
、近
隣
学
校・施
設
の
演
奏
等
）

の
ビ
デ
オ
上
映
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル・

現
役
生
の
演
奏
、
指
導
者
の
方
々
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
し
て
歓
談
タ
イ
ム
を
通
し

て
現
役
生
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
交
流
が
図
れ
ま

し
た
。
最
後
に
現
役
生
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
と
の

合
同
合
奏
、
曲
目
は
当
団
で
の
演
奏
回
数

が
多
い
ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
第
一

番
。
演
奏
者
は
十
代
の
現
役
生
か

ら
七
十
歳
を
超
え
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
、
今
も
演
奏
を

続
け
て
い
る
人
や
卒
業
以
来
久
々

に
楽
器
を
手
に
し
た
人
な
ど
楽
器

経
験
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
一
発
勝
負
の
通
し
合
奏
。
現

役
生
の
指
揮
の
も
と
、
幅
広
い
世

代
の
演
奏
者
が
心
を
一
つ
に
音
楽

を
奏
で
た
時
間
で
し
た
。
演
奏
が

終
わ
っ
た
瞬
間
、
全
員
が
演
奏
の

疲
れ
の
中
に
や
り
遂
げ
た
表
情
と

心
が
一
つ
の
輪
に
な
れ
た
感
情
が

相
互
を
称
え
る
拍
手
と
な
っ
て
学

食
に
鳴
り
響
い
た
こ
と
が
今
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
を
き
っ
か
け
に
更
に
こ
の

管
弦
楽
団
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長　

曽
根
田　

清

世
代
を
超
え
た
音
楽
の
絆
と
襷

絆
が
広
が
り
、
箱
根
駅
伝
の
よ
う
に
、「
音

楽
」
と
い
う
襷
が
今
後
の
世
代
へ
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
連
絡
先
：

kuorch-alum
ni@
kanagaw

a-u.ac

そねだ・きよし
1966（昭和41）年神奈川県横浜市生まれ。
1990（平成 2）年工学部工業経営学科卒業。
同年日本アイ・ビー・エム（株）入社。2020
年 TD SYNNEX（株）入社。

合同演奏

集合写真

現役生演奏

学長挨拶 佐藤事務長挨拶
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活躍する卒業生

　

私
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
出
会
っ
た
の

は
、
大
学
２
年
生
の
頃
で
す
。
も
と
も
と
神

奈
川
大
学
が
駅
伝
の
名
門
で
あ
る
こ
と
に

影
響
を
受
け
、
入
学
後
は
陸
上
サ
ー
ク
ル

Ｒｕ
ｎ.

３
♪
で
長
距
離
走
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
専
攻

し
て
い
た
人
間
科
学
部
で
の
出
会
い
で

す
。
周
囲
に
は
す
で
に
競
技
で
実
績
を
持

つ
人
や
、
世
界
を
見
据
え
て
活
動
す
る
学

生
が
多
く
、
そ
の
高
い
志
に
強
い
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
自
分
も
初
心
者
か
ら
イ
ン
カ
レ
と
い

う
頂
点
を
目
指
し
た
い
」。
そ
の
一
心
で
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
へ
移
籍
。
４
年
次
に
は

目
標
だ
っ
た
日
本
学
生
選
手
権
（
イ
ン
カ

レ
）
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
競
技
を
通
じ
て
広
が
っ
た
人
と
の
つ

な
が
り
や
多
様
な
価
値
観
は
、
今
の
私
を

支
え
る
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
内
装
材
料
の
卸
売
を
担
う

株
式
会
社
シ
ノ
ダ
に
入
社
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
不
安
な
情
勢
下
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
配
属
先
の
店
舗
が

年
々
成
長
し
て

い
く
中
で
、
現

場
に
関
わ
る
実

践
的
な
経
験
を

積
ん
で
き
ま
し

た
。
主
に
お
客

さ
ま
か
ら
依
頼

を
受
け
た
内
装

材
料
に
つ
い
て
、

メ
ー
カ
ー
や
各

協
力
会
社
と
連

携
を
取
り
な
が

ら
手
配
を
行
い
、

確
実
に
納
期
を

守
っ
て
現
場
へ

納
品
す
る
業
務

を
担
当
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
関
係
者
と
調
整
を
重
ね
る

日
々
の
中
で
、
責
任
あ
る
役
割
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
す
る
上
で
常
に
意
識
し
て
い
る
の

は
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
「
小
さ
な
目
標
を

立
て
て
行
動
し
続
け
る
こ
と
」
と
「
良
好
な

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
」
で
す
。
一
見
当
た

り
前
の
こ
と
で

す
が
、
こ
う
し

た
姿
勢
が
日
々

の
業
務
や
周
囲

と
の
信
頼
関
係

の
土
台
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
は
社
会
人

と
な
っ
た
今
も

継
続
し
て
お

り
、
平
日
は
出

社
前
に
１
時

間
半
、
休
日
は

４
時
間
の
練
習

を
欠
か
し
て
い

ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
時
間
を
工
夫
し
て
使

う
こ
と
で
、
学
生
時
代
よ
り
も
競
技
力
は

向
上
し
、
伊
豆
大
島
や
新
島
の
大
会
で
の

総
合
優
勝
、
ア
マ
チ
ュ
ア
世
界
選
手
権
へ

の
出
場
な
ど
、
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

直
近
で
は
「
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
と
呼

株
式
会
社
シ
ノ
ダ　

柴
田　

大
輔

仕
事
、家
庭
、競
技
の「
三
刀
流
」で
挑
む

ア
マ
チ
ュ
ア
日
本
一
へ
の
挑
戦

ば
れ
る
長
距
離
種
目
を
主
戦
場
と
し
て
い

ま
す
が
、
競
技
人
生
の
目
標
は
エ
イ
ジ
グ

ル
ー
プ
日
本
選
手
権
で
の
総
合
優
勝
、
つ

ま
り
「
ア
マ
チ
ュ
ア
日
本
一
」
で
す
。
最

高
順
位
は
17
位
、
頂
点
ま
で
は
ま
だ
距
離

が
あ
り
ま
す
が
、
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
仕
事
、
家
庭
、
競
技

の
「
三
刀
流
」
を
貫
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
め
る
環

境
に
感
謝
し
つ
つ
、
自
分
自
身
が
思
い
描

く
「
満
足
の
い
く
人
生
」
を
歩
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
が
周
囲
の

人
に
も
良

い
影
響
と

な
れ
ば
嬉

し
く
思
い

ま
す
。

しばた・だいすけ
1997（平成 9）年生まれ。神奈川県大和市
出身。2020（令和 2）年人間科学部人間科
学科卒業。同年、株式会社シノダ入社、現
在に至る。

勤務先のシノダでアマチュア世界選手権出場で。右から2人目が筆者

4年次に悲願だった日本学生選手権に出場
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活躍する卒業生

学
生
生
活

　

神
奈
川
大
学
に
入
学
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
で
多
様
な
人
の
い
る
世
界
に
入
り
ワ
ク

ワ
ク
し
た
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
昨
年
創
設
50
周
年
を
迎
え
た
管
弦

楽
団
と
出
会
い
、
初
め
て
触
る
弦
楽
器
の

音
、
特
に
低
音
に
惹
か
れ
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
文

化
に
傾
倒
し
て
ゆ
き
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

　

そ
れ
な
り
に
色
々
あ
っ
た
学
生
生
活
で

し
た
が
、
卒
業
間
近
に
な
っ
た
こ
ろ
、
３

号
館
の
研
究
室
の
廊
下
か
ら
白
楽
の
町
の

夜
景
を
眺
め
、
こ

こ
で
長
い
時
間
を

過
ご
し
て
き
た
ん

だ
と
、
感
慨
に

耽
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
社

会
公
共
シ
ス
テ
ム

を
手
が
け
る
メ
ー

カ
ー
系
の
企
業
へ

就
職
。
社
会
を
動

か
す
大
き
な
仕
組

み
へ
の
関
わ
り
に

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
学
生

時
代
の
積
み
重
ね

で
楽
器
の
演
奏
も

趣
味
と
し
て
続
け
、
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
活
動
の
場
を
移
し
ま
す
。
仕
事
は
あ
っ

と
言
う
間
に
10
年
が
過
ぎ
、
一
度
の
転
職

を
経
て
荒
波
に
揉
ま
れ
て
い
た
こ
ろ
、
あ

る
通
信
制
の
大
学
で
音
楽
の
勉
強
が
で
き

る
こ
と
を
知
り
、
ふ
い
に
時
間
が
止
ま
っ

た
よ
う
な
感
覚
に
な
り
、
す
ぐ
に
勉
強

を
始
め
る
こ
と
に
。
そ
の
時
は
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
が
転
換
期
と
な

り
人
生
が
大
き
く
逆
回
転
し
て
ゆ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

音
楽
へ
の
想
い
、
学
び
な
お
し
、
大
阪
芸
大

　

大
阪
芸
術
大
学
通
信
教
育
部
音
楽
学

科
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
専
攻
（
作
曲
）
へ
40

代
で
入
学
。
あ
る
日
の
授
業
の
中
で
「
将

来
な
り
た
い
自
分
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
、

「
60
歳
ま
で
に
指
揮
者
に
な
り
た
い
」
と

答
え
た
と
こ
ろ
、
教
授
は
真
顔
で
「
そ
れ

は
可
能
で
す
」
と
仰
り
、
こ
の
言
葉
は
そ

の
後
の
自
分
に
と
っ
て
確
実
に
何
か
の
支

え
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
か
の
小
澤
征
爾
も
学
ん
だ
桐

朋
学
園
大
学
の
指
揮
コ
ー
ス
（
社
会
人
受

験
）
へ
進
み
、
こ
こ
で
３
年
を
修
了
、
そ

の
後
、
別
の
音
大
の
コ
ー
ス
で
も
４
年
間

学
び
ま
し
た
が
、
想
像
し
て
い
た
通
り
の

厳
し
い
世
界
で
、「
君
の
弱
点
は
、
音
大

で
揉
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。」
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味
を
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

機
会
を
頂
く（
神
大
時
代
の
ト
レ
ー
ナ
ー
）、

指
揮
活
動
の
始
ま
り

　

神
大
管
弦
楽
団
で
指
導
さ
れ
て
い
た
東

京
都
交
響
楽
団
（
当
時
）
の
山
元
富
雄
先

生
の
紹
介
で
小
さ
な
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
指
揮
者
に
就
任
。
経
験
も
無
く
勉
強
中

の
私
と
二
人
三
脚
で
演
奏
会
を
作
り
上
げ

て
ゆ
く
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
頂
け
た
こ

と
は
と
て
も
有
難
い
事
で
、
現
在
も
お
付

き
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、映
画『
オ

ケ
老
人
』
の
制
作
で
は
指
揮
指
導
な
ど
音

楽
面
で
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

欧
州
渡
航
、
父
と
の
別
れ

　

コ
ロ
ナ
の
流
行
も
ひ
と
段
落
し
た
こ
ろ

父
が
亡
く
な
り
、
父
が
残
し
て
く
れ
た
資

金
で
、
ひ
と
月
半
ほ
ど
欧
州
で
指
揮
の
マ

ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
世
界
中

か
ら
様
々
な
年
齢
層
の
方
が
集
ま
り
、
情

熱
を
も
っ
て
指
導
し
て
い
る
マ
エ
ス
ト
ロ
、

レ
ッ
ス
ン
に
協
力
す
る
プ
ロ
奏
者
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
と
、
指
揮
へ
の
反
応
の
熱
さ
を

実
感
で
き
た
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
亡
き
父
に
感
謝
。

再
び
神
大
へ

　

２
０
２
５
年
10
月
、
神
奈
川
大
の
管
弦

楽
団
Ｏ
Ｂ
と
教
職
員
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
カ
メ
ラ
ー
タ
神
大
が
学
園
祭
で
演
奏

を
す
る
際
、
指
揮
者
と
し
て
起
用
頂
け
た

こ
と
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
繋
が
り
と
仲
間
を
思
う
温
か

指
揮
者　

飯
塚　

正
己

神
大
卒
業
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
へ

いいづか・まさみ
1963（昭和38）年12月21日東京都品
川区生まれ。1988（昭和63）年工業経
営学科（小黒研）卒。同年住友電工
システムエンジニアリング（株）（現
住友電工システムソリューション

（株））入社、その後転職、起業。在
職中に大阪芸術大学通信教育部音楽
学科クラシック音楽専攻（作曲）に入
学したのち、16年間にわたり音楽の
専門教育を受け現在に至る。

アマチュアオーケストラにてヨハン・
シュトラウス二世のワルツ「美しく
青きドナウ」を指揮（2025年2月）

い
心
遣
い
に
感
謝
し
、
今
後
も
大
切
に
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
白
楽
駅
か
ら
神
大
へ
の
道

を
歩
い
て
、
懐
か
し
い
気
持
ち
と
、
そ
こ

に
通
う
若
き
学
生
た
ち
の
様
子
に
自
分
を

重
ね
、
そ
こ
か
ら
の
長
い
人
生
の
道
の
り

を
思
い
、
幸
せ
な
気
分
を
味
わ
え
ま
し
た
。

　

プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
で
き
な
い

指
揮
者
は
プ
ロ
と
は
言
え
な
い
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
な
か
で
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の

筋
道
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア

を
指
導
す
る
こ
と
も
、
立
派
な
仕
事
で
は

な
い
か
と
も
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
自
分
の

仕
事
に
誇
り
が
持
て
る
か
ど
う
か
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
…

　

少
な
い
な
が
ら
も
収
入
が
あ
り
、
家

族
を
大
切
に
人
生
を
歩
ん
で
行
け
る
な

ら
、
自
分
が
目
指
す
人
生
の
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い

る
と
、
自
信
を

持
っ
て
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。

　

人
生
の
目
標

と
は
、
よ
い
仕
事

を
し
て
、
自
分
と

家
族
と
周
囲
の

人
を
幸
せ
に
す

る
こ
と
。
そ
う

思
っ
て
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

アマチュアオーケストラにてチャイコフスキー悲愴交響曲を指揮（2025年4月）

ウィーンにおけるマスタークラスの成果発表コンサートのポスター。
プロのオーケストラでベートーヴェンの交響曲第7番を指揮した（2022年7月）
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私
は
宮
城
県
登
米
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
高
校
３
年
生
で
コ
ロ
ナ
禍
を
迎
え
、

情
熱
を
注
い
で
い
た
部
活
動
も
制
限
さ

れ
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
中
で
、

自
身
の
将
来
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
地
元

で
進
学
す
れ
ば
、
宮
城
県
か
ら
出
な
い

人
生
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」。
そ
う
感

じ
、
大
学
の
４
年
間
だ
け
で
も
首
都
圏
で

新
し
い
環
境
に
身
を
置
き
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
多
様
な
文
化
や
価
値
観
が
集
ま
る

横
浜
、
そ
し
て
み
な
と
み
ら
い
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
構
え
る
神
奈
川
大
学
に
魅
力
を
感

じ
、
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
余
談
で
は
あ

り
ま
す
が
、
父
親
が
若
い
頃
に
横
浜
で
働

い
て
い
た
こ
と
や
、
矢
沢
永
吉
の
成
り
あ

が
り
を
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、
横
浜
で
の
生

活
に
憧
れ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
に
入
学
し
た
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
大
学
生
活
は
リ
モ
ー
ト
講

義
が
中
心
で
、
思
い
描
い
て
い
た
学
生
生

活
と
は
異
な
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
「
何
か
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
何
も

始
ま
ら
な
い
」
と
感
じ
、
行
動
を
起
こ
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
は
す
で
に
自
学

部
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
リ

モ
ー
ト
講
義
を
通
じ
て
国
際
日
本
学
部
の

平
山
昇
先
生
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
講

義
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
自
ら
先
生
に
直

談
判
し
た
結
果
、
他
学
部
生
で
あ
り
な
が

ら
、
平
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
「
単
位
な
し
の

公
式
モ
グ
リ
」
と
し
て
在
籍
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
２
つ
の
ゼ
ミ
に
並
行
し
て
所

属
す
る
と
い
う
決
断
は
、
自
身
の
学
問
的

関
心
を
よ
り
深
く
追
究
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
下
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
経
験

は
私
の
大
学
生
活
に
お
け
る
大
き
な
転
機

と
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
ゼ
ミ
活
動
で

は
、
当
時
カ
ジ
ノ
法
案
を
巡
る
議
論
の

中
で
注
目
を
集
め
て
い
た
藤
木
幸
夫
さ

ん
の
講
演
会
に
参
加
し
、
そ
の
生
き
様

に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。「
も
っ

と
直
接
話
を
聞
き
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
ご
本
人
に
働
き
か
け
、
私
を
含
む

ゼ
ミ
生
３
人
で
座
談
会
と
い
う
形
で
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
対
談

内
容
を
ま
と
め
た
記
録
は
国
際
日
本
学

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
活
動

の
成
果
を
形
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

大
学
３
年
次
の
２
０
２
４
年
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
き
っ
か
け

に
、
個
人
的
に
輪
島
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
現
地
で
見
聞
き
し

た
光
景
や
声
は
、
今
も
鮮
明
に
心
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
。
横
浜
に
い
る
学
生
に

も
災
害
の
現
実
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
能
登
復
興
支
援

に
取
り
組
む
岩
城
慶
太
郎
さ
ん
（
ア
ス
テ

ナ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
元
代
表
取
締
役
社

長
）
を
神
奈
川
大
学
に
お
招
き
し
て
講
演

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
勤
務　

藤
原　

佳
枝

二
つ
の
ゼ
ミ
で
学
問
的
関
心
を
深
く
追
求

ふじわら・よしき
宮城県登米市出身。2025 年経営学部国際
経営学科卒業。現在は京浜急行電鉄株式会
社に勤務。人とのつながりを大切にしなが
ら、日々の業務に取り組んでいます。

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
最
前
線
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
の
生
の
声
は
、
参
加
し
た
学

生
に
と
っ
て
災
害
を
決
し
て
他
人
事
で
は

な
い
も
の
と
し
て
捉
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
京
浜
急
行
電
鉄
に
入
社
し
、
駅

係
員
と
し

て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

大
学
時
代

に
培
っ
た

「
自
ら
考

え
、
動
く

姿
勢
」
を

大
切
に
し

な
が
ら
、

日
々
の
業

務
に
向
き

合
っ
て
い

ま
す
。

講演会後に講師の
藤木企業株式会社取締役相談役の藤木幸夫さんと

平山ゼミの仲間たち（前列左から4人目が筆者）
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生
ま
れ
は
東
京
で
し
た
が
、
２
歳
で
横

須
賀
へ
移
住
し
20
歳
ま
で
横
須
賀
で
暮
ら

し
ま
し
た
。
埠
頭
か
ら
ほ
ど
近
い
家
で
、

決
ま
っ
た
時
間
に
汽
笛
が
鳴
る
の
で
す

が
、
こ
れ
が
聞
こ
え
る
と
遅
刻
ギ
リ
ギ
リ

だ
と
い
う
合
図
で
、
毎
朝
ダ
ッ
シ
ュ
で
登

校
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
ま
で
は
伸
び
伸
び
と
過
ご
し
て

い
ま
し
た
が
、
中
学
で
は
先
生
と
の
関
係

に
悩
み
、
学
校
か
ら
距
離
を
置
く
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
高
校
進
学
に
あ
た
り
電
気

で
あ
れ
ば
職
に
困
ら
な
い
と
い
う
母
の
助

言
に
よ
り
、
工
業
高
校
の
電
気
科
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
に
行
く
か
、
良
い
所
に

就
職
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
な
さ
い
と
い

う
檄
で
一
念
発
起
し
、
学

科
首
位
を
争
う
好
成
績

を
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
バ
イ
ト
や
資

格
、
部
長
、
委
員
長
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
熟

し
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
真

面
目
人
間
に
。

　

そ
ん
な
折
に
母
が
ガ
ン

と
診
断
さ
れ
、
母
子
家
庭
の
た
め
進
学
を

迷
い
ま
し
た
が
、
奨
学
金
や
制
度
を
教
諭

か
ら
紹
介
い
た
だ
き
進
学
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
母
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
な
が
ら
勉
強
バ
イ
ト
と
と
に
か
く
が
む

し
ゃ
ら
で
し
た
。

　

大
学
に
進
学
し
て
か
ら
も
昼
は
講
義
と

学
内
バ
イ
ト
、
夜
は
別
の
バ
イ
ト
を
掛
持

ち
し
夜
勤
も
や
り
忙
し
い
日
々
で
し
た
。

そ
の
中
で
手
話
サ
ー
ク
ル
３
０
３
が
憩
い

の
場
で
、
昼
休
み
に
部
室
で
各
々
が
別
の

こ
と
を
や
っ
て
い
る
感
じ
が
心
地
よ
い
場

所
で
し
た
。

　

情
報
か
電
気
の
道
に
進
む
か
を
迷
っ
て

い
ま
し
た
。
情
報
の
検
定
や
、
電
気
工
事

士
を
高
校
で
取
得
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
の

仕
事
か
決
め
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
。そ
う
し
て
悩
ん
で
い
る
中
、

母
が
亡
く
な
り
妹
と
二
人
き
り
に
。
将
来

の
需
要
も
考
え
電
気
を
選
び
、
規
模
の
大

き
な
仕
事
に
携
わ
れ
る
関
電
工
を
志
望
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
就
活
で
し
た
が
、

学
生
課
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
無
事
に
早
期

の
内
々
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
社
後
配
属
さ
れ
た
の
は
送
電
線
施
工

チ
ー
ム
で
し
た
。
こ
の
部
署
で
は
鉄
塔
の

工
事
を
主
と
し
て
お
り
、
初
め
て
の
仕
事

は
東
日
本
に
点
在
す
る
鉄
塔
を
回
る
、
周

辺
設
備
の
保
守
業
務
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
北
海
道
の
仕
事
で
は
、
広
大

な
自
然
と
現
場
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
運

開
に
立
ち
会
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
電

気
設
備
の
施
工
後
、
各
種
試
験
を
経
て
電

気
を
通
す
工
程
が
運
開
で
す
。
そ
れ
ま
で

静
か
だ
っ
た
変
電
所
に
ブ
ー
ン
と
い
う
音

が
し
て
電
気
が
通
っ
た
！
と
感
動
し
ま
し

た
。

　

現
在
は
紆
余
曲
折
を
経
て
、
送
電
線

部
で
Ｄ
Ｘ
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま

株
式
会
社
関
電
工　

山
崎　

裕
眞

「
変
電
所
に
ブ
ー
ン
と
い
う
音
が
し
て

電
気
が
通
っ
た
！
」

やまざき・ゆうじん
1998年（平成10）生まれ。神奈川県横須賀市
出身。2021年（令和３）工学部電気電子情報
工学科卒。同年、株式会社関電工入社。送
電線施工チームに配属され異動を経て送電
線部に所属。現場管理業務等に従事し、現
在は主に DX 関連業務を担当。

す
。
学
生
の
頃
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
活
か
し
ソ
フ
ト
開
発
や
、
機
器
の

試
験
を
し
て
い
ま
す
。
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
の
開
発
で
は
電
気
新
聞
と
い
う
電

気
の
業
界
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
世
の
中
に
な
い
も
の
を
作
る
面

白
い
仕
事
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
電
子
情
報
工
学
科
は
電
気
の
こ

と
は
何
で
も
や
る
学
科
で
す
。
分
野
を

絞
ら
ず
勉
強
で
き
た
こ
と
で
仕
事
の
幅

も
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
建

学
の
精
神
で
あ
る
「
質
実
剛
健
、
積
極

進
取
、
中
正
堅
実
」
は
私
を
鼓
舞
し
時

に
は
邪
な
考
え
を
挫
き
、
正
道
を
示
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

会社の畑同好会で採ったサツマイモと自分プライベート万博記念公園（妻と）

仕事風景鉄塔

ミヤマエンレイソウ
（北海道出張の余暇の際に礼文島にて撮影）



北海道ブロック会in帯広
ホテル日航ノースランド帯広

2025

9/6（土）

北陸ブロック会in富山県
ホテルグランテラス富山

2025

9/２7（土）
石 川 県 宮 陵 会
ホテル金沢 

2025

8/30（土）

ヨット部OB会きさらづ会
江の島ヨットハーバー

2025

8/30（土）

佐 賀 県 宮 陵 会
四季彩ホテル千代田館

2025

9/6（土）

静 岡 西 部 宮 陵 会
呉竹荘

2025

9/２7（土）

信 州 宮 陵 会
アルピコプラザホテル

2025

１0/4（土）

岐 阜 県 宮 陵 会
岐阜キャッスルイン

2025

１0/4（土）
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岡 山 県 宮 陵 会
ホテルエクセル岡山

2025

１0/4（土）

四国ブロック会in徳島県
ホテル眉山海月

2025

１０/１8（土）

九州・沖繩ブロック会in佐世保
レオプラザホテル佐世保

2025

１０/１1（土）

九州・沖縄ブロック会

鳥 取 因 幡 宮 陵 会
鳥取シティホテル

2025

１０/１8（土）

大 分 県 宮 陵 会
トキハ会館

2025

１０/１8（土）

西 多 摩 宮 陵 会
ホテルエミシア東京立川

2025

１０/１8（土）

愛 知 み や も 会
東京第一ホテル錦

2025

１０/１９（日）

神奈川県ブロック会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１０/２5（土）
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函 館 宮 陵 会
ホテルリソル函館

2025

１１/7（金）

室 蘭 宮 陵 会
室蘭そのべ　さくら亭

2025

１１/8（土）

東北ブロック会in秋田県
ANAクラウンプラザホテル秋田

2025

１１/8（土）

福 島 県 宮 陵 会
生喜　和創菜　月亭

2025

１０/２5（土）

レスリング部OB・OG会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１１/1（土）
相 模 原 宮 陵 会
ユニコムプラザさがみはら

2025

１１/8（土）

クリエートメディック宮陵会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１１/8（土）

社 労 士 宮 陵 会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１１/8（土）
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青 森 県 宮 陵 会
わいん倶楽部

2025

１１/１6（日）

卓球部OB会(卓友会)
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１１/8（土）

マンドリンアンサンブルOB会
横浜市六角橋地域ケアプラザ

2025

１１/8（土）

中国ブロック会in鳥取伯耆
国際ファミリープラザ

2025

１１/１5（土）

新 潟 県 宮 陵 会
万代シルバーホテル

2025

１１/１5（土）

千 葉 県 宮 陵 会
Y'sバイキングレストラン海浜幕張店

2025

１１/１5（土）

広 島 県 宮 陵 会
広島ガーデンパレス

2025

１１/１5（土）

沖 縄 県 宮 陵 会
沖縄県教職員共済会館

2025

１１/１5（土）
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埼 玉 県 宮 陵 会
久喜市三高サロン

2025

１１/２2（土）

北 九 州 宮 陵 会
ホテルクラウンパレス小倉

2025

１１/29（土）

シェイクスピア英語劇研究会OB会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１１/29（土）

山 口 県 宮 陵 会
山口グランドホテル

2025

１２/6（土）
ボクシング 部 O B 会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１２/１3（土）

柔 道 部 O B ・ O G 会
中華街　桂宮

2025

１２/6（土）

会 計 人 宮 陵 会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１２/8（月）

観 光 宮 陵 会
横浜市開港記念会館

2025

１２/１3（土）
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釧 路 宮 陵 会
釧路センチュリーキャッスルホテル

2025

１/２4（土）

宮 城 県 宮 陵 会
ホテル白萩

2025

１２/20（土）

香 川 県 宮 陵 会
リーガホテルゼスト高松

2025

１/３（土）

吹 奏 楽 部 O B 会
横浜みなとみらいホール大ホール

2025

１/4（日）

硬 式 野 球 部 O B 会
神奈川大学　横浜キャンパス

2025

１/２4（土）

磯子・金沢区宮陵会
横浜市社会教育コーナー

2025

１/31（土）

サン パ ウロ 宮 陵 会 
レストラン　揚げカズ（AGEKAZU）

2025

２/1（日）

鹿 児 島 県 宮 陵 会
さつま路

2025

２/14（土）
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港南区宮陵会墓参会平能家

港南区宮陵会墓参会

地域組織からのお知らせ 　

神
奈
川
県
の
港
南
区
宮
陵
会
は
昨
年
11

月
10
日
、
米
田
吉
盛
先
生
の
眠
る
横
浜
市

港
南
区
の
日
野
公
園
墓
地
で
墓
参
会
を
行

い
ま
し
た
。
米
田
先
生
の
生
誕
日
に
合
わ

せ
て
行
う
港
南
区
宮
陵
会
の
恒
例
行
事

で
、
会
員
９
人
が
参
加
。
墓
地
周
辺
の
草

取
り
な
ど
の
清
掃
を
行
っ
た
後
、
花
を
手

向
け
て
大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
最
後
に
応
援

指
導
部
Ｏ
Ｂ
の
石
田
順
夫
さ
ん
の
先
導

で
、
校
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
ま
し

た
。
大
学
が
米
田
先
生
の
命
日
５
月
17
日

の
「
吉
盛
忌
」
で
挙
行
す
る
墓
参
と
と
も

に
、
末
永
く
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
秋
の
墓
参
会
を
始
め
た
元
宮
陵

会
副
会
長
で
、
前
港
南
区
宮
陵
会
会
長
の

故
・
平
能
孝
一
さ
ん
が
昨
年
４
月
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
偶
然
に
も
平
能
さ
ん
の

お
墓
が
日
野
公
園
墓
地
に
あ
り
、
米
田
先

生
の
墓
参
会
の
後
に
平
能
さ
ん
の
墓
参
り

も
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
墓
参
会
は
お
二

人
を
お
参
り
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。 港

南
区
宮
陵
会
会
長　

和
知　

親
裕

１
９
８
８（
昭
和
63
）年　

 

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒

〈
港
南
区
宮
陵
会
〉

神
大
創
立
者
、
米
田
吉
盛
先
生
の
墓
参
会
を
実
施

島 根 県 宮 陵 会
サンラポーむらくも

2025

３/１５（土）
岩 手 県 宮 陵 会
ホテルメトロポリタン盛岡

2025

２/21（土）

宮 崎 県 宮 陵 会
アートホテル宮崎スカイタワー

2025

３/7（土）

島 根 県 宮 陵 会
サンラポーむらくも

2025

３/14（土）
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横浜町会所 明治7年 設計 ： ブリジェンス（横浜開港資料館所蔵写真）

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
つ
い
て

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
つ
い
て

――  

そ
の
学
ぶ
べ
き
価
値
と
そ
の
魅
力

そ
の
学
ぶ
べ
き
価
値
と
そ
の
魅
力  

――内田
内
田  

青
蔵
青
蔵

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

 

は
じ
め
に

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

神
奈
川
大
学
は
、
２
０
２
４
年
４
月
か

ら
株
式
会
社
神
奈
川
新
聞
社
と
相
鉄
企

業
株
式
会
社
と
の
３
社
の
共
同
事
業
体

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
一
員
と
し
て
、
横
浜
市
中
区
に
位
置
す

る
横
浜
市
所
有
の
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

（
旧
開
港
記
念
横
浜
会
館
）
の
指
定
管
理

者
と
な
り
、そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
本
学
が
地
元
に
密
着
し
た
大
学
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
港
町
・
横
浜
の

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
地
域
貢
献
の
可
能

性
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、〝
ジ
ャ
ッ
ク
〟
の
愛
称
で
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
横
浜
市
開
港
記
念

会
館
は
、
震
災
・
戦
災
を
逃
れ
て
現
存
す

る
港
町
・
横
浜
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
。
そ
の
個
有
の
歴

史
性
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
公
会
堂
建
築

の
先
駆
け
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
横
浜
を
代
表
す
る
歴
史
的
建

造
物
の
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
か
ら
に

は
、
神
奈
川
大
学
に
係
わ
る
わ
れ
わ
れ
に

も
、
こ
の
建
物
の
伝
え
る
歴
史
や
価
値
を

理
解
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。そ
こ
で
、

簡
単
に
こ
の
建
物
の
沿
革
を
紹
介
し
、
そ

の
価
値
と
魅
力
に
触
れ
て
み
た
い
。
そ
し

て
こ
れ
を
機
に
横
浜
の
歴
史
的
建
造
物
の

理
解
を
深
め
、
ま
た
、
か
つ
て
親
し
ん
だ

母
校
と
そ
の
立
地
す
る
横
浜
を
思
い
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

 

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
の
沿
革

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

  

〇
初
代
建
築
の
町
会
所
に
つ
い
て

〇
初
代
建
築
の
町
会
所
に
つ
い
て

　

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
の
初
代
の
建
物

は
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
に
建
設
さ

れ
た
横
浜
町
会
所
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

る
。
貿
易
商
人
た
ち
が
お
金
を
出
し
合
っ

て
建
設
し
た
木
造
の
骨
組
み
に
外
壁
と
し

て
石
材
を
張
り
付
け
た
木
骨
石
造
２
階
建

て
の
建
物
で
、
横
浜
３
大
洋
風
建
築
の
ひ

と
つ
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。今
日
、

わ
れ
わ
れ
が
当
た
り
前
と
し
て
見
て
い
る

現
代
建
築
の
ル
ー
ツ
が
こ
う
し
た
建
築
か

ら
始
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
建
築

と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
の
横
浜
町
会
所
は

民
間
の
建
築
で
あ
っ
た
も
の
の
、
建
物
正

面
に
高
い
時
計
塔
を
備
え
た
新
時
代
を
象

徴
す
る
洋
風
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
民
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

た
だ
、
港
町
・
横
浜
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
も
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、

明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
に
隣
家
の
失
火

で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
横
浜
市

が
誕
生
し
て
新
し
い
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
と
し

て
横
浜
市
役
所
が
利
用
さ
れ
て
は
い
た
も

の
の
、
親
し
ん
だ
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
を
失
っ

た
市
民
た
ち
か
ら
は
、
再
建
を
求
め
る
声

が
挙
が
っ
た
。
奇
し
く
も
横
浜
市
は
、
３

年
後
の
明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
に
横
浜

開
港
50
年
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
急
遽
市
民
の
要
望
に
応
え
る
た

め
に
、
予
定
し
て
い
た
記
念
事
業
と
し
て

開
港
記
念
横
浜
会
館
の
建
設
を
決
定
し
た

の
で
あ
る
。

  

〇〇
２
代
目
の
開
港
記
念
横
浜
会
館
の
建
設

２
代
目
の
開
港
記
念
横
浜
会
館
の
建
設

　

市
民
の
求
め
た
町
会
所
の
２
代
目
と
な

る
開
港
記
念
横
浜
会
館
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
設
計

競
技
を
実
施
し
、
ふ
さ
わ
し
い
計
画
案
を

広
く
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
結
果
、

当
選
案
は
、
初
代
の
建
物
を
彷
彿
と
さ
せ

る
高
い
塔
を
持
ち
、
赤
煉
瓦
と
白
い
石
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
特
徴
と
す
る
外
壁
か
ら

な
る
建
築
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
竣
工
し

た
ば
か
り
の
東
京
駅
と
共
通
し
た
様
式
を

採
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
東

京
駅
の
設
計
者
は
日
本
人
初
の
建
築
家
辰

野
金
吾
で
、
辰
野
の
得
意
な
様
式
に
よ
る

当
時
流
行
の
建
築
で
あ
っ
た
。

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
つ
い
て

― 

そ
の
学
ぶ
べ
き
価
値
と
そ
の
魅
力 

―

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
名
誉
館
長
　
内
田 

青
藏
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る
と
い
え
る
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
歴

史
と
文
化
を
内
包
す
る
歴
史
的
建
造
物
を

受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
繋
い
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
う
ち
だ
・
せ
い
ぞ
う　

神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
、
工
学
博
士
）

2階ホール

エントランス外観

開港記念横浜会館設計競技1等当選案（設計：福田重義）

　

ま
た
、
構
造
に
関
し
て
は
、
地
階
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、
１
階
・
２
階
は
煉
瓦

と
花
崗
石
の
混
合
積
で
、
さ
ら
に
耐
震
性

を
考
慮
し
て
煉
瓦
壁
の
中
に
は
鉄
材
を
挿

入
し
、
塔
部
分
は
鉄
骨
を
用
い
る
な
ど
最

新
の
工
法
を
取
り
入
れ
た
建
築
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

工
事
は
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
か
ら

始
ま
り
、
３
年
も
の
歳
月
を
経
た
大
正
６

（
１
９
１
７
）
年
に
よ
う
や
く
竣
工
し
、
市

民
の
歓
迎
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

６
年
後
の
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
、
関

東
大
震
災
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時

の
横
浜
関
内
エ
リ
ア
は
、
大
半
の
建
物
が

倒
壊
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
火
災
で
焼
け

落
ち
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
建
物
は

内
部
に
火
が
入
り
屋
根
と
２
階
床
な
ど
は

消
失
し
た
も
の
の
、
塔
と
外
壁
は
倒
れ
ず

そ
の
ま
ま
外
観
を
保
持
し
て
焼
け
残
っ
た
。

 

〇
震
災
後
の
復
旧
建
築
の
姿

　

横
浜
市
で
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
建
物
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
壊
さ
ず
に

横
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
修
復
す
る
方
針

を
立
て
た
。
こ
の
計
画
を
引
き
継
い
だ
新

市
長
の
有
吉
忠
一
は
、
積
極
的
に
工
事
を

早
急
に
進
め
、
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年

に
完
成
し
た
。
修
復
工
事
で
は
、
外
部
意

匠
は
屋
根
部
分
を
除
い
て
創
建
時
の
も
の

と
し
、
内
部
は
煉
瓦
壁
の
室
内
側
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
補
強
し
、
併
せ
て
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
陸
屋
根
を
架
け
る

こ
と
で
、
よ
り
耐
震
性
の
高
い
建
築
と

な
っ
た
。
た
だ
、
構
造
補
強
の
処
理
の
た

め
、
内
部
の
意
匠
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
竣
工
時
の
大
正
６
年
の
建
物

は
、
内
部
意
匠
は
明
治
期
に
主
流
だ
っ
た

様
式
建
築
の
流
れ
を
汲
む
豪
華
絢
爛
な
装

飾
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
修
復

工
事
の
行
わ
れ
た
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
の
建
築
界
で
は
、
様
式
建
築
の
特
徴
で

あ
る
豊
か
な
装
飾
性
を
抑
え
、
機
能
性
を

重
視
し
た
建
築
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
そ
う
し
た
時
勢
を
受
け
、
修
復

時
の
内
部
意
匠
は
装
飾
性
を
抑
え
た
、
ま

さ
に
そ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
た
新
建

築
の
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
修
復
後
の
建
築
は
、
外

部
意
匠
は
大
正
期
、
内
部
意
匠
は
昭
和
初

期
と
い
う
２
つ
の
時
代
の
意
匠
を
併
存
さ

せ
た
も
の
と
な
り
、
建
物
の
経
た
修
復
の

歴
史
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
て
い
る
歴
史

的
建
造
物
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

 

〇
戦
後
…
む
す
び
に
か
え
て　

　

修
復
後
の
開
港
記
念
横
浜
会
館
は
、
戦

災
の
被
害
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
。
そ
し

て
、
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
接
収
さ
れ
、
内
部

も
米
軍
の
使
用
に
合
わ
せ
た
増
改
築
が
な

さ
れ
た
が
、
解
除
後
は
再
び
、
復
原
を
目

的
と
し
た
工
事
が
継
続
さ
れ
た
。
平
成
元

（
１
９
８
９
）年
に
は
失
わ
れ
て
い
た
ド
ー

ム
等
の
屋
根
部
分
を
復
原
し
、
ま
た
、
平

成
12（
２
０
０
０
）年
に
は
横
浜
市
の「
横

浜
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
基
づ

い
た
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
会
堂

を
め
ざ
し
、
ト
イ
レ
の
増
設
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

建
物
名
称
も
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に

そ
れ
ま
で
の
開
港
記
念
横
浜
会
館
か
ら
横

浜
市
開
港
記
念
会
館
へ
と
改
め
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
横
浜
市
開
港
記
念
会

館
は
大
正
６
年
の
竣
工
か
ら
数
え
る
と
、

１
０
０
年
を
超
え
る
時
を
経
た
歴
史
的
建

造
物
で
あ
る
。
現
代

建
築
に
囲
ま
れ
た
そ

の
姿
は
、
古
風
な
が

ら
も
威
風
堂
々
と
し

た
日
本
の
近
代
化
を

担
っ
て
き
た
横
浜
の

歴
史
と
文
化
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

う
し
た
歴
史
性
を
表

出
す
る
建
築
の
存
在

こ
そ
、
現
代
都
市
・

横
浜
の
魅
力
を
生
み

出
し
て
い
る
源
で
あ
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ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

大学からのお知らせ

カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
か
ら

　
新
商
品
ボ
デ
ィ
ミ
ル
ク
誕
生

神
奈
川
大
学
の
特
許
技
術
「
三
相
乳
化
技
術
」
を
採
用

　

神
奈
川
大
学
が
保
有
す
る
特

許
技
術
「
三
相
乳
化
技
術
」
が
通

販
生
活
な
ど
発
行
す
る
株
式
会
社

カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
ボ
デ
ィ
ミ
ル
ク

【
湯
あ
が
り
セ
ラ
ミ
ド
ミ
ル
ク
　

肌
つ
つ
み
】
に
採
用
さ
れ
た
。
カ
タ

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
「
自
社
商
品
の
特
徴
で

あ
る
高
品
質
か
つ
天
然
原
料
を
使
用

し
た
、
肌
に
や
さ
し
い
商
品
を
開
発

し
た
い
」
と
い
う
提
案
を
受
け
、
実

現
し
た
も
の
。（
詳
細
な
商
品
内
容
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　私は神奈川大学を卒業した後、信州

大学大学院を経て化粧品会社に就職
しました。その経験を生かし、現在は
神奈川大学職員として企業との共同研
究などを通じ、研究開発課題を解決し、
研究の社会還元を行う業務にあたって
います。【肌つつみ】のように、研究
が生かされた商品が出ることは、大き
なやりがいとなります。卒業生の皆さ
んが所属する企業とも一緒にできれば
と思っています。
　商品は好評発売中です。ぜひ一度お
試しください。

2007（平成17）年工学部応用化学科卒業　宮坂佳那

大学の大学の
研究担当者の声研究担当者の声
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ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを
ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを

　

卒
業
生
同
士
や
ご
家
族
と
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

料
理
の
評
判
も
良
く
、
部
屋
も
広
く
、
し
か
も
温
泉
で
す
。

　

近
所
に
は
箱
根
を
代
表
す
る
多
く
の
観
光
施
設
や
ゴ
ル

フ
場
、
素
晴
ら
し
い
富
士
山
の
眺
望
が
楽
し
め
る
金
時
山

（
き
ん
と
き・や
ま
、標
高
１
、２
１
２
㍍
）

に
も
徒
歩
約
２
時
間
で
登
れ
ま
す
。

　

予
約
は
、
利
用
日
の
２
か
月
前
か

ら
３
日
前
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〒 250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町大字仙石原 1104-1
電話 0460-84-9611、ファックス0460-84-9612
URL.www.j indai-hakone.com 

▼バス利用の場合　
JRまたは小田急線・小田原駅から仙石経由湖尻行き

「仙石」停留所下車、徒歩 10 分。（約1時間）

▼車利用の場合
東名高速道路　御殿場 IC ～国道 138 号線～神奈川大学
箱根保養所。（約 30 分）

金時山

芦ノ湖
箱根神社

箱根海賊船

三国山

小涌谷
大涌谷

強羅

箱根湯本 箱根

小田原

↑至御殿場

↓至三島

ゆゆゆゆ

神奈川大学 箱根保養所

 ◆ご宿泊料金 １泊２食付（税込／入湯税込） 平日料金 休 前 日
繁 忙 期

宮陵会員及び同伴者

大人
（中学生以上） ￥8,400 ￥9,500

子供
（小学生） ￥3,300 ￥3,575
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Ⅰ
期
）
と
後
学
期
（
第
Ⅱ
期
）
の
二
回
募

集
。
院
生
は
後
学
期
の
一
回
の
み
の
募
集

で
す
。
25
年
度
は
年
間
を
通
じ
、
学
部
生

２
名
、
院
生
８
名
を
奨
学
生
に
採
用
し
ま

し
た
。この

奨
学
生
制
度
へ
の
募
集
や
出
願

受
付
な
ど
の
業
務
は
学
校
法
人
神

奈
川
大
学
に
委
嘱
し
、
母
校
か
ら
推
薦
を

受
け
た
学
部
生
や
院
生
を
、
宮
陵
会
三
役

に
よ
る
採
用
面
接
を
踏
ま
え
、
宮
陵
会
長

が
最
終
決
定
を
行
い
ま
す
。

写
真
は
昨
年
12
月
、
宮
陵
会
の
主
催

す
る
奨
学
生
採
用
証
交
付
式
の
模

様
で
す
。
宮
陵
会
三
役
に
加
え
、
ご
来
賓

と
し
て
神
奈
川
大
学
の
学
長
や
学
生
生
活

支
援
部
長
、
事
務
局
長
、
募
集
な
ど
に
協

力
い
た
だ
い
た
教
育
・
学
生
支
援
部
事
務

部
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
写

真
に
は
写
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
に
昨

年
７
月
に
採
用
さ
れ
た
第
Ⅰ
期
学
部
生
が

一
名
お
り
ま
す
）

こ
の
交
付
式
で
は
、
内
田
宮
陵
会
会

長
が
奨
学
生
代
表
者
に
採
用
証
を

手
交
し
、
代
表
者
か
ら
は
「
将
来
は
中
高

の
教
員
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
奨
学
金

を
胸
に
刻
み
今
後
も
精
進
し
て
参
り
ま

す
」「
大
学
院
で
培
っ
た
問
題
解
決
能
力

を
活
か
し
、
研
究
成
果
に
基
づ
き
現
場
の

課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

奨学生採用証交付式後の集合写真

宮
陵
会
は
学
部
生
及
び
院
生
の
う

ち
、
勉
学
意
欲
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済
的
に
修
学
継
続
が
困
難
な
学

生
の
修
学
支
援
を
目
的
と
し
た
「
学
部
生

向
け
給
付
奨
学
金
制
度
」
や
優
秀
な
研
究

者
養
成
を
目
的
と
し
た
「
院
生
向
け
給
付

奨
学
金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
学
費
の

一
部
を
給
付
す
る
返
済
不
要
の
奨
学

金
制
度
。
学
部
生
へ
は
一
律
年
額

25
万
円
、院
生
へ
は
文
系
で
年
額
30
万
円
、

理
工
系
で
年
額
40
万
円
を
給
付
し
て
い
ま

す
。こ

こ
数
年
は
、
国
の
公
的
な
奨
学
金

制
度
や
神
奈
川
大
学
独
自
の
奨
学

金
制
度
の
充
実
な
ど
に
伴
い
、
宮
陵
会
の

給
付
奨
学
金
制
度
を
利
用
す
る
学
部
生
は

漸
減
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
学
部
生
や
院
生
が
良
好
な
修
学
環

境
下
で
、
安
心
し
て
学
修
や
研
究
が
継
続

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

給
付
奨
学
生
は
年
度
限
り
で
す
が
、

在
学
中
は
次
年
度
以
降
も
出
願
で

き
る
制
度
で
す
。
学
部
生
は
前
学
期
（
第

1928（昭和３）年の創立以来発展を続ける母校
その神奈川大学の足元、六角橋交差点付近の定点撮影

（＝神奈川大学資料編纂室提供）

1964（昭和39）年

「横浜学院開設の年（1928）に六角橋まで延伸された横浜市電は、六角橋を起点とする1系統、9系統、12系統が馬車道まで直通し、横専生・神大生に愛されました。そして…」

1967（昭和42）年 1998（平成10）年 2025（令和７）年

六角橋交差点 白楽駅

東白楽駅

撮影場所

神奈川大学
横浜キャンパス
神奈川大学
横浜キャンパス弘明寺弘明寺

保土ケ谷保土ケ谷

六角橋六角橋 生麦生麦

本牧本牧

桜木町桜木町

杉田杉田

磯子磯子

横浜市電
路線略図
横浜市電
路線略図

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
　
専
務
理
事
　
佐
藤
　
武

「
給
付
奨
学
生
」「
大
学
院
給
付
奨
学
生
」

採
用
証
交
付
式
　
行
わ
れ
る
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神
奈
川
大
学
の
前
身
・
横
浜
学
院
が
横
浜
市
中
区
桜
木
町
に
創
立
さ
れ
た
の
は
１
９
２
８(

昭
和
３
）
年
４
月
で
、
そ
の
大
学
は
再
来
年
（
２
０
２
８)

１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
一
方
、
横
浜
専
門
学
校
同
窓
会
と
し
て
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
に
設
立
さ
れ
た
宮
陵
会
は
、
来
年
（
２
０
２
７
）
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
節
目
を
迎

え
る
に
当
た
り
歴
史
を
振
り
返
る
意
味
で
、
約
50
年
前
の
大
学
の
様
子
を
知
り
た
い
と
思
い
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
３
月
刊
行
の
『
宮
陵
会
報
』
に
目
を
通
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
歴
史
の
教
訓
―
神
大
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
事
件
に
思
う
ー
」
の
一
部
（
抜
粋
）
を
紹
介
し
ま
す
。
筆
者
は
前
年
（
昭
和
46
）
に
経
済
学
部
長
か
ら
学

長
事
務
取
扱
に
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
宮
川
武
雄
先
生
で
す
。『
宮
陵
』（N

o.74

号
、
昨
年
４
月
発
行
「
過
去
か
ら
未
来
へ
」vol.2

）
や
今
号
（N

o.75

号
、
同
特
集

vol.3

）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

（
編
集
部
）

過
去
の
宮
陵
会
報
か
ら

　

神
奈
川
大
学
は
、
昭
和
43
年
秋
、
実
は

40
周
年
記
念
の
祝
典
を
盛
大
に
や
る
は
ず

で
し
た
。（
中
略
）
神
奈
川
大
学
民
主
化
運

動
の
激
発
、
進
展
が
、
43
年
１
月
に
は
じ

ま
り
、
そ
れ
い
ら
い
ま
る
４
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
大
学
紛
争
と
し
て
は
後
発
的
で

し
た
が
、
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
過
を

経
て
、
今
日
に
い
た
り
ま
し
た
。（
中
略
）

大
学
の
図
書
館
で
は
も
う
書
庫
は
パ
ン
ク

し
そ
う
だ
し
、
閲
覧
室
は
と
き
に
は
定
員

過
剰
で
す
。教
授
研
究
室
は
足
り
ま
せ
ん
。

あ
い
部
屋
で
、
個
別
指
導
に
も
遠
慮
が
ち

で
す
。
ゼ
ミ
指
導
室
も
、時
間
が
来
る
と
、

つ
ぎ
の
ゼ
ミ
が
お
し
か
け
、
待
た
ね
ば
と

い
う
事
態
も
起
こ
り
ま
す
。
学
生
会
館
は

い
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ン
食
堂
は
立
ち

ん
ぼ
う
で
す
。
教
室
外
活
動
の
サ
ー
ク
ル

は
、
部
屋
、
共
同
室
の
欠
落
に
な
や
ん
で

い
ま
す
。

（
中
略
）
も
っ
と
た
い
へ
ん
な
、
大
学
の
前

進
の
な
か
で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
す
で

に
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
９
月
14
日
い

ら
い
、
休
講
措
置
が
と
ら
れ
、
延
々
７
週

間
休
講
が
つ
づ
き
、
ひ
き
つ
づ
い
て
、
10

月
31
日
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
機
動
隊
、
ガ
ー

ド
マ
ン
の
導
入
に
よ
っ
て
11
月
20
日
そ
の

解
除
ま
で
神
奈
川
大
学
で
は
、
授
業
は
行

な
わ
れ
ず
、
大
多
数
の
教
授
、
す
べ
て
の

職
員
、
す
べ
て
の
学
生
は
学
内
に
立
ち
入

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
ま
ま
で
し
た
。

（
中
略
）
ど
う
し
て
自
分
の
大
学
に
入
る
こ

と
を
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
と
呆
然
と

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
、
職

員
、
教
授
が
去
っ
た
大
学
は
急
速
に
荒
廃

し
て
い
き
ま
し
た
。
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
な

か
で
、
神
奈
川
大
学
は
昭
和
43
年
い
ら
い

の
改
革
の
道
に
一
つ
の
断
層
を
つ
く
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
中
略
）大
学
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
遂
行
は
重
要
な
生
命
線
で
す
。（
中

略
）
機
動
隊
、
ガ
ー
ド
マ
ン
の
導
入
が
、

全
学
の
反
対
を
お
し
切
っ
て
、
学
生
に
対

す
る
権
力
的
対
応
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と

は
、
本
学
の
歴
史
の
中
で
消
し
が
た
い
汚

点
で
あ
っ
た
し
、
た
ん
に
道
義
の
問
題
と

し
て
責
め
ら
れ
る
以
上
の
も
の
を
ふ
く
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
現
実
に
残
っ
た
も
の

は
ま
っ
た
く
意
味
な
か
っ
た
こ
と
の
確
認

だ
け
で
、
し
か
も
大
学
の
な
か
に
亀
裂
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

（
中
略
）
歴
史
の
教
訓
を
、学
園
の
な
か
で
、

一
人
一
人
が
、
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
み
な
さ
ん
に
大
学
の
現
況
に
つ
い

て
ご
理
解
を
え
た
く
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

学生に占拠された入学式（1968.４）

ロックアウト中の大学（1971.11）

③通用門に出された立看板（1976.6）（写真提供＝神奈川大学資料編纂室）

※当時の会報より、抜粋
　原文のまま掲載
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◇
渋
沢
敬
三
が
抱
い
た

　

学
問
の
夢

　

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

は
、
学
内
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
数
あ
る

大
学
附
属
の
研
究
所
の
中
で
極
め
て
ユ

ニ
ー
ク
な
存
在
で
す
。

　

は
じ
ま
り

は
、
渋
沢
敬

三
（
１
８
９
６

〜
１
９
６
３
）

が
東
京
帝
国

大
学
を
卒
業

し
た
ば
か
り

の
１
９
２
１
年

に
つ
く
っ
た
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

ソ
サ
エ
テ
ィ
で
す
。
ア
チ
ッ
ク
と
は
屋
根

裏
の
意
味
で
す
。東
京
の
三
田
綱
町
に
あ
っ

た
自
邸
の
物
置
の
屋
根
裏
に
、
友
人
た
ち

と
化
石
や
郷
土
玩
具
を
集
め
て
い
た
標
本

室
が
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
２
５

年
に
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
と
な
り
、

１
９
４
２
年
の
戦
時
下
に
お
い
て
日
本
常

民
文
化
研
究
所
と
改
称
し
ま
す
。

　

渋
沢
敬
三
は
、
日
本
資
本
主
義
の
父
・

渋
沢
栄
一
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
戦
前
は

第
一
銀
行
副
頭
取
を
は
じ
め
と
し
て
各
種

の
会
社
の
重
役
を
務
め
ま
し
た
。
太
平
洋

戦
争
中
に
は
政
府
に
請
わ
れ
て
日
本
銀
行

副
総
裁
・
総
裁
と
な
り
、
占
領
期
に
は
幣

原
喜
重
郎
内
閣
の
大
蔵
大
臣
と
し
て
財

政
・
経
済
の
復
興
に
尽
力
し
ま
す
。
戦
後

は
国
際
電
信
電
話
社
長
・
文
化
放
送
会
長

な
ど
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

渋
沢
は
財
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
が
、
少
年
時
代
の
夢
は
大
学
で
農
学

を
学
び
学
問
を
す
る
こ
と
で
し
た
。
け
れ

ど
も
祖
父
渋
沢
栄
一
の
懇
願
に
よ
り
大
学

で
は
経
済
学
を
学
び
、
実
業
の
道
に
進
み

ま
す
。
そ
ん
な
渋
沢
が
、
学
問
の
夢
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
つ

く
り
運
営
し
た
の
が
日
本
常
民
文
化
研
究

所
で
し
た
。

◇
在
野
の
研
究
所
か
ら

　

神
奈
川
大
学
へ

　

渋
沢
は
、
農
山
漁
村
や
町
で
暮
ら
す

人
々
を
「
常
民
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
歴

史
と
文
化
の
研
究
を
志
し
ま
す
。
義
理
の

従
兄
弟
で
あ
る
農
政
官
僚
の
石
黒
忠
篤
の

後
押
し
を
受
け
な
が
ら
、
民
俗
学
者
の
柳

田
国
男
や
折
口
信
夫
、
農
業
経
済
学
者
の

小
野
武
夫
、
民
家
研
究
者
・
考
現
学
者
の

今
和
次
郎
な
ど
の
研
究
者
、
そ
し
て
全
国

の
郷
土
研
究
家
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

１
９
３
３
年
に
は
屋
根
裏
か
ら
飛
び
出
し

て
専
用
の
建
物
を
建
て
ま
す
。
大
学
を
卒

業
し
た
若
者
を
雇
っ
て
研
究
を
さ
せ
、
日

常民文化研究百年常民文化研究百年のの沿革沿革とと特長特長
常民文化ミュージアム

神奈川大学日本常民文化研究所

渋沢敬三（1942年1月、アチック・ミューゼアムにて）

神奈川大学国際日本学部歴史民俗学科　准教授
日本常民文化研究所　所員

丸 山 泰 明
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本
全
国
や
朝
鮮
半
島
・
台
湾
の
総
合
調
査

を
行
い
、
膨
大
な
書
籍
と
古
文
書
・
昔
の

生
活
道
具
（
民
具
）・
生
活
を
記
録
し
た

写
真
と
映
像
を
収
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
資
料
の
多
く
は
、
戦
後
、
国
に
寄
贈
さ

れ
、
国
立
民
族
学
博
物
館
や
文
部
省
史
料

館（
現
在
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
統
合
）

を
設
立
す
る
際
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

渋
沢
没
後
も
財
団
法
人
と
し
て
研
究
活

動
を
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
運
営
の
困
難

に
直
面
す
る
中
で
神
奈
川
大
学
に
招
か
れ
、

１
９
８
２
年
に
大
学
附
属
の
研
究
所
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
経
済
学
部
教
授

で
あ
り
理
事
で
あ
っ
た
丹
羽
邦
男
が
渋
沢

敬
三
の
令
息
で
あ
る
渋
沢
雅
英
と
東
京
大

学
農
学
部
で
同
学
年
だ
っ
た
縁
が
、
研
究

所
を
本
学
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。
経
済
学

部
教
授
の
山
口
徹
が
所
長
と
な
り
、
財
団

法
人
の
理
事
・
研
究
員
だ
っ
た
河
岡
武
春

は
経
済
学
部
教
授
に
な
り
ま
す
。
財
団
法

人
時
代
に
研
究
員
を
つ
と
め
名
古
屋
大
学

教
授
に
な
っ
て

い
た
網
野
善

彦
も
短
期
大

学
部
教
授
と

し
て
呼
び
寄

せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し

て
教
員
が
所

員
を
兼
任
し
、

事
務
職
員
と

と
も
に
運
営

す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
す
で

に
40
年
以
上
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
ま

す
。◇

受
け
継
が
れ
る
精
神

　

現
在
の
研
究
所
は
、
在
野
の
時
代
か
ら

書
籍
や
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
無
形
の
精

神
も
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
そ
の
要
点
を

３
つ
に
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
は
、
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
協
力

す
る
精
神
で
す
。
渋
沢
は
「
人
格
的
に
平

等
に
し
て
而
も
職
業
に
専
攻
に
性
格
に
相

異
な
っ
た
人
々
の
総
和
が
数
学
的
以
上
の

価
値
を
示
す
喜
び
を
皆
で
共
に
味
わ
い
た

い
。
テ
ィ
ー

ム
ワ
ー
ク

の
ハ
ー
モ
ニ

ア
ス
デ
ヴ
ェ

ロ
ー
プ
メ
ン

ト
だ
」
と

言
っ
て
い
ま

す
。
現
在

も
国
際
日

本
学
部
や

経
営
学
部
、

建
築
学
部
、
人
間
科
学
部
に
所
属
す
る
多

様
な
専
門
の
教
員
が
所
員
と
な
り
、「〝
日

常
茶
飯
〟
─ 

日
本
人
は
何
を
食
べ
て
き

た
か
」「
便
所
の
歴
史
・
民
俗
に
関
す
る

総
合
的
研
究
」
な
ど
の
多
彩
な
共
同
研
究

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
は
、
資
料
と
研
究
成
果
を
占
有
せ

ず
に
公
共
の
も
の
に
す
る
精
神
で
す
。「
資

料
を
学
界
に
提
供
す
る
」
と
い
う
渋
沢
の

意
思
を
継
承
し
、
学
問
の
基
礎
と
な
る
資

料
の
調
査
と
収
集
を
重
視
し
、
資
料
集
の

刊
行
、
所
蔵
写
真
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
を
発
行
し
、

民
具
を
研
究
す
る
全
国
の
研
究
者
や
博
物

館
・
資
料
館
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
古
文

書
修
復
実
習
は
、
古
文
書
の
扱
い
方
を
学

ぶ
機
会
を
長
年
に
渡
っ
て
全
国
の
方
々
に

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
る
常
民
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

所
蔵
資
料
や
研
究
成
果
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
入
館
無
料
で
す
の
で
、
来
学
の
際
に

は
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
三
は
、
若
者
を
育
て
る
精
神
で
す
。

１
９
９
３
年
に
は
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究

科
が
、
２
０
２
０
年
に
は
国
際
日
本
学
部

歴
史
民
俗
学
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
教

員
は
研
究
所
の
所
員
を
兼
任
し
、
密
接
に

連
携
し
て
い
ま
す
。学
生
や
大
学
院
生
は
、

研
究
会
や
調
査
に
参
加
し
た
り
、
所
蔵
資

料
で
学
習
・
研
究
し
た
り
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
資
料
整
理

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
学
生
や
大
学
院
生

も
い
ま
す
。
日
々
資
料
に
直
に
ふ
れ
る
学

び
は
大
き
な
教
育
効
果
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
学
芸
員
課
程
の
教
育
も
研
究
所
の

招
致
を
き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
今
で
は
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
、
全

国
各
地
の
博
物
館
や
資
料
館
の
学
芸
員
や

自
治
体
の
文
化
財
専
門
職
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

屋根裏の郷土玩具の展示（1920年代後半）

アチック・ミューゼアム新館

丹羽邦男（前列左）、山口徹（後列左）、網野義彦（後列中央）＝1980年代半ば頃

◇
次
の
百
年
に
む
け
て

　

今
日
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
は
海
外

の
大
学
や
博
物
館
の
研
究
者
と
の
学
術
交

流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
や
大

学
院
生
の
中
に
は
留
学
生
も
い
ま
す
。
屋

根
裏
か
ら
は
じ
ま
っ
た
知
は
、
世
界
へ
と

広
が
り
、
根
を
下
ろ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

渋
沢
敬
三
は
、
人
類
と
社
会
の
未
来
を

信
じ
、
夢
を
抱
く
人
々
を
支
援
し
育
て
る

こ
と
を
自
ら
の
喜
び
と
し
ま
し
た
。
銀
行

家
と
し
て
融
資
し
成
長
し
た
企
業
に
は
、

Ｕ
Ｂ
Ｅ
や
出
光
興
産
な
ど
、
今
も
続
く
も

の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
常
民
文

化
研
究
所
も
渋
沢
の
夢
の
一
つ
で
あ
り
、

学
問
を
志
す
者
が
集
う
場
で
す
。
卒
業
生

の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
研
究

所
の
活
動
を
温
か
く
見
守
り
、
ご
支
援
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
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宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部 

活
動
紹
介

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
部
長 　

脇
田　
幹

ボ
ク
シ
ン
グ
部
活
動
紹
介

ボ
ク
シ
ン
グ
部
主
将　

猪
瀬 

優
樹

　

神
奈
川
大
学
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
は
、

２
０
１
４
年
の
創
部
以
来
、
宇
宙
空
間

到
達
を
目
標
に
活
動
を
続
け
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
14
回
の

打
ち
上
げ
を
実
施
し
、到
達
高
10
・
１
㌔
、

飛
翔
速
度
マ
ッ
ハ
１
・５
を
記
録
、
高
度

お
よ
び
速
度
の
両
分
野
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
日
本
１
位
を
達
成
し
て

お
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
中
核
技
術
は
研
究
室
が

担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
ロ
ケ
ッ

ト
部
は
そ
の
研
究
を
支
え
る
場
合
が
多

い
で
す
。
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
が
独
自
に

開
発
し
た
機
器
を
発
展
さ
せ
た
も
の
が

搭
載
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
基
本
設

計
は
研
究
室
の
先
輩
方
が
行
い
、
私
た

ち
は
そ
れ
を
図
面
へ
と
書
き
起
こ
し
、

必
要
な
材
料
の
発

注
や
組
み
立
て
を
担

当
し
て
い
る
者
や
研

究
室
の
学
生
に
代
わ

り
燃
焼
試
験
の
指

揮
を
取
る
者
も
い
ま

す
。

　

ま
た
、
広
報
活

動
や
教
育
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。
２
０
２
５

年
夏
に
平
塚
博
物

　

私
た
ち
体
育
会
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
、

１
９
４
６
年
に
創
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る

部
活
動
で
す
。
現
在
部
員
は
三
十
人

で
、
全
国
大
会
や
関
東
大
学
ボ
ク
シ
ン

グ
リ
ー
グ
三
部
昇
格
を
目
標
に
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
活
動
場
所

は
７
号
館
地
下
１
階
で
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々

の
日
頃
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
実
戦
的
な

練
習
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
グ

戦
で
は
、
部
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
フ
ラ

イ
級
や
バ
ン
タ
ム
級
、
ラ
イ
ト
級
、
ラ

イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
、
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

の
五
人
が
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
戦
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
フ
ラ
イ
級
と
バ
ン
タ
ム

級
が
そ
れ
ぞ
れ
３
位
、
ラ
イ
ト
級
が
２

位
、
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
が
優
勝
と
い
う
成

績
を
収
め
、
大
学
と
し
て
は
総
合
３
位

と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
５
階
級
す
べ
て
で
の
優
勝
、
そ
し

て
そ
の
先
の
部
昇
格
戦
で
の
勝
利
を
目

標
に
、
部
員
一
同
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
女

子
選
手
も
活
躍
し
て
お
り
、
マ
ス
ボ
ク

シ
ン
グ
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

サ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
リ
ン
グ
な
ど
の
豊
富

な
練
習
器
具
に
恵
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、

実
績
あ
る
指
導
者
や
元
プ
ロ
ト
レ
ー

ナ
ー
が
在
籍
し
て
お
り
、
日
々
高
い
レ

館
で
開
催
さ
れ
た
「
湘
南
ロ
ケ
ッ
テ
ィ
ア
」

へ
出
展
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
中
高

生
向
け
の
教
育
目
的
で
使
用
で
き
る「
ペッ

ト
ボ
ト
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
開

発
に
も
取
り
組
み
、
宇
宙
や
工
学
へ
の
関

心
を
高
め
る
機
会
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
日
本
記
録
へ
の
挑
戦
を
続
け

な
が
ら
、
宇
宙
空
間
到
達
、
さ
ら
に
は

超
小
型
衛
星
の
軌
道
投
入
と
い
う
目
標

に
向
け
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
学
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
先

輩
方
の
歩
み
に
敬
意
を
払
い
、
そ
の
志

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
挑
戦
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

（
わ
き
た
・
か
ん
◎
建
築
学
部
建
築
学
科
２
年
）

ベ
ル
で
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
の
様
子
は
、
主
に

Instagram

に
て
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

練
習
風
景
や
試
合
の
様
子
な
ど
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

今
後
と
も
、
温
か
い
ご
支
援
・
ご
声

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
い
の
せ
・
ゆ
う
き
◎
法
学
部
法
律
学
科
４
年
）

課外活動課外活動

写真は2024年12月の打ち上げの様子。
高度10.05㌔、最高速度マッハ1.5を記録しました。

2025年度OB総会



放
送
研
究
会
Ｋ
Ｂ
Ａ
Ｓ活動

紹
介

神
奈
川
大
学
ジ
ャ
ズ
研
究
所

活
動
紹
介

放
送
研
究
会
学
生
代
表　

高
井　
逞

　
ジ
ャ
ズ
研
究
所
副
部
長
代
行

吉
田　
智
紀
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神
奈
川
大
学
ジ
ャ
ズ
研
究
所
で
す
。

私
た
ち
は
、
毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日

に
少
人
数
で
ジ
ャ
ズ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
々
の
ペ
ー
ス
で

練
習
を
行
い
、
日
々
の
活
動
で
演
奏
に

よ
り
刺
激
を
受
け
高
め
合
っ
て
い
く
の

が
、
普
段
の
活
動
で
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ　

Ｍ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｂｙ　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
」で
す
。

ジ
ャ
ズ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
自
由

さ
、
そ
れ
に
伴
う
創
造
力
に
よ
っ
て
自

分
た
ち
の
人
生
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
味
を
込
め

た
方
針
の
下
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
完

全
調
和
に
縛
ら
れ
ず
、
個
々
人
の
個
性

あ
る
演
奏
を
尊
重
し
つ
つ
、
巨
匠
た
ち

が
残
し
た
伝
統
を
学
び
、
自
分
た
ち
の

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
２
０
２
０
年
に

突
如
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
大
打
撃

を
受
け
、
そ
こ
か
ら
３
年
間
は
閉
じ
こ

も
っ
た
活
動
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
，
23
年
度
か
ら
他
大
学
と
の
交
流

を
増
や
す
な
ど
、
外
部
と
の
交
流
が
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
陵
会
の
協
力
も

あ
り
、
24
年
度
及
び
25
年
度
は
ピ
ア
ニ

　

私
た
ち
神
奈
川
大
学
放
送
研
究
会

Ｋ
Ｂ
Ａ
Ｓ
は
、
映
像
媒
体
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
制
作
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
演
技
を
は

じ
め
と
す
る
技
術
を
学
ぶ
台
詞
課
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
章
に
触
れ
、
時
に
は
学
内

イ
ベ
ン
ト
の
司
会
を
担
当
す
る
ア
ナ
ウ

ン
ス
課
、
ラ
ジ
オ
収
録
、
そ
の
配
信
を

ス
ト
の
Ｍａ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ　
Ｙａ
ｍ
ａ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ

さ
ん
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
演
奏
を
肌
で

感
じ
る
機
会
も
増
え
、
ジ
ャ
ズ
研
究
所

の
活
動
は
以
前
に
比
べ
、
よ
り
活
気
溢

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
港
以
来
国
際
都
市
と
し
て
栄
え
る

横
浜
で
の
ジ
ャ
ズ
研
究
所
の
活
動
は
、

現
代
の
私
た
ち
が
な
か
な
か
触
れ
ら
れ

な
い
よ
う
な
芸
術
と
出
会
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
よ
し
だ
・
と
も
き
◎
経
済
学
部
経
済
学
科
４
年
）

課外活動課外活動

放送研究会の仲間

ジャズ研究所の仲間たち

行
う
ラ
ジ
オ
課
、
動
画
編
集
な
ど
を
学
ぶ

技
術
課
に
分
か
れ
、
日
々
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
極
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
創
り
上
げ

た
作
品
を
年
に
１
～
２
回
開
催
さ
れ
る
番

組
発
表
会
と
い
う
場
で
発
表
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
２
月
23
日
に
番
組
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
活
動
は
、
経
験
者
だ
け

で
な
く
興
味
が
あ
る
と
い
う
だ
け
だ
っ
た

未
経
験
者
も
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
ま
わ

り
の
部
員
た
ち
と
共
に
高
め
あ
え
る
環
境

が
整
っ
て
お
り
ま
す
。
映
像
作
品
制
作
に

興
味
が
あ
る
方
、
普
段
の
喋し
ゃ
べり
に
自
信
が

持
て
な
い
方
、
ラ
ジ
オ
収
録
を
や
っ

て
み
た
い
方
は
是
非
放
送
研
究
会
Ｋ

Ｂ
Ａ
Ｓ
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

（
た
か
い
・
た
く
ま
◎経

済
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
年
）
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『コンメンタール借地借家法［第４版］』

　

本
書
は
、
稲
本
洋
之
助
（
東
大

教
授
）
先
生
が
１
９
８
０
年
代
に

若
手
研
究
者
を
集
め
て
東
大
内
に

組
織
し
た
「
不
動
産
賃
貸
借
研
究

会
」
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
借
地

借
家
法
の
標
準
的
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
と
し
て
１
９
９
３
年
刊
行
以
来

版
を
重
ね
、
現
在
４
版
４
刷
と
な
っ

て
い
る
。
私
は
、
１
条
～
５
条
、

９
条
、
38
条
、
附
則
の
注
釈
を
担

当
し
て
い
る
が
、
特
に
、
38
条
の

注
釈
に
お
い
て
、
定
期
借
家

契
約
の
成
立
要
件
と
し
て
の

説
明
書
面
は
契
約
書
だ
け
で

十
分
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、

私
は
契
約
書
と
別
個
の
書
面
を

要
す
る
と
主
張
し
、
最
高
裁
は

私
の
説
を
採
用
し
た
（
最
判
平

24
・
９
・
13
）。
ま
た
、
稲
本
先

生
の
担
当
部
分
の
改
訂
を
「
藤
井

君
頼
む
よ
」
と
言
わ
れ
、
緊
張
し

な
が
ら
改
訂
作
業
を
し
た
の
も
良

い
想
い
出
で
あ
る
。（
藤
井
）

藤井俊二ら14名執筆
日本評論社刊　5,300円（税別）

著者◎藤井俊二 1971 年神奈川大
学法律学科卒

宮陵会理事
創価大学名誉教授

日本地籍学会理事長

卒
業
生
の
本
（
自
費
出
版
物
を
含
む
）
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

　
著
者
の
紹
介
文
（
3
0
0
字
以
内
）
を
添
え
広
報
委
員
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。
『
宮
陵
』
（
年
1
回
5
月
発
行
）
か
『
宮
陵
会
報
』
（
年
2
回
8
月
、
12
月
発

行
）
の
い
ず
れ
か
で
紹
介
。
原
稿
は
手
直
し
（
抜
粋
）
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
卒
業
年
・
学
科
、
連
絡
先
（
固
定
電
話
、
携
帯
電

話
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
書
い
て
、
著
書
と
一
緒
に
お
送
り
く
だ
さ
い

課外活動課外活動

横
浜
蒼そ

う

碧へ
き

法
律
会
の
活
動
紹
介

横
浜
蒼
碧
法
律
会 

２
０
２
５
（
令
和
７
）年
度
代
表

塚
原　
瞭

　

平
素
よ
り
横
浜
蒼
碧
法
律
会
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
横
浜
蒼
碧
法
律
会
は
、

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
創
立
し
、

法
律
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
部
員

た
ち
が
主
体
性
や
協
調
性
を
身
に
着
け

る
た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
蒼
法
会
は
部
員
数
が
20
人

ほ
ど
で
、
活
動
も
特
に
決
ま
っ
た
活
動

日
は
な
く
不
定
期
開
催
と
い
う
形
で
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
４
月
の
新
入
部
員

の
勧
誘
活
動
に
力
を
入
れ
、
さ
ら
に
活

動
日
も
週
に
２
回
、
決
ま
っ
た
曜
日
に

行
う
な
ど
頻
度
も
増
や
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
約
40
人
の
新
入
部
員
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
以
前
よ
り
も
一
層
活
気

の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
仲
間
が
増
え
た
こ
と
で
活
動
の
幅
が

広
が
り
、
以
前
の
蒼
法
会
で
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
な
大
人
数
で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
勉
強
会
で
、
互
い
に
学

習
内
容
の
共
有
を
行
う
な
ど
、
蒼
法
会

が
単
な
る
「
学
習
の
場
」
で
は
な
く
、

学
び
と
交
流
を
両
立
さ
せ
た
「
成
長
の

場
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
昨
年
８
月
に
は
、
湘
南
の
海
岸

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
花
火
を
行
い
、
普

段
の
活
動
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
部
員
同

士
の
親
睦
を
よ
り
一
層
深
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
合
宿
な

ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
部
活
を
引
き
継
い
で
く
だ
さ
っ

た
先
輩
方
を
は
じ
め
、
活
動
に
ご
協
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
今
後

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
横
浜
蒼
碧
法
律
会
の
活
動
に

な
に
と
ぞ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
つ
か
は
ら
・
り
ょ
う
◎
法
学
部
法
律
学
科
４
年
）令和7年度第1回目の活動風景
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教
室
を
飛
び
出
し
、
地
域
や
社
会
に
も
活
動
範
囲
を
広
げ
、
現
場
か
ら
つ
か
み
取
る
「
か
け
が
え
の
な
い
経
験
」
に
挑
む

教
室
を
飛
び
出
し
、
地
域
や
社
会
に
も
活
動
範
囲
を
広
げ
、
現
場
か
ら
つ
か
み
取
る
「
か
け
が
え
の
な
い
経
験
」
に
挑
む

国国
際際
日
本
学
部
の
平
山
昇
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。
そ
の
活
動
の
様
子
を
ゼ
ミ
生
か
ら
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
学
部
の
平
山
昇
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。
そ
の
活
動
の
様
子
を
ゼ
ミ
生
か
ら
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。��

（
編
集
部
）

（
編
集
部
）

2
0
2
5
年
度
（
26
年
3
月
）

国
際
日
本
学
部
国
際
文
化
交
流
学
科
卒
業

原
田 

修
平

　

平
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
す
。
私
た
ち
は
25

年
9
月
24
日
、
国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一

郎
代
表
に
よ
る
ゼ
ミ
主
催
の
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
な
ぜ
企
画
し
た
か
と
い
う

と
「
神
奈
川
大
学
で
政
治
に
つ
い
て
議
論

す
る
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
神
大
に
は

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
政
治
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
学
び
の
場
で
あ
る
大
学

で
、
日
本
の
未
来
を
担
う
学
生
が
政
治
を

議
論
す
る
場
が
な
い
の
は
お
か
し
い
。
そ

こ
で
、
政
治
家
の
な
か
で
も
特
に
若
者
に

人
気
の
あ
っ
た
玉
木
氏
に
講
演
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
約
３
０
０
人
の
学
生
や
教
職
員

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

希
望
者
全
員
に
マ
イ
ク
を
渡
せ
な
い
ほ
ど

多
く
の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
玉
木
氏

も
「
政
治
サ
ー
ク
ル
を
作
れ
ば
い
い
じ
ゃ

ん
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

実
施
す
る
に
は
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く

大
変
で
し
た
が
、
講
演
会
終
了
後
の
参
加

者
の
満
足
そ
う
な
様
子
を
み
て
、
本
当
に

■■
な
ぜ
政
治
家
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
し
た
か
。

■〝
九
人
九
色
〟四
国
へ
の
挑
戦
。

良
か
っ
た
な
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し

た
。
今
後
の
日
本
の
た
め
に
も
、
神
大
で

政
治
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

国
際
日
本
学
部
国
際
文
化
交
流
学
科
4
年

諸
田 

実
花

　

平
山
ゼ
ミ
3
年
生
の
9
人
は
昨
夏
、

ゼ
ミ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
四
国
遍
路
の

一
人
旅
に
挑
み
ま
し
た
。
最
大
の
特
徴
は

「
ゼ
ミ
生
9
人
全
員
が
異
な
る
ル
ー
ト
で

四
国
に
上
陸
し
、
巡
礼
を
行
う
」
と
い
う

極
め
て
過
酷
で
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
で
す
。

　

与
え
ら
れ
た
条
件
は
、
①
上
陸
す
る

際
は
フ
ェ
リ
ー
の
み
を
使
い
四
国
に
渡
る

②
ゼ
ミ
生
一
人
一
人
が
航
路
を
調
べ
、
点

在
す
る
港
を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
自
分
だ

け
の
道
筋
を
立
て
る
︱
と
い
う
も
の
で
、

ま
さ
に
未
知
へ
の
挑
戦
で
し
た
。
一
人
旅

が
初
め
て
と
い
う
学
生
も
い
ま
し
た
。
1

人
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
み
、
海
を
越
え
て

四
国
の
地
に
降
り
立
っ
た
瞬
間
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
旅
へ
の

期
待
と
全
て
を

自
力
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

責
任
感
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

道
中
、
ゼ
ミ
生

同
士
で
連
絡
を

取
り
合
い
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
別
の
場
所
で

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
励
み
に
、
一
歩
一

歩
巡
礼
地
を
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
じ
制
約
の
中
で
、
い

か
に
自
分
ら
し
い
最
適
解
を
見
つ
け
実

行
す
る
か
と
い
う
「
構
想
力
」
や
「
決

断
力
」
、
そ
し
て
「
完
遂
力
」
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人
旅
で
あ
り
な
が

ら
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と
見
え
な
い
絆
で
つ
な

が
っ
て
い
た
「
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
特
別

な
夏
休
み
」
に
な
り
ま
し
た
。

『四国遍路ひとり旅』
　私たち平山ゼミ４期生は、昨年の夏
に四国一人旅をしてきました。本書は、
その旅の体験談を１冊にまとめたエッ
セイ集です。本書は販売を目的とせず、
ゼミでの記録用として自費出版しまし
た。野宿やヒッチハイクといった無謀な

挑戦をしたゼミ生も
おり、それぞれが自
分の旅と向き合い、
感じたこと、考えた
こと、九人九色の旅
の模様をありのまま
に綴っています。

平山ゼミ関連本の紹介

『大学的神奈川ガイドこだわりの歩き方』
（国際日本学部平山昇教授著。昭和堂刊）

　観光、地理、考古、民俗、歴史、農と
いった領域の研究者が、新鮮な視点で
神奈川を紹介。研究者はもちろん、吉
原勇樹氏（神大職員）の撮影写真や現
役学生たちのコラムも掲載するなど、
神大の総力を結集したユニークな本。

熱気ある講演会終了後に国民民主党代表・玉木氏と平山ゼミ生で記念撮影

四国遍路で訪れた香川県の善通寺

国際日本学部　平山ゼミ



KYU-RYO　58

リ
ー
部
員
が
、
的
代
わ
り
の
風
船
を
次
々

と
割
っ
て
い
く
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
た
記
憶
の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
実
演
が
で
き
な

い
と
、
な
か
な
か
勧
誘
が
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。
そ
の
結
果
、
部
員
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
大
学
か
ら
始
め
る
の

が
一
般
的
で
す
。
努
力
次
第
で
4
年
間
で

イ
ン
カ
レ
な
ど
に
出
場
で
き
る
レ
ベ
ル
に

到
達
で
き
ま
す
。
大
学
に
入
り
、
ス
ポ
ー

ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
人
に

は
、
う
っ
て
つ
け
の
競
技
な
の
で
す
。

　

大
学
で
心
機
一
転
、
新
た
な
挑
戦
を
し

た
い
。
そ
ん
な
希
望
を
胸
に
入
学
す
る
学

生
に
、
多
様
な
選
択
肢
を
提
示
す
る
魅
力

あ
る
神
大
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
運
動
系
、

文
化
系
を
問
わ
ず
、
注
目
を
浴
び
る
こ
と

も
少
な
く
、
地
道
に
活
動
し
て
い
る
団
体

の
支
援
を
大
学
に
は
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

レ
ビ
番
組
、
中
村
雅
俊
さ
ん
主
演
の
「
俺

た
ち
の
旅
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
勉
強

を
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
私
に
温
か
く
接
し

て
く
れ
た
同
じ
学
科
の
友
人
は
、
中
村
雅

俊
さ
ん
と
同
じ
高
校
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

「
中
村
雅
俊
さ
ん
は
よ
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

練
習
を
し
て
い
た
な
ぁ
～
」
と
言
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
支
え
で
、
こ
の
よ
う
に
大
学
で
過
ご

し
た
４
年
間
を
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
た
懇
親
会
は
、
本
当
に
嬉
し
い
も
の

で
し
た
。

新
た
な
挑
戦
を
始
め
る

学
生
に
多
様
な
選
択
肢
を

千
葉
県
　
岩
瀬　

学（
61
歳
）

1
9
8
8（
昭
和
63
）年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

鮮
明
に
学
生
時
代
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た

香
川
県
　
山
本　

達
夫（
76
歳
）

１
９
７
４（
昭
和
49
）年
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業

大
相
撲
観
戦

愛
知
県
　
大
洲　

守
生（
68
歳
）

1
9
8
3（
昭
和
58
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

　

か
つ
て
私
が
所
属
し
て
い
た
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
が
廃
部
に
な
る
と
、
昨
年
Ｏ
Ｂ
会

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
部
員

数
も
減
少
し
活
動
が
思
わ
し
く
な
い
こ
と

は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
廃
部
に

な
る
ま
で
深
刻
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

わ
が
部
は
１
９
６
８
年
に
発
足
。
70
年

代
後
半
か
ら
80
年
代
前
半
に
最
も
隆
盛
を

誇
り
、
日
体
大
や
慶
応
大
と
肩
を
並
べ
る

実
力
で
、
関
東
学
生
リ
ー
グ
で
最
高
成
績

は
１
部
２
位
で
し
た
。
私
が
4
年
生
の
87

年
は
、
1
部
５
位
で
辛
う
じ
て
２
部
と
の

入
れ
替
え
戦
を
制
し
て
1
部
残
留
。
最
低

限
の
結
果
に
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
紆
余
曲
折
あ
っ
た
も
の
の
決

定
的
な
転
機
は
や
は
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。

学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
4
月
の
新
入
部
員
の

勧
誘
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
と
い
う
マ
イ
ナ
ー
競
技
で
は
、
ま
ず

見
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
つ
て
春
先
に
校
舎
の
中
庭
で
、ア
ー
チ
ェ

　

香
川
県
宮
陵
会
総
会
と
懇
親
会
が
1
月

3
日
、
高
松
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

母
校
神
奈
川
大
学
と
宮
陵
会
か
ら
来
賓
と

し
て
二
人
が
来
ら
れ
た
。
会
場
に
は
テ
レ

ビ
の
大
型
画
面
に
箱
根
駅
伝
で
力
走
す
る

選
手
の
姿
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。
席
上
、

横
浜
専
門
学
校
（
神
奈
川
大
学
の
前
身
）

出
身
で
活
躍
す
る
彫
刻
家
・
速
水
史
朗
先

　

私
は
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら
、
大
の

相
撲
好
き
。
当
時
の
横
綱
は
、
柏
戸
や
大

鵬
、
栃
ノ
海
、
佐
田
の
山
で
あ
っ
た
が
、

大
鵬
の
強
さ
は
際
立
っ
て
い
た
。
今
で
も

私
の
耳
に
、「
大
鵬
の
勝
ち
、
大
鵬
の
勝

ち
」
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
大
き
な
声
を
出

し
て
い
た
の
が
記
憶
に
残
る
。
本
場
所
を

観
戦
し
た
い
と
い
う
夢
を
ず
っ
と
持
ち
続

け
て
い
た
が
、
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ

た
。
つ
い
に
神
奈
川
大
学
入
学
後
そ
の
時

は
や
っ
て
き
た
。
横
浜
に
住
む
よ
う
に
な

り
、
東
京
で
は
年
３
回
本
場
所
が
開
催
さ

れ
、
私
の
郷
里
、
愛
知
県
に
比
べ
、
観
戦

の
チ
ャ
ン
ス
は
多
い
。
初
め
て
東
京
台
東

区
の
蔵
前
国
技
館
へ
行
っ
た
時
の
こ
と

は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
。
当
時
の
横
綱
は
、
輪
島

や
北
の
湖
。
鬢び
ん

付
け
油
の
匂
い
が
漂
い
、

両
力
士
が
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
、
大
き
な
音

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は60 頁） 卒

業
生
の

声

生
の
白
寿
の
お
祝
い
が
あ
り
、
出
席
者
全

員
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
演
奏
で
は
、
若
い
こ
ろ
を
思

い
出
さ
せ
る
懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

何
と
！
出
席
さ
れ
た
役
員
の
中
に
、
ハ

マ
シ
ョ
ー
さ
ん
こ
と
浜
田
省
吾
さ
ん
と
同

じ
下
宿
だ
っ
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
、
驚
き

ま
し
た
。
久
し
振
り
に
会
う
皆
さ
ま
と

美
味
し
い
お
酒
や
料
理
を
戴
き
な
が
ら
楽

し
い
会
話
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。
４
年
間

お
世
話
に
な
っ
た
六
角
橋
で
の
学
生
時
代

の
、
あ
の
当
時
の
色
ん
な
思
い
出
が
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
来
賓
か
ら
大
学
の
様
子

や
陸
上
部
の
お
話
も
伺
う
こ
と
が
で
き
、

讃
岐
に
住
む
私
に
は
と
て
も
新
鮮
な
も
の

で
し
た
。

　

私
は
学
生
時
代
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
里
に
戻
っ
て
か

ら
は
、
山
里
で
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
、
今
年
で
38
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
12
回
、毎
年
１
月
、東
京
の
代
々

木
で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
リ
ュ
ッ
ク
に
日
の
丸
を
付
け
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
、
ス
ペ
イ
ン
ま
で
た

ど
り
着
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た

こ
と
を
含

め
、
会
場

で
は
親
し

く
歓
談
し

ま
し
た
。

　

若
い
頃

に
よ
く
観

て
い
た
テ

学生時代に訪れたマドリードで（昭和48年12月）
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が
し
、
迫
力
満
点
。
テ
レ
ビ
観
戦
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
発
見
で
き

た
。
以
後
、
卒
業
ま
で
毎
場
所
、
蔵
前
国

技
館
へ
通
っ
た
。卒
業
後
、愛
知
県
に
戻
っ

た
私
で
す
が
、
名
古
屋
は
毎
場
所
、
両
国

国
技
館
へ
は
５
回
、
大
阪
に
は
隔
年
、
福

岡
へ
も
１
回
相
撲
観
戦
へ
行
っ
て
き
た
。

40
歳
を
超
え
て
か
ら
は
本
場
所
観
戦
へ
は

足
が
遠
の
い
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
は
名
古
屋
場
所
が
愛
知

県
体
育
館
か
ら
、
Ｉ
Ｇ
ア
リ
ー
ナ
に
会
場

変
更
と
な
り
、
久
々
に
現
地
観
戦
し
た
。

私
は
力
士
の
写
真
を
撮
り
、
今
は
廃
刊
と

な
っ
た
読
売
新
聞
社
発
行
の
「
大
相
撲
」

の
読
者
の
グ
ラ
ビ
ア
に
写
真
を
送
り
、
数

多
く
採
用
し
て
戴
い
た
。
相
撲
に
関
す
る

書
籍
や
雑
誌
は
大
学
時
代
か
ら
購
入
し
、

大
量
に
所
持
し
て
い
る
。「
本
場
所
を
観
戦

し
た
い
が
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
」
と
い

う
話
し
を
と
き
お
り
聞
く
が
、
一
度
本
場

所
を
観
戦
す
る
と
相
撲
の
魅
力
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
ま
だ
本
場
所
に
行
っ
た
こ
と

の
な
い
方
に
は
、
観
戦
を
お
勧
め
し
ま
す
。

欧
州
訪
問
に
つ
い
て

広
島
県
　
中
村　

利
夫（
78
歳
）

1
9
7
1（
昭
和
46
）年
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

今
を
ど
う
生
き
る
か

京
都
府
　
櫻
井　

秀
之（
71
歳
）

1
9
7
8（
昭
和
53
）年
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

　

50
歳
（
１
９
９
７
年
）
の
頃
に
海
外
研

修
で
赴
い
た
欧
州
訪
問
に
つ
い
て
雑
感
を

述
べ
た
い
。

◇
ド
イ
ツ
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

市
内
視
察
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
内
の
ど
こ
の

歩
道
に
も
ゴ
ミ
が
散
在
し
て
い
な
い
の
に

は
驚
か
さ
れ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
い
え
ば
、

ま
ず
ビ
ー
ル
。
新
市
庁
舎
の
か
ら
く
り
時

計
を
見
な
が
ら
、
ま
ず
は
乾
杯
。
ビ
ー
ル

グ
ラ
ス
に
は
量
を
示
す
線
が
入
っ
て
い
て
、

き
っ
ち
り
こ
こ
ま
で
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
決
ま
り
。
さ
す
が
合
理
的
な
国
の
ド

イ
ツ
に
ま
た
ま
た
感
激
し
、
も
う
一
杯
。

◇
イ
タ
リ
ア
（
ベ
ネ
チ
ア
）　

水
の
都
ベ

ネ
チ
ア
。
ベ
ネ
チ
ア
の
中
心
広
場
は
、
さ

す
が
に
か
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
世
界
で
も
っ

と
も
美
し
い
客
間
と
称
え
た
の
に
相
応
し

い
。
や
は
り
イ
タ
リ
ア
と
い
え
ば
、
ス
パ

ゲ
テ
ィ
と
ピ
ザ
。
イ
カ
墨
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ

と
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
ピ
ザ
を
食
す
る
。
そ
の

お
い
し
さ
に
感
激
し
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン

で
乾
杯
。
か
つ
て
、
ベ
ネ
チ
ア
の
商
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
こ
の
町
を
通

過
し
、
そ
の
伝
統
を
作
り
上
げ
て
き
た
の

を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。

◇
イ
タ
リ
ア
（
ロ
ー
マ
）　

永
遠
の
都
ロ
ー

マ
。
ロ
ー
マ
と
い
え
ば
、
映
画
「
ロ
ー
マ

の
休
日
」が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
。
オ
ー

ド
リ
ー
扮
す
る
ア
ン
王
女
が
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
片
手
に
現
れ
る
の
が
ス
ペ
イ
ン

広
場
。
ス
ペ
イ
ン
階
段
を
歩
く
姿
は
、
魅

力
的
で
新
鮮
だ
っ
た
。
そ
の
ス
ペ
イ
ン
広

場
は
修
復
後
、
飲
食
禁
止
と
な
っ
た
の
で
、

ト
レ
ビ
の
泉
近
く
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
ほ
お
張
り
、
ト
レ
ビ
の
泉
に
、
日
本
の

硬
貨
を
投
げ
入
れ
、
旅
の
安
全
を
祈
っ
た
。

◇
イ
ギ
リ
ス
（
ロ
ン
ド
ン
）　

リ
ー
ジ
ェ
ン

ツ
・
パ
ー
ク
散
策
。
ロ
ン
ド
ン
一
美
し
い

公
園
と
の
こ
と
。
公
園
内
で
、
ス
テ
ッ
キ

を
持
っ
た
初
老
の
紳
士
を
始
め
と
し
て
、

家
族
連
れ
と
す
れ
違
っ
た
際
に
、「
モ
ー
ニ

ン
グ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
思

わ
ず
「
モ
ー
ニ
ン
グ
」。
さ
す
が
紳
士
の
国

イ
ギ
リ
ス
、
朝
か
ら
気
分
が
い
い
。
そ
れ

に
し
て
も
「
モ
ー
ニ
ン
グ
」、「
ソ
ー
リ
ー
」、

「
サ
ン
キ
ュ
ウ
」が
自
然
と
で
て
く
る
国
だ
。

　

神
大
に
入
学
す
る
と
大
学
紛
争
、
卒
業

時
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
あ
り
ま
し
た

が
、
学
生
時
代
に
良
き
先
輩
に
恵
ま
れ
た

こ
と
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
多
く
の
友

人
と
の
出
会
い
が
、
今
を
生
き
る
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。

　

卒
業
後
は
、
埼
玉
と
京
都
府
で
教
職
に

就
き
、
荒
れ
た
学
校
の
改
善
に
全
力
投
球

し
、落
ち
着
い
た
ら
退
職
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
有
機
肥
料
に
こ
だ
わ
っ
て
米
農

家
を
し
て
い
ま
す
。
肥
料
代
は
普
通
の
倍

か
か
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
お
い
し
い

と
好
評
で
す
。
農
繁
期
の
合
間
や
秋
に
か

見
習
う
必
要
が
あ
る
。

◇
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
）　

パ
リ
の
凱
旋
門
。

半
径
１
２
０
㍍
の
円
形
大
広
場
の
中
央
に

そ
び
え
立
つ
凱
旋
門
の
屋
上
に
上
る
。
計

12
本
の
大
通
り
が
放
射
線
状
に
延
び
て
い

る
。
そ
れ
に
し
て
も
車
の
出
入
り
が
こ
こ

を
中
心
と
し
て
回
っ
て
お
り
、
目
ま
ぐ
る

し
く
動
い
て
い
る
。
よ
く
事
故
が
起
き
な

い
も
の
だ
。
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
。
有
名

ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
軒
を
連
ね
る
。
こ
の
通
り

は
、「
女
性
は
目
に
毒
、
男
性
は
気
の
毒
」

と
の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
納
得
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

『
宮
陵
会
報
』（
№
１
２
１
）
の
14
頁
「
卒
業
生
の
声
」

の
中
村
利
夫
様
の
「
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
法
学

部
法
律
学
科
卒
業
」
と
あ
る
は
間
違
い
で
し
た
。
正

し
く
は
「
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
工
学
部
応
用
化

学
科
卒
業
」
で
す
。�

宮
陵
会
広
報
委
員
会

け
て
、
西
国
三
十
三
ケ
所
巡
り
（
西
国

三
十
三
所
観
音
巡
礼
）
を
し
て
、
過
去
の

御
礼
、
現
在
の
感
謝
、
未
来
の
お
願
い
を

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
3
回
お
参
り
し
ま

し
た
。今
年
は
四
国
八
十
八
カ
所
巡
り（
四

国
八
十
八
箇
所
巡
礼
）
に
挑
戦
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

日
頃
は
、
小
学
校
に
通
う
孫
た
ち
と
田

舎
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
、楽
し
く
見
守
り
隊
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
あ
る
幼
稚
園
の
副
理
事
長

と
し
て
芋
掘
り
体
験
や
夏
祭
り
な
ど
の
行

事
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
今
の
課
題
は

園
児
数
の
減
少
で
、
以
前
は
２
０
０
人
を

超
え
た
の
が
今
は
１
５
０
人
に
減
り
、
少

子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で

す
。
1
人
で
も
多
く
の
園
児
に
通
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
幼
稚
園
を
「
こ
ど
も
園
」

に
し
て
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
魅
力

あ
る
園
づ
く
り
に
向
け
活
動
中
で
す
。

　
「
村
の
将
来
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上

げ
、
若
い
人
た
ち
と
村
の
将
来
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。残
り
の
人
生
、

今
を
ど
う
前
向
き
に
生
き
る
か
。
た
だ
い

ま
奮
闘
中
で
す
。

推
し
活

福
岡
県
　
貞
方　

康
伸（
64
歳
）

1
9
8
5（
昭
和
60
）年
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
重
点
強
化
部
っ
て

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
績
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学
業
と

ス
ポ
ー
ツ
を
両
立
し
た
「
学
生
ア
ス
リ
ー

ト
」の
育
成
に
注
力
し
て
い
る
部
活
動（
団

体
）
で
す
。
神
奈
川
大
学
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
、
き
め
細
や
か
な
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創
設
者
の
想
い
を
考
え
る

神
奈
川
県
　
久
米　

信
行（
76
歳
）

1
9
7
4（
昭
和
49
）年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

指
導
と
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

重
点
強
化
部
と
聞
く
と
「
陸
上
競
技
部

（
駅
伝
チ
ー
ム
）」
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

「
水
泳
部
」「
硬
式
野
球
部
」「
サ
ッ
カ
ー

部
」「
レ
ス
リ
ン
グ
部
」「
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
」「
ス
ケ
ー
ト
部
」
を
含
め

合
計
7
団
体
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
生
、
小
学
3
年
生
（
10
歳
）
か
ら
水

泳
を
始
め
、
選
手
と
し
て
大
会
に
出
場
し

続
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
「
水
泳
部
」
に

愛
着
を
感
じ「
推
し
活
」し
て
い
ま
す
。（
大

学
生
時
代
は
、
帰
宅
部
で
し
た
。
笑
）

　

水
泳
部
は
「
競
技
者
で
あ
る
前
に
人
格

者
で
あ
れ
」
と
い
う
理
念
の
下
、
ま
ず
は

人
材
育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
や

25
㍍
屋
内
プ
ー
ル
と
い
う
練
習
環
境
で
あ

り
な
が
ら
「
２
０
２
５
年
度
日
本
学
生
選

手
権
水
泳
競
技
大
会（
イ
ン
カ
レ
）」
で
女
子

総
合
優
勝
2
連
覇
を
達
成
さ
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

選
手
の
努
力
に
加
え
、
舟
橋
監
督
を
は

じ
め
ス
タ
ッ
フ
陣
の
指
導
力
の
賜
物
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
や

50
㍍
屋
内
プ
ー
ル
の
練
習
環
境
を
整
備
頂

く
こ
と
に
期

待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ま
も

推
し
の
「
部

活
動
」
を
見

つ
け
学
生
と

共
に
喜
び
、

感
動
を
分
か

ち
合
わ
れ
て

は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
小
生

は
「
推
し
活
」
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
と
共

に
「
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
」
や
「
日

本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
（
イ
ン
カ

レ
）」
な
ど
の
大
会
に
駆
け
付
け
、
学
生
と

共
に
喜
び
、
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

水
泳
部
だ
け
で
な
く
全
て
の
部
活
動
の

活
躍
に
期
待
し
、
陰
な
が
ら
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

佐賀合宿中の水泳部の学生たちと（前列中央が筆者）

　

私
は
神
奈
川
大
学
の
創
設
者
米
田
吉

盛
先
生
を
知
ら
な
い
。
記
憶
で
は
遠
く
か

ら
一
度
見
た
だ
け
で
あ
る
。
１
９
７
５

（
昭
和
50
）
年
に
神
奈
川
大
学
に
奉
職
し

て
、
教
務
課
そ
し
て
財
務
課
に
勤
務
。
そ

の
間
米
田
先
生
を
見
た
と
記
憶
し
て
い

る
の
は
、
遠
く
か
ら
の
た
っ
た
1
回
の
記

憶
だ
け
で
あ
る
。

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
入
学
し
た
と

き
に
は
、
す
で
に
米
田
先
生
は
学
生
運
動

の
波
を
受
け
、
そ
の
渦
中
で
辞
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
学

生
運
動
は
す
さ
ま
じ
く
学
生
同
士
の
争

い
、
学
生
に
よ
る
教
員
の
吊
し
上
げ
は
日

常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

被
っ
た
学
生
が
闊
歩
す
る
学
内
で
は
、
米

田
先
生
の
こ
と
や
先
生
が
辞
め
ら
れ
た

理
由
を
公
然
と
聞
け
る
雰
囲
気
は
な
く
、

む
し
ろ
は
ば
か
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
50

年
代
の
終
わ
り
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
、

よ
う
や
く
学
生
運
動
も
落
ち
着
き
、
学
校

全
体
が
穏
や
か
に
な
っ
て
き
て
か
ら
は
、

大
学
の
改
革
や
財
政
改
革
へ
の
取
り
組

み
も
進
み
、附
属
学
校
の
設
立
、平
塚
キ
ャ

ン
パ
ス
の
設
置
、
短
大
・
二
部
（
夜
間
部
）

の
廃
止
、
恒
常
的
定
員
増
、
そ
し
て
新
学

科
設
置
や
大
学
院
研
究
科
増
設
と
、
大
学

の
再
生
が
進
ん
で
き
た
。

　

時
代
が
平
成
に
移
っ
た
後
も
、
大
学
設

立
70
周
年
そ
し
て
80
周
年
に
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
の
進
む
中
、
基
本
と
な

る
大
学
創
立
の
理
念
も
見
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
や
は
り
創
立
者
で

あ
る
米
田
先
生
に
光
が
あ
た
る
こ
と
に
な

り
、
先
生
は
何
を
考
え
、
ど
う
い
う
大

学
を
作
り
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
学
生
を

世
に
送
り
た
か
っ
た
か
は
、
そ
の
頃
か
ら

作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
物
で
理
解
が

深
ま
っ
て
き
た
。
や
が
て
、
大
学
を
創
設

し
て
経
営
半
ば
に
し
て
辞
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
思
い
は
、そ
の
後
の
経
営
者
に
よ
っ

て
、
２
０
２
１
（
令
和
3
）
年
国
際
を
意

識
し
た
「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
で
き
た
こ
と
に
引
き
継
が
れ
た
と
私
は

感
じ
た
。
そ
し
て
こ
の
設
置
は
、
米
田
先

生
が
当
初
か
ら
貿
易
学
科
を
置
き
英
語
教

育
に
力
を
注
い
で
、
国
際
感
覚
に
富
む
人

材
育
成
を
目
指
し
た
集
大
成
で
あ
る
と
考

え
て
し
ま
う
。
新
キ
ャ
ン
パ
ス
や
六
角
橋

キ
ャ
ン
パ
ス
を
統
合
し
た
神
奈
川
大
学
の

再
編
に
よ
り
、
そ
の
後
の
先
生
方
そ
し
て

学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
が
聞
こ
え
て
く

る
中
、
今
は
神
大
を
退
職
し
て
宮
陵
会
に

籍
を
置
く
身
と
は
な
っ
た
が
、
新
た
な
米

田
先
生
の
息
吹
を
感
じ
て
他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
創
設
者
の
思
い
を
考
え
れ

ば
考
え
る
ほ
ど
、
何
か
義
務
感
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
て
し
ま
う
が
、
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
最
低
限
出
来
る
こ

と
と
し
て
、
今
後
、
神
大
が
ど
の
よ
う
に

変
遷
し
、ど
の
よ
う
に
実
っ
て
い
く
の
か
。

同
窓
会
の
一
員
と
し
て
、
見
守
り
そ
し
て

応
援
は
し
て
い
き
た
い
。
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②KUマーク入りトートバック
（縦360mm×横296mm×マチ11.8mm）　10名

《応募方法》　はがきにご希望の賞品（①か②）を書いて、名前、郵便番号、
住所、電話（携帯）番号、メールアドレス、卒業年・学科、
今号（『宮陵』No75 号）の感想も書いて、宮陵会「読者
プレゼント係」へ

《締め切り》　26（令和8）年6月19日（金）＝消印有効。当選者（抽選）
の発表は、賞品の発送（7月上旬）をもって代えさせて
いただきます。

▼ご投稿、読者プレゼントの送付先
〒221-0802 横浜市神奈川区六角橋３－27－１
神奈川大学宮陵会のそれぞれの係まで。ご投稿の場合はメール
（kyuryou-kouhou@kanagawa-u.ac.jp）でもできます。
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読者から寄せられた読者から寄せられた
『宮陵会報』『宮陵会報』

（No121号、２５年12月（No121号、２５年12月
発行）の感想（抜粋）発行）の感想（抜粋）

○
先
輩
方
の
ご
活
躍
を
読
ん
で
、
今
年
社

会
人
3
年
目
と
な
っ
た
自
分
も
仕
事
に

邁
進
し
よ
う
と
、
気
持
ち
を
新
た
に

で
き
た
。�

（
神
奈
川
県
　
男
性
）

○
卒
業
生
の
声
を
拝
見
し
、
自
身
の
学
生

時
代
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
な
り

ま
し
た
。�

（
秋
田
県
、
男
性
）

○
卒
業
生
の
声
で
、
昭
和
40
年
代
の
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
を
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た�

。
（
長
崎
県
、
男
性
）

○
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
、
無

料
法
律
相
談
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。�

（
神
奈
川
県
、
男
性
）

○
毎
号
、
卒
業
生
の
活
躍
や
卒
業
生
の
声

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い

六
角
橋
商
店
街
の
思
い
出
を
浮
か
べ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

（
東
京
都
　
男
性
）

○
「
声
援
が
む
す
ぶ
香
川
県
観
音
寺
の
縁

と
き
ず
な
」
の
ペ
ー
ジ
を
じ
っ
く
り
読

ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。（

香
川
県
　
男
性
）

○
い
つ
も
な
が
ら
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
目
線
に

気
配
り
し
、
多
角
的
に
編
集
さ
れ
て
い

る
。
内
田
会
長
の
文
章
で
、
創
立
記

念
日
を
初
め
て
知
っ
た
。
在
校
生
の
活

躍
に
い
つ
も
ニ
ッ
コ
リ
。
卒
業
生
の
声

欄
に
、
「
そ
う
そ
う
、
な
る
ほ
ど
！
」

と
同
感
す
る
。�

（
新
潟
県
　
男
性
）

○
大
学
の
様
子
や
同
年
代
の
方
々
の
思
い

出
な
ど
、
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。�

（
香
川
県
、
男
性
）

○
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
卒
業
し
て
年
月
が
経
っ
て
も
交
流

が
続
き
、
す
ご
い
。�
（
東
京
都
、
男
性
）

○
各
地
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
載
っ
て
い

て
、
55
年
前
を
彷
彿
さ
せ
て
く
れ
た
。

学
生
結
婚
し
た
時
代
が
懐
か
し
い
。

（
大
阪
府
　
男
性
）

○
仕
事
で
年
始
の
駅
伝
を
見
ら
れ
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
今
年
は
休
み
で
、

会
報
の
駅
伝
ガ
イ
ド
を
見
て
、
東
神

奈
川
に
出
か
け
た
。
懸
命
に
走
る
選

手
た
ち
に
感
動
し
た
。
（
東
京
都
　
女
性
）

○
会
報
が
届
く
と
真
っ
先
に
読
む
の
が
卒

業
生
の
声
だ
。
名
も
顔
も
存
じ
上
げ

な
い
全
国
の
老
若
男
女
の
卒
業
生
た
ち

の
思
い
出
や
暮
ら
し
ぶ
り
、
生
き
方
を

知
り
、
共
感
し
た
り
感
動
し
た
り
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
目
が
離
せ
な
い
。

（
石
川
県
　
男
性
）

○
宋
さ
ん
の
文
章
に
あ
っ
た
「
や
ら
ず
に

後
悔
、
や
っ
て
後
悔
」
に
目
が
留
ま
っ

た
。
私
の
趣
味
も
マ
ラ
ソ
ン
。
「
迷
う

な
ら
、
参
加
す
る
」
よ
う
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
「
い
つ
か
」
は
永
遠

に
来
ま
せ
ん
。
26
年
2
月
の
大
阪
マ
ラ

ソ
ン
に
参
加
す
る
。
参
加
費
は
大
き
く

な
る
ば
か
り
だ
が
、
今
で
し
か
味
わ

え
な
い
感
動
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
ゴ
ー
ル
後
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
交

わ
す
互
い
を
称
え
る
時
間
が
好
き
で

す
。
全
く
知
ら
な
い
人
と
で
も
臆
せ

ず
に
話
せ
る
自
分
に
驚
き
ま
す
。

（
山
形
県
　
男
性
）

○
宋
さ
ん
の
「
年
齢
の
数
だ
け
初
体
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
あ
り
、
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
私
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
行
き
た
い
。
4
年
前

か
ら
フ
ル
ー
ト
を
習
い
、
26
年
1
月
に

は
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資

格
試
験
も
受
験
。
宋
さ
ん
の
よ
う
に

新
し
い
こ
と
に
次
々
に
挑
戦
し
た
い
。

（
静
岡
県
　
女
性
）

○
毎
号
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
素
晴

ら
し
い
構
成
だ
と
思
い
ま
す
。
母
校
の

今
、
卒
業
生
の
活
躍
、
表
紙
絵
は
「
希

求
」
で
す
。
長
い
歴
史
と
未
来
へ
の

希
望
を
感
じ
ま
す
。�

（
千
葉
県
　
男
性
）

○
駅
伝
ガ
イ
ド
は
見
や
す
い
。
欲
を
言

え
ば
、
選
手
名
や
そ
の
顔
写
真
、
意

気
込
み
な
ど
も
載
せ
て
も
ら
い
た
い
。

（
神
奈
川
県
　
男
性
）

○
内
田
会
長
の
「
私
の
大
学
創
立
記
念

日
の
迎
え
方
」
は
素
晴
ら
し
い
提
案

だ
と
思
い
ま
し
た
。
早
速
、
1
月
に

開
催
さ
れ
た
総
会
に
青
い
ネ
ク
タ
イ
を

締
め
て
参
加
し
た
。�

（
香
川
県
　
男
性
）

続
き
は
Ｐ
62
へ！
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横
浜
専
門
学
校
校
歌

作
詞　

土
井　

晩
翠

作
曲　

岡
野　

貞
一

一
、
近
代
日
本
の
文
化
の
曙
光

初
め
て
ま
ば
ゆ
く
照
し
ゝ
港

港
に
基
お
く
我
等
の
母
校

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

二
、
基
は
新
た
の
昭
和
の
御
代
に

 

四
海
の
思
潮
の
寄
せ
く
る
時
に

経
世
実
用
め
あ
て
と
な
し
て

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

三
、
狂
と
暗
と
は
暫
し
の
悩
み

正
義
は
世
界
の
力
の
本
と

信
じ
て
勉
む
る
健
児
の
や
ど
り

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

四
、
祖
国
の
誉
れ
と
世
界
の
平
和

目
指
し
て
日
に
日
に
希
望
に
み
ち
て

向
上
無
窮
の
使
命
に
進
む

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

神
奈
川
大
学
校
歌

作
詞　

神
保
光
太
郎

作
曲　

高
田　

三
郎

一
、
岩
を
う
ち　

と
ど
ろ
に
返
す

真
白
な
る　

波
の
ゆ
く
え
よ

あ
け
そ
め
し　

日
本
の
未
来

湧
き
お
こ
る　

あ
か
つ
き
の
歌

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

二
、
空
あ
お
く　

涯
て
な
く
あ
お
く

船
は
航
く　

遠
き
わ
だ
つ
み

ひ
と
す
じ
の　

真
理
の
潮
路

相
寄
り
て
今
日
も
究
め
ん

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

 

三
、
丘
に
立
ち　

祖
国
を
想
う

混
沌
の　

雲
の
ゆ
き
か
い

日
に
烈
し　

ほ
の
ほ
の
決
意

あ
た
ら
し
き　

歴
史
の
朝
よ

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

○
借
地
借
家
法
の
専
門
書
を
著
し
て
い
る
先
輩
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
は
、
驚
き
ま
し
た
。
宅
建
試
験
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

（
千
葉
県
　
男
性
）

○
卒
業
し
て
63
年
目
に
な
り
、
元
気
な
日
々
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
先
輩
方
の
記
事
を
見
て
、
人
生
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。（

兵
庫
県
　
男
性
）

○
六
角
橋
商
店
街
の
記
事
を
読
ん
で
久
し
ぶ
り
に
行
き

た
く
な
っ
た
。
神
大
は
テ
レ
ビ
東
京
の
ド
ラ
マ
「
孤

独
の
グ
ル
メ
」
で
登
場
し
た
。
26
年
は
大
学
や
商

店
街
に
足
を
運
び
た
い
。�

（
兵
庫
県
　
男
性
）

○
毎
年
、
駅
伝
の
沿
道
応
援
を
行
っ
て
い
る
。
応
援
ガ

イ
ド
が
役
立
っ
て
い
る
。�

（
東
京
都
　
女
性
）

○
懐
か
し
の
商
店
街
を
読
み
、
私
が
歳
末
大
売
り
出
し

イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
ろ
を
、
思
い
出
し
ま

し
た
。�

（
栃
木
県
　
男
性
）

○
毎
号
、
気
に
な
る
の
が
卒
業
生
の
声
。
私
が
生
ま

れ
る
前
の
卒
業
生
の
記
事
を
見
る
と
。
大
学
の
歴
史

を
感
じ
ま
す
。�

（
東
京
都
　
男
性
）

ま
だ
ま
だ
感
想
は

　
　
　
　続
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
道
草
…
「
孤
独
の
グ
ル
メ
」
S
e
a
s
o
n
2 

第
5
話
『
横
浜
市
白
楽

の
豚
肉
と
玉
ね
ぎ
の
ニ
ン
ニ
ク
焼
き
』
で
神
奈
川
大
学
が

舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
五
郎
さ
ん
は
「
シ
フ
ォ
ン
」
に
て

フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

花言葉／大切な思い出



な

2026年度定時総会を下記の日程で開催いたします。
定時総会は、2024年度に実施しました代議員選挙で選出された代議員(社員)をもって行います。
代議員の方には、別途ご通知申し上げます。
正会員は、定時総会を傍聴することができます。
詳細につきましては、5月中旬以降に宮陵会のホームページに掲載いたしますので、最新情報をご確認ください。
傍聴を希望される正会員の方は、卒業年次・学科、氏名、住所、電話、E-mail 等をご記入のうえ、定時総会傍聴希望と記載して、FAX、
E-mailもしくは郵便にて5月29日(金 )までにご連絡ください。
なお、定時総会終了後に懇親会を行いますので、ご参加の場合はその旨をあわせて記載のうえ、会費として2,000円をご用意願います。

2026年度　定時総会の開催について

事務局からのお願い

記
日　　　時　2026年 6月 13日 ( 土 )　午後 2時
場　　　所　神奈川大学　横浜キャンパス　16号館セレストホール　(予定 )　
報 告 事 項　①2025年度(2025年4月1日から2026年3月31日まで)事業報告

②2026年度(2026年4月1日から2027年3月31日まで)事業計画及び予算
決 議 事 項　第１号議案　2025年度(2025年4月1日から2026年3月31日まで)決算承認の件

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

原
和 知
木 内
永 田
中 山
古 閑

柳 作
親 裕
好 信
晴 彦
幾 雄
千保子

（1971・昭 46 英文）
（1988・昭 63 貿易）
（1981・昭 56 Ⅱ法律）
（1983・昭 58 貿易）
（1988・昭 63 法律）
（2001・平 13 英文）

宮 陵　第75 号（2026 年）
発　行　2026（令和8）年４月30日
発行所　一般社団法人神奈川大学宮陵会

〒221-0802　横浜市神奈川区六角橋3-27- 1
　　　　　　　　　　　　　神奈川大学内
電 話　045 - 481- 5661
FAX　045 - 413 -0791
E-mail kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

編　集　一般社団法人神奈川大学宮陵会広報委員会

広 告 索 引

神奈川大学生活協同組合…表紙裏
株式会社KUパートナーズ ……48

横浜市開港記念会館 ………65
株式会社AOKI ……61、裏表紙

一般社団法人神奈川大学宮陵会ホームページのご案内

登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更が
あれば、「JINDAI Alumni MY ページ」よりご自身でご変更
の手続きをお願いします。詳しくはＰ64をご確認ください。
〔神奈川大学ホームページ〕
(https://www.kanagawa-u.ac.jp/)

   ⇒  卒業生情報登録・変更のご案内

※登録いただきました情報につきましては、皆様の個人情報
の重要性を深く認識し、「学校法人神奈川大学プライバシー
ポリシー」に従い適正な保護管理に努めます。

県民功労、大臣表彰、褒章、叙勲等をうけられた会員の方が
ございましたら、事務局までお知らせください。

住所等の変更について住所等の変更について

地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ

https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

一般社団法人神奈川大学宮陵会ではホーム
ページを開設しています。
各地域組織等のホームページへもリンクしてい
ますので、是非一度アクセスしてみてください。

神奈川大学4年次生及び保護者の皆様
2025 年度ご卒業の皆様

　一般社団法人神奈川大学宮陵会は、神奈川大学の卒業生を
会員とし、在学生を準会員とする同窓会組織です。
　今回は、宮陵会（同窓会）へのご理解を深めていただきたく、
広報誌『宮陵』（No.75）をお届けいたしました。
　宮陵会は横浜キャンパス（30号館）に本部を設置し、北海道から
沖縄県までの都道府県、海外、職域、同期、同好等で構成され
た地域組織 (24 頁参照 ) が活動しています。
　また、奨学金の給付、卒業祝賀会の共催、課外活動への援助等、
大学や在学生との繋がりも大切にしています。
　卒業後は是非とも、宮陵会の活動に積極的にご参加ください。

2025 年度ご卒業の皆様

　ご卒業おめでとうございます。
　今回の発送に際しましては卒業後の転居を考慮し保護者様の
ご住所にお送りいたしました。
　今後は右記のとおり大学にご登録の住所に発送いたしますので、
変更があった場合は登録変更の手続きをお願いいたします。

表紙のことば
題名 「波に桜舞う」   (2026 年 3月制作　油彩 10号 F）
波は人生そのものである。人生の飛躍は、桜舞う時節に成長する。
青年よ大志を抱け。
■絵を制作するときに一番に構図を考える。だがその前に構成があります。
寓意性のある絵に出会ったとき、不思議な感動が動きます。

岸本凌幾
（1967年法学部法律学科卒、二紀会会員、日本美術家連盟会員）

63　KYU-RYO
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初めてログインする方

卒業生コミュニティサイト
JINDAI Alumni 利用の手引き

※今後、住所変更等はご自身で更新していただけます。
　ただし、「宮陵会からの発送停止」を希望する場合は、メニューの
「プロフィール確認・変更」の「郵送先」から「郵送しない」を選
択してください。

神奈川大学公式ホームページ「卒業生の方」
メニューから

トップページのココをクリック！

開いたページのここをクリック！

このページが開いたら、「初めてログインする方」
「アカウントをお持ちの方」該当する方をクリック！

「卒業生登録情報の
　　変更について」に入り、

ここをクリック！
ここをクリック！

氏名・
メールアドレスを入力。

メールに送られた
認証コードを入力する。

必要事項を入力し
確認ボタンを押す

アカウントをお持ちの方

必要事項を入力し
確認ボタンを押す

メニューから「プロフィール確認・変
更」を選び、変更したい場所の「編集」
ボタンを押して、入力後保存する。

卒業生の方

卒業生登録情報の変更について

初めてログインする方 アカウントをお持ちの方
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